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　ああ。これが、他ひ人と事ごとであったなら。

　かつての自分が、たとえば人ひと気けのない教室か何かで、単なる通りすがりの第三者として目もく撃げきした光景であったなら。

　ただ、萌もえ萌えしてもだえていられたのに。

　悲しいかな。関係者になってしまうと、いくら私が腐ふ女じよ子しの魂たましいを持っていようと、萌えは遙はるか彼方かなた。

　あー。せめて、これがお忍しのびで出た城下町かなんかで、まったく知らない男同士の嬉し恥ずかしラブを垣かい間ま見みたんだったらなあ。いまの自分でも萌えるんだけどなあ。

　……身内だとなあ。

　私は目を細めた。目の前では、男同士のラブシーンが繰くり広ひろげられている。二次元ではなく三次元で。でも、両方ともすこぶる美形だ。二人とも完全に、世界には互いだけっていう状態に入っていて、舌まで絡からませ合っている。

　そして、この二人。

　何を隠かくそう、片方は、私の兄。なんと、第一王子という身分なのである。そう、次期国王。

　そしてここは、我わがエスフィア国の誇ほこる、荘そう厳ごん華か麗れいな王城の一角である。空気を読んだ者たちは、兄たちの邪じや魔まをしないよう、自主的にこの空間だけを避さけているようだけど、本来は、人の行き来のある場所。廊ろう下かである。王族だけが通れる特別通路などではなく、許可がありさえすれば城に勤める者も来らい賓ひんも利用できる。

　……おかしいと思ったんだよね。

　普ふ段だんならもっと人影があるのに、侍じ女じよや警護の兵士すら見掛けないなんて。

　原因は、兄とその恋人のラブシーンにあった！

「…………」

　私は、手に持っていた扇おうぎをパシン！　と音を立てて閉じた。

　兄とその恋人が出す卑ひ猥わいな唾だ液えきの音だけが響ひびいていた廊下では、それだけで充じゆう分ぶんな効果を発はつ揮きした。はっとしたように、恋人たちの唇くちびるが離れる。

「……オクタヴィア」

　私の姿を認めた兄が、私の名前を呼んだ。

「──兄上。シル様と仲が宜よろしいのは結構でしょう。ですけれど、そうする場所は考えていただかなくては」

　こんなとこでイチャイチャしてんじゃねーぞ！

　と、もう直球で言いたい！　言いたいけど、兄が第一王子なように、私も王女なのである。王族の嗜たしなみとして、言葉はオブラートに包みましょう。

　エスフィア国の第一王女、オクタヴィア。それが私だ。年ねん齢れい十六歳。ちなみに兄は十九歳。

　兄、第一王子であるセリウスは、眉み間けんに皺しわを寄せた。

　……クッソ！　イケメンだな！
















　銀ぎん髪ぱつに水色の瞳ひとみ。長身。容姿端たん麗れい、頭脳明めい晰せき、武術にも優すぐれた完かん璧ぺき超ちよう人じん。

　さすが前世の私が萌え萌えし、登場人物の人気投票でも第一位だった攻せめなだけはある！

「……悪かった」

　兄が謝罪した。ちなみに、脳みそがくらくらするようなイケメンボイスを装備している。

「いえ」

　私がそう返事をすると、沈ちん黙もくが落ちた。

　気まずい。……気まずいなあ。

　ほらほら、兄の恋人、シル様も居い心地ごこちが悪そうにしている。それに気づいて、兄がシル様の手を握った。ラブラブですねー。

　勇気づけられたように、シル様が口を開いた。

「オクタヴィア様」

　シル様は中性的なイケメンだ。女には見えないけれども、美び貌ぼうの持ち主。兄とは美男美女……ならぬ美男美男。男だん爵しやく家けの出身で、紆う余よ曲きよく折せつを経へて兄と結ばれた人物。

　──そして、主人公。

「何でしょう」

　私はシル様の真しん剣けんな様子に内心では怯ひるみまくっていた。されど、腐くさっても王族。培つちかった面つらの皮は厚い。平静を装よそおって応じた。

「──オクタヴィア様は、どうすればおれを認めてくださいますか？」

「……認めるも認めないもありませんわ。わたくしがどうだというのです？　シル様は兄上の愛する方だと、わたくし理解しております。それで充分ではありませんか？」

　シル様の顔が悲しげに歪ゆがむ。

　本来オクタヴィアは、兄とシル様の恋を、いの一番に祝福する。

　でも、私は、違う。
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　──前世、私は腐ふ女じよ子しだった。男と男の恋愛が大好物の女子高生だった。

　当時の愛読書は、少女小説レーベルから出ていた異色作。異世界を舞ぶ台たいにした、ＢＬファンタジー小説、『高こう潔けつの王おう』。私の高校三年間は、この作品と共にあったといってもちっとも誇こ張ちようじゃない。一いつ般ぱん的てきな女子高生が三次元の恋愛話で青春し、盛り上がっている間、私の青春は、二次元の、『高潔の王』と共にあった。

　スピンオフ漫まん画がをはじめとして、ドラマＣＤ、ゲーム、アニメと、人気に後押しされ、幅はば広ひろくメディアミックスも展開。高校生として精いっぱいのお小こ遣づかいをつぎ込んだあの日々！　懐なつかしいなあ……。

　一番は、なんといっても原作小説だ。実は出しゆつ生せいの秘密を持った男だん爵しやく家けの少年シルと、エスフィア国の第一王子セリウスが運命的に出会い、恋に落ち、数々の困難に立ち向かってゆく。──未完。

　というのも、完結する前に、私が死亡したからである。

　前世の私、田た澤ざわ麻ま紀き。享きよう年ねん十八歳。死因……。死因は、覚えているけれど、割かつ愛あい。クソ忌いま々いましい記き憶おくと直結しているので、普段は封ふう印いんしている。

　とにかく、死亡し、そして、生まれ変わった。

　……本当は、もっと悲ひ惨さんな世界に生まれ変わるはずだったけど、クソ忌々しい記憶によれば、運うん好よく（たいしてそうは思えないけど）それから逃のがれ、田澤麻紀として超好きだった物語『高潔の王』の世界に、生まれ変わることとなった。

　……妹ちゃんとして。

　妹ちゃん──。前世の私は、セリウスの妹の王女様を、妹ちゃんと呼んでいた。

　媒ばい体たいはなんであれ、ＢＬというジャンルで、女キャラの扱あつかいはなかなかデリケートだったりする。主人公と相手役の恋路を邪魔する役か。はたまた、主役二人の良き理解者か。まあ、どっちにしろ、女は脇わき役やく。じゃあ、『高潔の王』ではどうだったか。

　──後者です！

『高潔の王』一巻から登場する妹ちゃん、エスフィア国第一王女オクタヴィアは、ＢＬ小説の女キャラとしては、読者受けがそこそこいい、成功例だった。

　妹ちゃんは、兄上が大好きな、おっとりとした優しい女の子。王族なのに謙けん虚きよ。そして、主人公たちの絶対の味方だ。主人公たち二人。シル様と、兄のセリウスがピンチに陥おちいっても、決して裏切ることなく、世よ継つぎ問題だって解決してくれる、まさにお助けキャラ。

　それが、本来のオクタヴィアというキャラクター。

　しかし、ここでは、前世、田澤麻紀という意識と記憶を持って生まれ、王女として育てられた私が、オクタヴィアだ。

　……もうね。

　がっかり。いやね、だって妹ちゃんって、ＢＬファンタジー小説における、王族の世継ぎ問題のご都合主義解決担当なんだよね。まだ現時点では、このことに関して、貴族議会でも話題には上がっていない。だけど小説の流れそのままなら、今後、この問題へ発展してゆくはずだ。

　さて、繰り返します。ここはファンタジー的なＢＬ小説の世界。

　兄は第一王子であり、次期国王。当然のことながら、男。

　兄の最愛の人、シル様も、男。男同士では、世継ぎはどうやっても誕生しない。兄もシル様も、実は男として育てられた女だった……なんていうウルトラＣもない。

　しかも我わが国は一いつ夫ぷ一いつ妻さい制せい……兄の場合、一いつ夫ぷ一いつ夫ぷ。ついでに、ファンタジーな世界だけれど、男が子どもを産める人体改造の薬やら魔ま法ほうは存在しない。

　さあ、どうしよう？

　いやいや、幾いくらＢＬでも、世継ぎ問題のためにはですよ、事務的に子種を蒔まくって方法があるでしょ？

　──でもね、純愛だから。

　兄は、恋人以外を抱く気はない、と。そこには愛がなければ！　そんな不純なことをしたらシル様への裏切りになってしまう、悲しませたくないと。

　小説だと、そういう展開になるし、たぶん、現在の兄たちを見ても、そう大きな違いはない。

　……一般国民なら、それでもいいと思う。

　でも、兄上は王族でしょ？　第一王子でしょ？　次期国王でしょ？　義務ってものが付ふ随ずいしてくるでしょ？

　恋人と別れろなんて言ってないし、女性と子作りぐらいしろよ！

　と、身内の視点からは思わずにはいられない。

　でも兄、セリウスはしない。愛のために。どうしてもできない！

　実際、前世の私は、原作小説のこの辺のくだりを身もだえしながら読んでました！

　シル！　シルせつねー！　セリウスせつねー！　王族だって、国王になったって、一穴一棒主義でいいじゃん！　男同士で恋愛してんだから、そこはもう貫つらぬこうよ！　セリウスぅぅぅぅ！　女なんて絶対抱いちゃダメ！　邪魔者女は退場しろ！

　主人公たちカップルに共感していた読者は、セリウスにお世継ぎ問題のためとはいえ、浮うわ気きして欲しくないわけで。

　しかし、このままではエスフィア王家断絶。さて、物語としてどうする。

　そこで示された解決策。颯さつ爽そうと登場するのが妹ちゃん、オクタヴィア。

『お任まかせください。お兄様。いずれ生まれるわたくしの子を、お兄様とシル様の子としてお育てくださいな』

　てね。本人から言い出すのがミソですね。

　あくまでも、強制されたわけではなく、妹ちゃんの意志！　ヤッタネ！

　お世継ぎ問題これで解決！　てなもんですよ。

　シル様とセリウスは、かくして愛を貫く！

　読者も一安心。

　──でも、いまでは私こそがオクタヴィア。

　てことはですよ？

　つまり、私は、この先、たぶん政略結婚で子どもを産み──正確に言えば男の子だけでなく、女の子もなんだけど──兄たちにあげなくてはならない。

　エスフィアでの女性の結婚適てき齢れい期きは、身分関係なく二は十た歳ち。そこから前後三～四歳まで。私もそろそろ。ちなみに、王女だけど、生まれついての婚こん約やく者しやみたいな人はいない。

　国として、私の結婚適齢時に、最大の利益を見込める相手と結婚させるため、らしい。

　過去の王家の歴史をひもとけば、条件が折り合って恋愛結婚した例も、あるにはあるけど、少数。

　大たい抵ていは政略結婚で、結婚したら、最低、男の子と女の子を一人ずつ産む。

　私の場合は、たぶん次の国王と、その代の跡あと継つぎを産む女の子。

　三人目を産んだら、そのときようやく手元で育てられるんだって。

　ほら、ウチって代々そうなんで。

　オクタヴィアになってみてわかる、原作小説のシル様側視点ではわからなかったＢＬ王家の闇やみ！

　代々、エスフィアの第一王子は、同性の恋人を愛しすぎてしまう（恋人以外とヤりたくない）ため、姉なり妹なりが結婚（あ、先代、先々代と、例外なく政略っぽいです！）して子どもを……の流れ。

　──当事者になってみると、もうね。

　クソが！

　って言うしかない事態。

　私に自由はないのか！　だいたい、私が女の子しか愛せない人だったらどうするのよ！

　……これがね、どうもしないんですよ。

　仮にそうだったとしても、私の場合は恋愛は諦あきらめて、男と政略結婚ですよ。

　うん。だってここはＢＬの世界だから。男と男の恋愛に優しい世界だから。

　私＝妹ちゃんは、そんな世界を護まもるご都合主義を解決するための装置の一つだから。

　つまり、王族が、男である主人公のシル様と結ばれ、愛する人一筋でも許され、かつ血統を受うけ継つぐ世継ぎが二人の元に届けられ、ちゃんと子どもまで育てられるっていうハッピーエンドのためのね。

　前世の私は、主人公二人の恋愛模様に萌もえ萌えしていた。妹ちゃんがいるからエスフィアの世継ぎ問題も大だい丈じよう夫ぶなんだねー。良かった良かった。らっぶらっぶ最高！　なんて思ってた。

　それも、妹ちゃんの身にこうしてなってみると……。

　兄上さあ、第一王子で次期国王なんだから、男と結婚するのは決定事じ項こうで変えられないとしても──や、子は作れよ！

　となるわけで。

　妹ちゃんの立場になって実感する世継ぎ問題の重さよ！

　このところ、思うんだよね。

　後宮制度とか、ハーレムって、一いつ夫ぷ多た妻さいって、いいなって。

　前世の感覚でいえば、私も浮気なんて絶対駄だ目め派はだし、一夫多妻なハーレムにはどちらかといえば嫌けん悪お感かんを抱いだいていた。

　でも、王を頂点に頂く制度だと、男のほうに種馬としての問題がない限り、ハーレムは世継ぎ問題を解決するうえでは結構いいシステムなんじゃないの？　子どもを作るっていう義務は果たしているわけで。

　そういう意味ではハーレムは素す晴ばらしい。マジ素晴らしい。

　我がエスフィアも王城の敷地内に後宮を造るべき！

　──ともかく、大好きな小説『高潔の王』の世界に生まれ変わったはいいものの、私は自分が妹ちゃんであることにかなりがっかりし、当然、兄にもいい感情を抱けなかった。

　主人公と結ばれる攻めキャラクターとしては好きだよ？

　でもオクタヴィアの立場からするとこう……。

　懐なつけなかった。むしろ、ちくりと兄に嫌いや味みを言ってしまう、少なくともおっとりとはほど遠い王女となった。

　オクタヴィアとして生まれながら、最初から私は麻紀としての意識を持っていたから。

　本来は、超仲の良い兄きよう妹だいのはずだったんだけど、特に仲が良いわけでもなく……。

　原作小説でのオクタヴィアの役割にはやっぱり抵てい抗こうがある。かといって、未来はまだ先。どうなるかわからないっていう思いもあり、試し行こう錯さく誤ごしているうち、こんな兄妹関係に落ち着いていた。

　妹ちゃんの性格の特とく徴ちようである謙虚……もどうだろう。妹ちゃんは下々の者にも丁てい寧ねいという設定だった。私はというと、おそらくそれなり。身分がある世界なんだから、それを完全にないがしろにするのもなんだと……。

　うん、ごめん、噓うそです。

　せっかく王女様なんだから、権力を使わない手はないでしょう！　の精神で生きてきました！

　なんせ、兄と仲が良くないとそれだけで敵ができるのである。いじめみたいなのが発生するのである！　しかも男から！　女の争いはドロドロしてるっていうけど、男も男で怖いから！

　なので、そういう輩やからを王女としての権力を使って僻へき地ちに飛ばしたりしてました！　サイッコーに気分良かったね！　権力万ばん歳ざい。

　えーっと、要するに、私は、原作の妹ちゃんとはほど遠い人格であり、立ち位置としても、仲が素晴らしく良かった兄とは、かさついた関係である。薄うすっぺらいというか。

　とはいえ、表面上はお互いに普ふ通つうにしています。仲良し家族。兄も、兄の信者はともかく、これまで兄自らが私に嫌いやがらせをしてきた、などということは一度もない。

　……残念である。

　兄の人格が腐っているなら、私としてもやりようがあるのに！

　シル様に弱いという以外は、完璧超人なのが、兄、セリウスだ。

　そして、小説同様、シル様一筋。

　世継ぎ問題は別だ、と他の女を抱く宣言をして恋人を説得するような感じではない。そんな兄だったらもう掌てのひらを返して全力でバックアップするんだけど！

　ええ、兄と子作りしてくれる女性はたくさんいるわけだし。

　第一王子となら子種だけでも……という方もいるだろうし、貴族間のパワーバランスのために完全に割り切って立候補する方もいるだろうし、よりどりみどり。

　でも、たぶん兄は了りよう承しようしない。シル様を愛しているから。

　……立派。そう立派ですよ！　立派なんだけどね？　私がオクタヴィアとして渦か中ちゆうにいなければ、あるいは兄が次期国王でなかったら、むしろ好こう感かん触しよくなんですよ！

　男同士の恋愛は、（自分に直接的なかかわりがない限り）いまもって大好物だし！

　兄とシル様が愛し合うのはいいんだよ！　好きな主人公カップルなのは変わっていない。

　二人が出会わなかったら、なんて考えた時期もあったけど、でもその場合、結局兄って別の男とくっつくだけなのでは？　て可能性に気づいてからは、それならシル様のほうが良い！　て思うぐらい。

　ただし、立ちはだかるは、世継ぎ問題。

　──これを棚たな上あげにしている、いまの兄とシル様カップルへは、好感は持てないわけで。

　王女として培つちかった厚い面つらの皮をもってしても、それが表へ出てしまっている。で、兄たちが私の感情に気づかないわけがない。

　兄ならば、妹に。

　兄の伴はん侶りよとしては、その家族に。

　祝福されたい、と思うのは当然だろう。

　兄はともかく、シル様が気に病やんでいる風なのは、私も知っていた。素そ知しらぬふりをしていても、周りが言ってくるので！

　現在のエスフィア国王たる父上も、育ての母（男）も、兄たちを歓かん迎げいしている。それ故ゆえに、隠しているつもりでも、私の態度は悪目立ちしてしまう。
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　兄たちのラブシーンを目撃した、城の廊ろう下か。

　王女として、自分の置かれている状じよう況きようを振り返り、私は閉じた扇おうぎの先せん端たんを傾かたむけ、ため息をついた。

　この先の私の人生、重い……！

　悲劇のヒロインぶりたくもなるってもんよ。……ヒロインじゃないけど。ＢＬ世界においては脇わきだけど！

　──と、空気が動いた。シル様の前に、兄が立つ。

「……お前は、どうあっても俺たちを祝福しないと？」

　おーっと、兄が割り込んできたあ！

　シル様が絡からむときつくなるんだよね。兄。もともと完かん璧ぺき超ちよう人じんだから、そこが人間らしくていいと兄信者からは好感触。

　……祝福。祝福かあ。

　兄たちは、眼がん福ぷくという意味では、いい。私の腐ふ女じよ子し魂だましいをくすぐりまくる。

　私が兄たちカップルを先入観入りまくりの目で見てしまうのは、あくまでも世よ継つぎ問題のせい。兄が未来で子作りさえしてくれれば。

　いっそ、ここで尋たずねてみようか？

　だって、現段階では、小説の知識があるからこそ、きっとこうなるんだろうっていう、私の予想でしかない。確定はしていないはず。

　あと、こういう突っ込んだ話、兄との仲が微び妙みようなんで、いままでできなかったんだよね。糸口さえなかった！　幸い、兄とシル様の二人が揃そろっているし、両者の意見を訊きける。

　シル様がどう考えているのかっていうのも知りたいし。本来の妹ちゃんは、シル様とも気軽に会う関係だったんだけど……私はねえ……兄にはそれとなく警けい戒かいされていて、シル様と二人で会うなんてとんでもない。

「──兄上とシル様は、ご結婚なさりますよね？」

　その予定で式典が組まれている。さっきの二人のキスシーンも、結婚を巡めぐる不安だとか、たぶん、シル様への密ひそかな攻こう撃げきだとかがあったせいだと思う。宮きゆう廷ていというのはドロドロしている。が、そこはほら、逆にスパイスとなり、兄とシル様は絆きずなを深め合い、キス、と。

「ああ」

　兄が躊ちゆう躇ちよなく頷うなずいた。

「ですが、お二人は殿との方がた同士」

　私は、口くち火びを切った。

「お世継ぎに関しては、どのようにお考えですか？」

　シル様の顔色が悪くなる。兄が、険けわしい顔で私を見た。

　こ、怖いだなんて思ってないんだから！

　私は扇を開き、兄からの視線をシャットアウトした。殺人光線は防ぐに限るね！

「それは、他に妃きさきを娶めとれという意味か？」

「娶っても構いませんし、娶らずとも構いません。子に関してのお考えですわ。シル様には、お子は産めないでしょう？　──そうですわね。シル様にも、ぜひお考えをお聞かせ願いたいものですわ」

「おれ、は」

　うーん。シル様も、脳内お花畑でいままで子どものことをまーったく考えていませんでしたってわけではなさそう。兄とよその女性とで子どもを作ってもらうのが一番、というのはわかってるけど、でも、感情が追いつかないって風かなあ。

　うー……。前世で小説に萌もえ萌えしていた頃の気持ちが甦よみがえってきた……！　シル様！　切ないよね！　わかる！　わかるんだよ！　あなたのことが嫌きらいなわけではないんです！　むしろ逆です！

「俺が愛しているのはシルだけだ」

　兄が宣言する。ありがとう兄上。ついシル様にほだされそうになっていた自分を我われに返らせることができたよ！

　で・も！　問題はそういうことではなくてですねえ！　わかっていてはぐらかしてるでしょ？

「愛する者のいないお前にはわかるまい」

「…………」

　絶ぜつ句く、した。

　私は絶句してしまった。

　怒ど髪はつ天てんを衝つくって、こういうことをいうんだと、実感した。

　シル様とラブラブで、兄が浮うかれているのだとしても、言うに事欠いて……。

　愛する者のいない？　恋愛の意味で、愛する者ってことでしょ？　そうですよ？　麻ま紀きとしてだって、オクタヴィアとしてだって、誰だれかを深く愛したことなんてない。

　麻紀だったときは、共学じゃなくて女子校だったし、そもそも『高こう潔けつの王おう』に夢中だったし、まだまだ人生先があると思っていたから、三次元はお呼びじゃなかった。

　だから、こうして生まれ変わったからには！

　今度こそは、私だって、恋愛結婚してみたい。でも、オクタヴィアはご都合主義解決担当だし、ここはＢＬ世界で、ぶっちゃけ私の周りには男と男の恋愛が溢あふれてるし！　男と女のカップルのほうが少数派だし！　オクタヴィアとしての私の初恋は、自分の護ご衛えいの騎き士しだったけど、その騎士も男と結ばれたし！　だいたい、愛する人がいたって、たとえ相思相愛の相手がいたって、それが国の利益になる人じゃなかったら、その人とは結婚さえできないのがオクタヴィアでしょうが！

　カチーン、ときた。

「わたくしだって、愛し合っている方はいますわ？」

「……何？」

　初耳だ、という兄の顔。そりゃそうでしょう。いないもの！　口から出で任まかせだもんね！　勢いってやつよ！

　されど。

　勢いとは、時としてげに恐おそろしきもの。

　私の勢いは止まらなかった。

「そうですわ。近いうちに、兄上とシル様にもご紹しよう介かいいたしましょう。わたくしの愛する人を」

　……気がつけば、そんなことを、口走っていた。

　自分が怖い。

　愛する人なんて、いないのに。

　どころか、口裏を合わせて紹介できそうな男性の知り合いすら、いないのに。

　ヤバい。

　いまから、やっぱ噓うそでーすって謝あやまる？

　謝るの？　兄に？

『愛する者のいないお前にはわかるまい』

　言われた言葉が即そく座ざに脳のう裏りに甦る。

　それは嫌だ！

　だから、私は。

「それでは、ごきげんよう」

　表面上は、微笑ほほえんで、優ゆう雅がに退場した。

　──なんとしても、適当な男を見み繕つくろう！

　心の中で、固い決意を胸にして。







　幸い、近いうち、と言っておいた。だから、まだ猶ゆう予よはある。

　数日……城で兄を避けまくっていれば、ひと月は時間を稼かせげるはずね。

　男……。男！

　私が自由に出入りできて、男がたくさんいる場所といえば！

　兄たちのいた廊下からだいぶ離れた場所まで来た。私は背後を振り返った。

「鍛たん錬れん場じように行きます」

「は」

　短く応答して一礼したのは護衛の騎士だ。彼はさっきの兄たちカップルとのやり取りの間も、すぐ側で控ひかえていた。気配を殺し、まさに空気のごとくというやつだ。私自身、たまに護衛されていることに気づかないからね！

　私は王女なわけで、基本、城内であっても、移動には必ず一人護衛の騎士がつく。王族付ともなると、容姿に優れ、能力が高い者、と相場が決まっている。でも、結構定期的に入れ代わる。

　──何な故ぜかって？

　男の恋人ができて、異い動どうしちゃうからですよ！

　王女の護衛なんて、拘こう束そく時間長いし、危険ですからね。

　……オクタヴィアとしての私の初恋は、護衛の騎士だった。名前はグレイ。いまでも覚えている。優しく、強く、格かつ好こう良よく、そりゃあ惚ほれるってもんでしょ。

　でも、私の初恋は無む惨ざんに散った。いや、ここではじめて、私はＢＬ世界から真の洗礼を受けたといえよう。

　初恋の彼はいまどこに？

　グレイは幼おさな馴な染じみの伯はく爵しやく家けの子し息そくと結ばれました！　養子縁えん組ぐみして、その伯爵家の領地で領主として暮らしています！　おわり。

　この世界の──自分の国であるエスフィアのことが主だけど──上流階級内においては、同性愛も同どう性せい婚こん（基本は養子縁組。王族だけは特例として結婚になる）もさして珍めずらしくはない。一定の貴族位以上の間ではありふれている。むしろ、そうじゃないのは平民のほう。平民の間では男女婚が一般的で同性婚は少ない。

　私の周囲は、もちろん上流階級ばっかりです！　男と男の恋愛がスタンダードです。

　王女である私の一番身近な恋愛対象は、護衛の騎士だったりしますが、グレイ以後、私の護衛に着任した騎士は、いずれも同性と恋に落ち、幸せに退職なり異動なりなんなりしています……。

　うん。私、凝こりずにね、護衛の騎士にね、何度か心を奪うばわれたのよ。グレイを筆ひつ頭とうに、五回目で、さすがに学習した。

　護衛の騎士。奴やつらは、範はん疇ちゆう外がい！　女が恋愛対象に入れてはいけない存在……！

　もうね、ずっと私を護まもってね、はーと、なんて気はミジンコほども起きません！

　新しく着任しても、ほどなくしていなくなり、また別の者が配属されるものとして私の中では決定。名前も覚えないデス。

　あー……、でも、この人は結構長い？

「…………」

　私は現在の護衛の騎士である彼に目線を留とめた。向こうも視線を返してきて、見つめ合う。

　襟えり足あしにかかるぐらいの短い黒髪に濃こい青い瞳ひとみ。高い鼻。彫ほりの深い整った顔立ち。身長は高く、騎士なぐらいだから、装備の下にあるのは鍛きたえ上あげられた肉体。──いい男だなあ。くそう。でもこの男はたぶん、どっかのイケメンか美少年のものになるに違いない。

　違いない、んだけど。

　んー？

　心の中で首を傾かしげた。改めて不思議に思ってしまう。

　この騎士。出身は伯爵家だったはず。貴族の長男は家を継つぐから、理由がない限り騎士にはならない。つまり二じ男なんか三男。そして二十代前半。

　何よりこの容姿。見るからに良物件。いや、超優良って言っていいぐらい。

　なので、すぐに誰かと恋に落ちていなくなると思っていたんだけど、着任してもう、三カ月だっけ？　……早いと一週間でいなくなるからなあ。

　──や、違った！　三日だ！　最短期間、今年に入って塗ぬり替かえられたんだった……。

　いままで、体感的には、格好良さの度合いで期間も決まっていた気がする。格好良ければよいほど、男とくっついて護衛を降りるのも早いわけである。……なんだけど。

「あなた……」

　一応、名前を訊きいておくべきかな？

「はい、殿でん下か。どうかされましたか」
















　低音の良い声が響く。

　あ。なしだわ。

　私はかぶりを振った。うん、悟さとったね。こいつは駄だ目めだ。顔良し声良し。売れる！　近いうちに、しかるべき男と結ばれて異動するに違いない！　名前を訊いても無む駄だになる。

「いえ──何でもないわ」

「…………」

「…………」

　く。いままでほっとんど、この護衛の騎士に話しかけたことがなかったのに、私から「あなた……」なんて呼びかけちゃったせいで、不自然な沈黙が！

　……何か言っておこう。

「──わたくしをしっかり守りなさい」

　とりあえず、当あたり障さわりのない王女命令を発動し、誤ご魔ま化かす。

　護衛の騎士の表情が微かすかに動いた。

「承うけたまわりました」

　応こたえ、護衛の騎士が頭こうべを垂たれる。

「ええ。頼たのんだわ」

　よし！　それらしいやり取りになった！

　気を取り直して、私は歩行を再開した。目指すは鍛錬場。

　鍛錬場には、よりどりみどりの男たちが！　兵士がいる！　……男同士のカップルも多いけど！

　あーあ。どこかに、恋人役をしてくれる殿方が転がっていないかなー。身分は低くもなく高くもなく──王女の権力が通用する範はん囲いで！





４






　そして、やってきました鍛たん錬れん場じよう！

　ここでは、訓練なのに、実戦さながら。

　弟が兵士と剣けんで打ち合いをしていた。

　そう、私には金きん髪ぱつにエメラルドグリーンの瞳が眩まぶしい、美少年な弟がいるのである。

　弟は小説にも登場しているキャラクター。兄とは敵対したりもする役どころ。

　原作ではとくに言げん及きゆうされていなかったので、小説のオクタヴィアとどうだったのかはわからないけど、私は、この二つ下の弟、アレクシスとは仲が良い。アレクと愛あい称しようで呼ぶ間あいだ柄がらだ。

　ちなみに我わが王家の家族構成は、父（国王）、育ての母（元平民の商人・男）、兄（父の姉君、伯お母ばが出産。伯母は出産後すぐ死亡）、私（父の妹君、叔お母ばが出産）、弟（父を酔よわせた公こう爵しやく家けの姫君が一夜の過あやまちにて出産）、となっている。

　……兄きよう妹だいといえど、全員従い兄と弟こ同士というかなんというか。

　しかも、誰も言わないけど、血統的にいえば、兄じゃなくて弟が次期国王じゃね？　という気がヒシヒシとする。

　容姿も一番、父上似。

　実際の血の繫つながりはどうあれ、建前としてはアレクとは姉弟きようだいで、すぐに亡なくなった兄の実母の場合とは違い、私もアレクも、生きているのにもかかわらず、実母とは引き離されて育った。私の場合、実母に会えるのは年に数回だけ。

　私が実母に自由に会えるようになったのは、十五歳も過ぎた頃。幼少時なんて、会えるならそりゃあ実母のほうがいいからなあ……。育ての母（男）に、「おかあさまー」って甘あまえられるかっていうと違うし。いい匂においに柔やわらかい身体からだ。幼少時に、もっと抱きしめてもらいたかった。麻ま紀きの記憶がない、本当の子どもだったら正直グレていたと思う。

　でも、私はまだ良かった。実の母に会えるから。

　弟は違う。弟の実母である公爵家の姫君は、出産後に宛あてがわれた領地でひっそりと結婚し、ささやかに暮らしているという。……領地から出るのは叶かなわない。

　彼女が一夜の過ちにいたった動どう機きは、父上への恋れん慕ぼが高じて、と本人が述のべたそうだけど、ちょっと怪あやしい。何な故ぜなら、彼女にはちゃんと恋人がいたそうだから。そして現在の夫はその当時からの恋人だったりするらしい。ついでにいえば、夫となった男性は庭師で、身分が低い。貴族の娘っていうのは、ぶっちゃけ政略の駒こまなわけで、釣つり合あいの取れた男に嫁とつがせるのが常つね。

　未み婚こんの娘にとって致ち命めい的てきな不ふ祥しよう事じがあったからこそ、そうなったのか、不可能を可能にするために不祥事を起こすことを了りよう承しようしたのか、怪しい匂いがプンプンします。

　一回で妊にん娠しん、というのもその考えを助長します。

　実は、一回で妊娠する薬、というのは存在する。女性が服用し、男性と肉体関係を持つことで受じゆ胎たいする。ただし、母体への負担が大きく、最悪命を落とすことだってある。

　また、次の妊娠は望めなくなるかもしれない。だから、よっぽどのことがないと使用しない。手に入れることも難しい。そういう薬。

　なんでこんなことを私が知っているかというと、最悪、使用する可能性を私が周囲から示し唆さされているからですね、はい！　一部の貴族階級以上のみの秘ひ伝でんみたいなものですね！

　というわけで、アレクの実のお母様。彼女はそれを使ったんじゃないかと思うんだけど、その辺はうやむやだ。いや、うやむやにされていること自体、きな臭くさい。

　──なんにせよ、当時、父上は怒いかり心しん頭とうだった。彼女に厳げん罰ばつを与あたえたかったみたいだけど、その場合、罪つみって何？　てなるわけですよ。

　国王を襲おそった？　性的に？　確かに罪は罪かもしれない。

　でも酔わせただけだし、少なくとも父上に薬などは使っていない。これは調べられたうえで公表もされている。彼女は王を害するつもりはなかった。

　しいていえば、抱かれて子を身ごもったのが罪、と。

　ていうか、下品ですけど、父上、女を抱けたんだって正直思いました！

　酔ってても気づくじゃん。最愛の人だと勘かん違ちがいしてっていうのも苦しいしね！　身体構造的にね！

　実際、大貴族たちの中には、公爵家の姫君グッジョブ派も多かったんだと思う。国王が同性婚をして自分自身の子どもを作らないことに、誰もが賛成しているわけじゃない。

　なので彼女は、公爵家の所有する小さな領地での隠いん遁とんを言い渡された。社交界へは二度と戻れない。産んだ子ども──弟は取り上げられ、母親としての権利はすべて捨てる。

　だから弟は、実の母と会ったことが一度もない。

　しかも、父上の論理でいくと、弟は過ちの子なのだそうだ。愛の汚お点てん。でも血統的にはこのうえなく正統。

　……この辺も、私のストレスがたまる一いち因いんだったりする。

　だって、弟優ゆう秀しゆうだよ？　なのに、家族内で、冷れい遇ぐうってほどではないけど、空気がね。父上は公爵家の姫君に謀はかられたって思ってるし、育ての母（男）にとっては、自分が産めない愛する男の実の血を引いた子どもだし。兄は父と育ての母（男）が大好きだから、その辺を感じ取っていて、弟をいじめたりはしないにしても、儀ぎ礼れい的てき。

　私はというと、実のお母様ラブで、父と育ての母（男）にあまり懐なつけなかったので、弟との交流が多くなった。必然というやつだった。

　よって、私と弟は仲が良い。

　弟のアレクは十四歳。将来、超優良物件になること間違いなし。

　弟には、できるなら可か愛わいいお嫁さんを迎むかえて欲しいと思っているんだけど、無理かなあ。

　この世界的に──ＢＬな世界的にね？

　いや、アレクが望むなら、可愛い同性でもいいんだけどね。あー、でも、私の負担をちょびっと軽くするためにも、弟も子どもを作って欲しいなあ。……なあ。







「姉上！　鍛錬場にいらっしゃるなんて珍しいですね」

　打ち合いをしていた弟がそれを中断してこちらに駆かけ寄よってきた。自然と私の顔も綻ほころぶ。

「ええ。ちょっと……」

　男を漁あさりに！

「ちょっと？」

　不ふ審しんそうに呟つぶやき、弟が私の背後を見た。そこにいるのは──私の護ご衛えいの騎き士し。

　おや。

　普段は、すぐ側に控ひかえているとはいっても、もう少し私と距離を取って護衛してくれているんだけど、珍しく近くにいる！

　あ、鍛錬場だから？　城内とはいえ、外に設置されているし、開けた場所だものね。守り方も違うのかも。

「……あの者、今日は気配を殺していないのですね」

　弟が護衛の騎士を見、私へと問うように呟いた。

「そうね」

　なので、頷うなずいておく。

　──でも、そうなんだ？　いまは気配あるの？

　移動中、まるで一人で行動しているみたい！　煩わずらわしくない！　て思うことがあるから（……まあ、この護衛の騎士は自主的に口を開かないんで、それが主おもな理由になってる気がする）、私も『気配を殺し、まさに空気のごとく！』なんて護衛の騎士の仕事ぶりを表現してみたけど、表現しただけ！

　そうです。私、気配とか、殺気とか、目に見えないものはわかりません。わかるのは物理的な距離ぐらいです。

　気配の有う無むを察さつ知ちできるアレクが常人としておかしいんです。

「姉上の護衛としては……比ひ較かく的てき、長いほうですよね」

「ええ」

　これには本気で頷いておいた。

　いやね、王女の護衛なのに、いままでがコロコロ代わりすぎだったから！

　…………ん？

　アレクが──弟が、護衛の騎士を熱心に見ている。

　なに、この熱い視線！

　え？　ちょっと待って？

　ま、まさか……弟が、彼に一ひと目め惚ぼれとか？　そんな、アレクまで？　……ごめん！　いまは、応おう援えんできそうにないわ！　さっき弟が好きな相手なら同性でもって考えたけど、今回の護衛の騎士も、どうせすぐにいなくなるだろうって予想はしたけど、その相手がアレクだっていうのは、主に私の心理的なダメージが……！

「……駄だ目めよ。アレク。彼はわたくしの騎士だから」

　釘くぎを刺ささせていただきます！

「──ますます珍しいですね。姉上が、護衛の騎士にそこまで言うなんて。……お前、名は」

　ひぃ！　名前？　アレクがわざわざ護衛の騎士に名前を訊きくなんて？　これは、興味を持っていることの表れ！

　……でも、おや？

　護衛の騎士は、口を開こうとしなかった。振り返ると、騎士は控えたまま、微び動どうだにしていない。

「おい、お前」

　再度アレクに呼びかけられても、やっぱり返事をしない。これは不ま味ずいでしょう。

「あなた。きちんとアレクに返事をなさい」

　王女命令を下すと、護衛の騎士が、「は」とようやく言葉を発した。

「──申し訳ありません。しかし、オクタヴィア殿下」

　濃い青い瞳が、私を見み据すえる。

「私の主あるじはオクタヴィア殿下ですので。殿下の許可がなくば、たとえ殿下の弟君であろうともお応こたえするわけには参りません。それが名であれば、なおさら」

「……真面目ね」

　言って、私は苦く笑しようしてみせた。

　……そういえば、臣しん下かが王族に名前を尋ねられて本人が答えたら、あなたの元に降くだりますって意味になるんだった。いわば主の鞍くら替がえ宣言。裏切りですよ裏切り。

　実際は、単にすーっかりそんなこと忘れてた！　──んだけどね！

　これは、すーんごい古い、エスフィアに伝わる風習。意味を互いがわかっていて行うなら怖い行こう為いだけれども、もはや形けい骸がい化かしている代しろ物ものでもある。いまではほとんど気にされることもない。でも、この風習、『高こう潔けつの王おう』五巻において、シル様が新しい部下を得るエピソードで登場する。

「主でない私とは口をきかぬ。名を訊くなら、姉上にお尋ねしろということか？　ずいぶんと古こ風ふうな」

　ハ、とこちらも理解したらしいアレクが笑った。

　おお。偉えらそうな口調が板についてきて、アレクの成長が嬉しいような悲しいような。最近、背もぐんと伸のびたし、反はん抗こう期きの片へん鱗りんが見えてきてるんだよね、アレク。でも、王族らしいのはさすが！

　私とは違うなあ。王女に生まれたものの、生まれたときから麻紀としての意識を持っていたからか、私は喋しやべり方や仕草が様になるまでは苦労した口です！　なまじ、現代日本人としての価値観や感覚っていう土台が既すでにあったせいで、軌き道どう修正が難しい、みたいな？

「姉上」

　アレクが私に視線を戻す。護衛の騎士の名前を教えて姉上！　てことだよね？

　つまり、護衛の騎士の名前は、私がアレクに告げなければならないってこと。

　あのね、アレク。お姉ちゃん、教えたいのはやまやまなんだけど……。

　私も知らないんだってば！

　あー、でもでも、ここで名前知らない！　なんて言ったらアレクに幻げん滅めつされるよね？

　広げた扇おうぎで、顔を隠す。

　目が泳いでしまったのが、バレてないといいけど……。て、護衛の騎士！　無表情のくせに、口元が僅わずかに歪ゆがんでいるように見えたんだけど？　私のこと、笑ってない？　私が答えられないのを知ってるんじゃ？

　あ、思いついた。

　私は扇を閉じた。先端で、護衛の騎士を指し示す。

「では、あなたの主たるわたくしが許すわ。アレクに名を教えなさい」

　これならまあいけるでしょ！

「は。殿下、ご命令通りに」

　騎士が作法に則のつとり、恭うやうやしく傅かしずく。

「クリフォード・アルダートンと申します」

　前世のオタク知識だと、普通、西せい欧おうでの爵しやく位い名は領地由ゆ来らいが多かった。それに引き換え、『高潔の王』の世界、我がエスフィア国の貴族は、姓せいがそのまま爵位に直結しているので、とても覚えやすい。Ａ公爵だけど、名字はＡじゃないよＢだよ！　とか、名字を聞いて、なんたら公爵ですわね？　とか言ったものの、実際はなんたら子し爵しやくだった！　領地の名前が違うよー、赤あかっ恥ぱじ！　なんて間違えることもないのだ！

　自分で言うのもなんだけど、私は特別頭が良いほうじゃない。数学も英語も苦手だった。十八歳分の人生の記憶はあるものの、それだけ。そこにオクタヴィアとしての十六年を足したって、加算されるかっていうと、違うと思うんだよなあ……。

　生まれたときから前世の記憶はあった。私も子どもの頃こそ大人びていたし、「オクタヴィア様はとても優秀でー」なんてちやほやされたけど、実年齢が前世に近づくほど、そんなことも少なくなった。年とし相そう応おうになる。所しよ詮せんは成人前の精神年齢でしかない。

　──それはさておき。

　護衛の騎士はアルダートン伯爵家出身かー。アルダートンは、貴族の中でも武ぶで功こう績せきを残す血ち筋すじだったはず。……あれ？　でもあそこって、子どもは女の子しかいなかったような？　適齢期のイケメンなんていたっけ？

　アルダートン……。アルダートン……。うーん……。

「クリフォード・アルダートンだと？」

　うーん？　アレクったらどうして驚いているんだろ？

「貴様が？　──馬ば鹿かな。何故貴様のような者が姉上の護衛に……」

「アレク。そのような言い方をするものではなくてよ」

　アレクが貴様なんて言葉を使うなんて！

「ですが姉上！」

「──殿下が許可されましたので」

　護衛の騎士、アルダートンが口を挟はさんだ。その視線は真まっ直すぐに私に注そそがれている。

「……そんな、姉上。本当ですか？」

　アレクが愕がく然ぜんとした表情で私に問いかけてくる。アルダートン──クリフォードという名前は覚えても無駄になるかもしれないけど、伯爵家の姓のほうなら、彼が護衛の騎士でなくなっても、社交の世界で役に立つかもしれない──が言っているのは、私が彼を護衛の騎士にする許可を出したってことよね？

　思い返してみる。三カ月前……、アルダートンの前任者は、運命の恋に落ちた結果、三日で退職した強つわ者ものだった。で、急いで後任を決める必要があった。何日か経たって、女によ官かん長ちようにより候補者がまとめられ、私のところに書類で上がってきたのが数名。

　その中にこのアルダートンもいたんだと思う。……うん、たぶん。

　決定の際、いつものように、前世の秘技を私は使った。どれにしようかな、で決めた。だって、どうせ誰を選んでもすぐいなくなるんだし。吟ぎん味みしたって、ねえ？

　で、神様の言う通り～で、人差し指が示した書類が、アルダートンだったんだと思う。決定したので女官長に「彼にしたわ」と渡して、それで終わり。

　翌日からはアルダートンが護衛の騎士に就任。

　そして三カ月が経過した。私は平へい穏おん無事に過ごせているわけで、アルダートンは職しよく務むを忠実にこなしていることになる。

　私はアレクに向かって微笑ほほえんだ。

「ええ。わたくしがアルダートンを選んだのよ。彼はとても良い仕事をしてくれているわ」

「姉上……」

　アレクが嘆たん息そくした。

「姉上が──姉上自らがそうおっしゃるなら、私がとやかく言うことではないのかもしれませんが……」

　すねた様子のアレクの、父上譲ゆずりの金髪に、思わず手が伸びた。
















「……何ですか？」

　誘ゆう惑わくに耐たえきれず、頭を撫なでてしまった。昔はむしろ撫でてとせがんできたのに、反抗期のせいか、拒きよ否ひはしないまでも、私が頭を撫でるとアレクはちょっと不ふ機き嫌げんそうにする。でもそれがまたかっわいいのだ！

　一いつ旦たん、頭を撫でるのをやめてぎゅーっと抱きしめる。

「あ、姉上！」

「アレクシス。大好きよ」

　それから頭をなでなで。私の癒いやしよ！

　腕の中でアレクが深いため息をついた。

「姉上……。撫でられるほうの身にもなってください」

　……私も撫でられろ、とな？

「あら。アレクが撫でてくれるの？　いいわよ。……どうぞ？」

　ちょっと屈かがんでみる。

「…………」

　アレクがゆっくりと手を伸ばした。私の頭に掌てのひらが乗り、撫でられる。しばらく私の頭を撫でていたアレクの手が下がった。私の下ろしたままの髪を指で梳すく。侍じ女じよたちが熱心に手入れをしてくれるおかげで、シャンプーのテレビＣＭに出られるくらいのさらさら感だと自負している！

「……癖くせになりそうですね」

「そう？　アレクの髪には負けるわよ」

「いいえ。絶対姉上の勝ちです」

「そうかしら？　アレクのひいき目じゃないこと？　他の者なら……」

「──まさか他の男に撫でさせるつもりですか」

　アレクに髪を引っ張られた。痛い。

「アレクったら。アレク以外に、わたくしの頭を撫でるような殿との方がたがいるはずないでしょう？　ただのたとえ話よ」

　アレクも一応異性ではあるけど、弟だし、例外中の例外。

　そう。もしそんな男がいるなら、真っ先に恋人偽ぎ装そうを頼んで……。

　アレクとの癒いやしのひと時を過ごしていた私は、すっかり忘れていた。

　男漁りのために鍛錬場にやってきたのだということを！

　慌あわててその場で鍛錬場を見回す。

　……でも、意い欲よくを削けずられただけだった。だって、あそこで組み手をしている兵士たち、あの密着具合や、嬉し恥ずかしの笑い合いはなんなの？　付き合いたてのカップルか！

　あっちの上官と部下！　何？　あの、剣の振り方を教えていますっていう体ていでの、後ろからの抱きしめ体勢は！

　……鍛錬場は、いい男は、確かに揃っているわ……。

　でも、駄目ね……。ああ、男同士カップルの幸せオーラが、複雑に私の心に刺さる……。

　腐女子の魂は萌えの喜びに打うち震ふるえ、恋をしたい乙女おとめとしては、入り込めそうな隙すきの見えない、厳しい現実に打ちのめされる……。辛つらい。

　いけない……。アレクの打ち合いの訓練相手を務めていた若い兵士が、鍛錬場の隅すみに移動して、ただ同どう僚りようと雑談している光景すら、カップルに見えてきた。

「アレク……」

「姉上？」

「アレクは、まだ、わたくしといてね……」

　巣立ちの日が来ることは知っているけれど！　せめて、遅めで！

　アレクがにっこりと微笑んだ。

「はい、もちろんです。姉上」

　私の弟は天使である！











野心溢れる平民兵士の、深読みしすぎた出世考






　その日、鍛たん錬れん場じように、我わが国の王女が足を踏ふみ入いれた。

　弟である第二王子アレクシス殿でん下かの反応は素す早ばやい。

　即そく座ざに王女殿下の姿に気づき、顔を輝かがやかせると、

「姉上にご挨あい拶さつをしてくる。私が戻るまで休きゆう憩けいしていろ」

　告げるや否いなや疾しつ走そうしていった。この豹ひよう変へんには、何度見ても自分の目を疑ってしまう。普ふ段だんが普段だからなあ、アレクシス殿下って。

　──そして、恐おそれ多おおくも第二王子アレクシス殿下の剣けんの稽けい古こ相手を務めていた新兵である俺は、一部から激しい、明らかに恋れん情じようによる嫉しつ妬との視線に曝さらされ、退たい散さんすることにした。

　理り不ふ尽じんだ……！

　お前らはなあ、そんなだから、アレクシス殿下から訓練で指名されねえんだよ！

　歩く途と中ちゆうで、休憩中らしいとある同どう僚りようを見つけたので、奴やつとしばし立ち話をすることにした。

　そうしながらも、つい、目が行くのは、姉弟きようだい殿下だ。

　まず、第一王女オクタヴィア殿下。御おん年とし十六歳。平民出身の俺が、地元の村で思おもい描えがいていたような、お姫様だ。村の女たちとは見た目からして違う。銀ぎん髪ぱつに薄うすい水色の瞳ひとみ。たおやかかつ儚はかなげ、どちらかといえば、美しいというより、可か愛わいらしい顔立ちだ。

　とても優しそうである。理想のお姫様像が具ぐ現げん化かしたかのようだ。現に、弟のアレクシス殿下に向かい、優しげに微笑ほほえんでいる。アレクシス殿下も、俺たち兵士が目にする、普段の愛あい想その『あ』もない様子は一体なんなのかというぐらいに、姉君に対して肩かたの力を抜き伸のび伸のびとしている。

　そんな、仲むつまじい姉弟の側近く──。

「あれさあ……あれだよな。あの戦場にいた奴と同一人物だよな」

　俺と同じ方向を見ていた同僚が呟つぶやいた。

　あれあれ言うなよ。故こ郷きようの母ちゃん思い出すだろ。

　同僚は俺と同じく平民出身だ。

　平民が王城勤めの兵士に採用されるには、なかなか困難な道が待っている。

　コネか、金か、実力か。

　どれも持っていない奴は、変な話だが、正規の兵士になる前に戦場でなんらかの功績を残すしかない。大たい抵ていの平民は捨すて駒ごま扱あつかいで死ぬんで、生き残りさえすれば、功績になる。

　俺も同僚も、この四番目の方法で王城勤め兵士としての狭せまき門を勝ち取った。

　一年前、俺たちは、サザ神しん教きようの信兵たちが国に対して起こした戦いに国軍側で参加した。サザ神教はエスフィアで信しん奉ぽう者しやの多い第一教だったが、この戦いでの敗北を機に、前ぜん代だい未み聞もんの醜しゆう聞ぶんが発覚し、勢力を大きく落とした。

　一番は、サザ神教の指導者が殺されたことだ。これで国軍の勝ちが決まり、サザ神教への大だい打だ撃げきになった。だが、不思議なもんで、国は、立たて役やく者しやのはずの指導者殺さつ害がい犯はんを、処しよ罰ばつするために捜している。

　まあ、国とサザ神教の間で、きっと平民には想像できないような汚きたない取引があったんだろう。

　……その戦いに参加した、『オンガルヌの使し者しや』という男がいた。勝手に名付けられた名前だ。国か、サザ神教か、どちらに属していたかは、わからない。どっち側の兵士をも殺していたからだ。

　オンガルヌとは、サザ神教に出てくる地じ獄ごくのことだ。最も苦しく過か酷こくとされる架か空くうの地。そして、戦いがあったのと同時期に発覚したサザ神教の醜聞を揶や揄ゆして、ある土地に名付けられた名めい称しようも、『オンガルヌ』というんだが。

　とにかく誰かが、その男のことを『オンガルヌの使者』と言いだした。地獄へ誘いざなう使者ってわけだ。

　俺も同僚も、『オンガルヌの使者』を戦場で見た。

　そして──あの戦場で、『オンガルヌの使者』と呼ばれていたはずの男とうり二つなのが、向こうに見えるオクタヴィア殿下の護ご衛えいの騎き士しなのだ。

　俺は頷うなずいた。

「マジで本人だな」

「……オクタヴィア殿下は、どこまで知ってると思う？」

　どこまでってなあ。

　そもそも俺たちが『オンガルヌの使者』の顔を知っているのは、たまたまだ。だから、生身の人間だということも疑わない。が、『オンガルヌの使者』は、戦いくさのあった土地から離れ、時間が経たてば経つほど、伝説化されていっている節がある。

　幾いく人にんかの所しよ業ぎようが混在されてできた、作り上げられた存在だと。

　貴族なんかでも、『オンガルヌの使者』の話を聞けば鼻で笑う。

　なら──王族の方々は？

　国王陛へい下か、王おう妃ひ殿下、セリウス殿下、アレクシス殿下。

　それから──オクタヴィア殿下。

　まさか、陛下が知らないってことはないだろうが。

　……誰の主しゆ導どうで『オンガルヌの使者』が護衛の騎士におさまっているのかって話でもあるよな。

　オクタヴィア殿下が何も知らないってよりは──。

「知っていて、手の内に引き込んだってことか？　……あの噂うわさ込みで？」

　サザ神教の指導者殺害犯は──『オンガルヌの使者』だと囁ささやかれている。

　存在を信じていようがいまいが、共通する認にん識しきだ。

　オクタヴィア殿下は、たおやかな、理想の王女。しかし、城勤めとなってから、どうもそれだけではないらしいことを、俺は耳にしている。

　オクタヴィア殿下が、すべてを知ったうえで、獅し子し身しん中ちゆうの虫むしを招き入れたんだとしたら、その心は──。

　俺はぶるぶると首を振った。伝でん染せんしたのか、同僚も身み震ぶるいした。

「ま、まあ、変な想像するのはよそうぜ。他人のそら似ってこともある。おれたちが人違いで覚えてたのかも」

「そ、そうだな」

　俺は同僚の発言にのっかることにした。殿下の護衛の騎士は、『オンガルヌの使者』に異様に似てるだけなのかもな。……そんなこと、ちっとも信じてないけどな！

　同僚も言葉を重ねる。

「オクタヴィア殿下の護衛になったのは、何かの手違いだったのやも！」

　しかし、ここで俺はつい、真顔で突っ込んでしまった。

「──だとしても、護衛選せん択たくの最終決定権はオクタヴィア殿下ご本人だろ？」

「……だよな」

　失敗した。また怖こわい話に戻りそうだ。怖くない話にしよう。

「そうだ。なあ、考えてもみろ。あんな奴を護衛にして、こんなに平へい穏おんに時が過ぎるか？」

『オンガルヌの使者』が王女殿下の護衛となって、一カ月……もっとか？　月日が経っている。俺は力強く主張した。

「見ろ。オクタヴィア殿下の周囲は平穏そのものだ。流りゆう血けつ沙ざ汰たも一いつ切さいない。城内での不ふ審しん死しもない」

　同僚が深く頷く。

「……確かに」

「害がない分、まだいいじゃねえか」

　何しろ俺たちは目下、『オンガルヌの使者』よりも、もっと身近な、別の害に曝されている。

「まあ、『使者』のほうは、いまのところ、実害はないよな」

　同意を得た。

「──しかし、野や郎ろうどもからの嫉妬には」

「多大な実害がある」

　俺、同僚の順で、文章が完成した。二人で疲つかれた顔をして、頷き合った。







　俺たちの話題は、『オンガルヌの使者』から、兵士内の派は閥ばつ問題へと移った。

　──これは、死活問題なのだ。

　俺たちは、ここで出世するしかない。出身の村からは、出立の宴うたげまで開かれて送り出されてきている。無職となって帰き還かんしようものなら──村内階級からは抹まつ殺さつされる。むしろ戦場で散りました、と見み舞まい金きんの一つでもあったほうが喜ばれるというものだ。立りつ派ぱな墓も村に建ててもらえるだろう。

　城勤めを続けられても、一いつ兵ぺい卒そつのままでは村に帰るよりはマシという程度。ある程度の階級持ちにならなければ給料も渋しぶい。結婚できても嫁さんも養えない。王都に一いつ軒けん家やなんて夢のまた夢。永遠に宿しゆく舎しや住まいだ。

　そんな侘わびしい将来を回かい避ひするため、城勤めの兵士として問題となるのは、立ち位置だ。

　どこへ与くみすれば、平民の俺たちが出世できるか？

　大部分の兵士は、セリウス殿下信奉者。あの方はカリスマ性があり、ご自身も優ゆう秀しゆうだ。

　しかしなあ……。

　俺と同僚が現在所属しているのは、殿下方の下に配属される部隊だ。

　王城勤めの兵士に合格したとはいえ、まだ見習い期間。

　新兵訓練が終われば、希望する殿下方の管かん轄かつ下かで働くことになる。

　希望は、よほどのことがなければ、通る。

　俺たちも、そろそろ見習い期間は卒業だ。

　セリウス殿下か、アレクシス殿下の二に択たく。

　オクタヴィア殿下はそこには入らない。女性で、そもそも戦場で戦うことを想定されていないからだ。

　兵を率いる将として、仕つかえたいほう、将来出世して顔を覚えていただきたいほうを選べ、という意味での二択なのだ。通常、ご本人と話す機会すら一いつ般ぱん兵士にはない。

　……俺も同僚も、アレクシス殿下とは話す機会があるし、訓練の相手もよく務めるが、これはかなりの例外だ。俺たちが、ひとえに平民出身のため、貴族出身の兵士とは意識が少々違うことに加え、アレクシス殿下の事情による。

「勢力図としては、圧あつ倒とう的てきにセリウス殿下だよな？」

　同僚が言う。

　その通りだ。次期国王だし、平民に当たりがきついということもない。

「だが、セリウス殿下には、既すでに優秀な臣下が揃そろってるぞ。しかも貴族階級で、実力者ばかりが」

　俺は淡たん々たんと事実を述べた。身分だけの張りぼてじゃない、すげえ奴らが勢せい揃ぞろいしている。

　貴族で、優秀。平民で、優秀。

　有利なのはどっちだ。

　さらにいえば、貴族で優秀。平民で、まあ普ふ通つうの能力。出世するのは、どっちだ。

「平民が食い込む余地はないんだよなあ、セリウス殿下陣じん営えいは」

　同僚のぼやきは、俺のぼやきでもあった。

「──やっぱ、アレクシス殿下か。努力次し第だいで、俺たちも出世の可能性が見込める」

　結局、これが俺たちの結論となる。

「そうだな。アレクシス殿下も優秀だし。おれたちが平民でも気にされないしな」

「ああ……でも」

　俺は口ごもった。

　セリウス殿下は、身分に分わけ隔へだてない。しかしアレクシス殿下のほうは、身分をきっちり区別する方だ。──本来は。

　なら、何な故ぜ平民の新兵にもかかわらず俺たちが訓練の相手を務めていたのか。実はアレクシス殿下には、人と……同性と接する際、身分より重視している事こと柄がらがある。

　溜ためを挟み、ついに俺は言い放った。

「…………問題はさ……男同士で平気で恋愛をする、貴族階級の意識だ」

　そしてそれに感化された奴ら──アレクシス殿下に恋をする兵士たちからの、実害の溢れまくる妨ぼう害がい工こう作さくや嫌いやがらせ、嫉妬だ！

　セリウス殿下なら、もう恋人がいるので、こんな事態にはならない。だからこの問題は特定のお相手がいないアレクシス殿下ならではのことだ。

　追い打ちをかけるかのように、同僚が、さらに恐ろしいことを口にする。

「──そして、おれたちが、いずれこの意識に染まってしまわないか、だ」

「！」

　考えないようにしていたのに、言いやがったこいつ！

　そう。男を恋愛対象にする貴族出身の兵士はいる。いるが、そもそも絶対数でいえば平民のほうが多い。平民出で出世した兵士だって、そこそこいる。

　──平民の恋愛として一般的なのは、異性愛だ。

　村にいた頃、男同士の恋愛は、少数派だった。

　なのに、こうして王都へ来てみれば。

　俺たちのほうが少数派だった！

　そして、平民出身の兵士は……。男同士の恋愛に免めん疫えきがなかったはずの、平民出身の兵士は、王城に勤め続けた結果……！

　大部分が、男も（もしくは男しか）いける口になっている！

　そういう意味で、「お前らもどうせ……」なんて生なま暖あたたかい目で先せん輩ぱいの平民兵士に見られる！　もちろん、女性兵士なんてものは、エスフィアには存在しない。兵士といえば、全員男だ！

　怖い。怖すぎる。

　身体の震ふるえが止められない。

　不敬ながら、アレクシス殿下の気持ちがわかった。

　身分も何もかも違う、俺たちとアレクシス殿下の唯ゆい一いつの共通点が、女性しか愛せないことだった。







　──アレクシス殿下は、明らかに、男嫌いなんだよな。

　正確には、自分に恋愛感情を向けてくる男を塵ご芥みだと思っている。

　ただし、恋愛方面での下心がなければ、男でも問題はない。

　アレクシス殿下が俺たちを訓練相手として指名されるのも、俺たちに、殿下を性的にどうこうしたいという下心が微み塵じんもないからだ。

　俺は、無意識に遠い目をしていた。

　アレクシス殿下に指名されていた平民の新兵仲間──最初は、もっといたんだよな。

　しかし、殿下は的確に察さつ知ちした。

　一人減り、二人減り……ついには、指名されるのが、俺と同僚だけになった。

　脱だつ落らく者しやはどうなったのかって？

　──あっちの世界に行ったのさ。

　同性に恋したり、同性と初体験したり、同性と恋人になったりしてるんだぜ？

　いや、いまもそいつらと友達だけどさー。

　心の距きよ離りは感じるよな。

　むしろ、アレクシス殿下にこそ親近感を覚える。

「幼少期に、変へん態たい野や郎ろうからよく狙ねらわれたから、自分で身を守るために剣を取ったってのがアレクシス殿下なんだろ？　男なのに貞てい操そうの危機を感じなきゃならないなんて、ほんと怖いところだよ王城ってのは……」

　言葉を切ったら、直後に絶望のため息が出た。

　俺なんて、村の近くの森を平和に駆かけ回まわってた頃だぞ。

「──アレクシス殿下さ、襲おそってきた奴のあそこを切り落として、もだえ苦しむその変態の目の前で、切り取った部位を犬の餌えさにしたっての、ホントかな……」

　同僚がそう言ったのを聞いただけで、俺の下半身がヒュンとした。

「以来、アレクシス殿下、襲われなくなったっていうから、ホントなんじゃね……？」

　実力行使に出ようとするような奴らは、いなくなったということだ。

　誰が相手であろうとも、合意は絶対条件だろってのになあ。

「──事の顚てん末まつを聞いて激げき怒どしたオクタヴィア殿下が、権力を駆く使しして変態野郎を社会的に抹まつ殺さつしたっていう噂うわさもホントかな……。いっそ殺してくれと変態野郎に言わしめたという……」

　俺も知らなかった新事実を同僚が披ひ露ろうしてくれた。

「変態野郎に相応ふさわしい最さい期ごだが……オクタヴィア殿下、か……」

「見ろよ、ほら。癒いやされるな……」

　突とつ如じよ、同僚がそんなことを言った。

　視線の先を辿たどると、頭の撫なで合あいをしているオクタヴィア殿下とアレクシス殿下の姿があった。

　姉弟、そして美少女と美少年の無む邪じや気きな触ふれ合あいだ。

　遠目にお目にかかるぐらいで、俺はオクタヴィア殿下の実際の人となりは知らない。入ってくるのは、噂話だけだ。

　曰いわく、幼少期は、セリウス殿下をしのぐほどの神しん童どうだった。ところが成長するにつれ、その様子は鳴りをひそめる。まるで、実力を表に出す危あやうさを学んだかのように。

　基本的には、容姿から受ける印象を裏切らない、大人しい姫君だ。

　だが、時折、予想だにしなかった行動を起こす。

　たとえば、『オンガルヌの使者』を護衛の騎士にする──とかだな。

　そもそも、俺が王城勤めになってからだけでも、王女殿下の護衛は、頻ひん繁ぱんに代わりすぎていた。誰もが円満な異い動どうや退職だ。元護衛の騎士が殺されたとか、そんな話も聞かない。

　が、なんでそんなに頻繁に代わるんだ？　何か表向きのものとは違う理由があるんじゃないのか？

　はっきりしているのは、『オンガルヌの使者』が護衛の騎士に就しゆう任にんしてから、その交こう代たい劇げきが途と切ぎれたということだ。

　そして、あの『オンガルヌの使者』を──戦場で死体の山を築き、返り血で真っ赤に染まりながら、笑っていた恐ろしい姿を思い出す──大人しくさせている。

　まるで、『オンガルヌの使者』が生まれながらの殿下の騎士だったかのように。

　その関係は、一方的なものでは成り立たない。王女が望み、『オンガルヌの使者』も了りよう承しようしていればこそ、可能になるんじゃないのか？

　第一王女、オクタヴィア。

　弟のアレクシス殿下以外との家族の深い交流は極力避け、セリウス殿下とその恋人に、批判的だという。

　──彼女は、その優しげな顔の裏で、王位を、狙っている。

　ごくごく一部では、そう囁かれていた。

　だとすれば、『オンガルヌの使者』は、その布ふ石せき。

　行動での宣戦布告。

　対立が本物になったとき、アレクシス殿下は十じつ中ちゆう八はつ九く、オクタヴィア殿下につくよな……。

　セリウス殿下対オクタヴィア殿下・アレクシス殿下だ。

　勝ち目は？

　俺の意見は、読めない、だ。

　セリウス殿下の圧倒的勝利だろ？　セリウス殿下が負けるはずがない──とは、なんでか言えない自分がいる。







「────！」

　と、視界が、異変を捉とらえた。

　剣が、オクタヴィア殿下のいる方向へ、飛んでいった。

　致ち命めい傷しようは負わないだろう。だとしても、怪け我がはするかもしれない。そんな軌き道どうだった。

　しかし、剣は、叩たたき落おとされた。

　──『オンガルヌの使者』によって。

　その眼光は、冷めている。しかし、そこに込められた明確な殺さつ意いが鍛錬場にいる、剣を投げた二十歳ほどの兵士へ刺ささった。

　俺も、投げた奴を確認する。

　殺意に怯おびえ、顔を蒼そう白はくにし、足をがくがくさせている。

　貴族の──熱ねつ狂きよう的てきにアレクシス殿下に恋こい焦こがれていた奴だ。

　アレクシス殿下が好意を隠かくさない唯一の相手、姉であるオクタヴィア殿下にすら、害意を抱いだくほど。

　感情に任まかせての、後先を考えない衝しよう動どう的てきな行動だったってとこか。

　……あいつ、終わったな。

　殺意は何も、『オンガルヌの使者』からだけじゃない。

　アレクシス殿下からもだ。アレクシス殿下は、自分が怪我をするより、オクタヴィア殿下が怪我をすることを、より嫌きらうはずだ。姉君がたとえ怪我しなくとも、だ。

　そして、この場で一番強い立場なのは、アレクシス殿下だ。オクタヴィア殿下は女性なので、年ねん齢れいは上でもこの場合、裁定権はアレクシス殿下にある。

　おそらく、これからアレクシス殿下は断だん罪ざいに動くだろう。

　静まり返った鍛錬場で、アレクシス殿下が、叩き落とされた剣を拾い上げ、怒いかりのおさまらない表情で口を開いた。

「この剣を持っていた者。──こちらに来て名乗り出ろ。さもなくば、姉上の暗あん殺さつ未み遂すいと見なす」

『オンガルヌの使者』が、殺気を消した。アレクシス殿下にこの場を譲ゆずるってことだろう。油断なく、オクタヴィア殿下の警護に、より重きを置くことにしたようだ。

　剣を投げた張本人──犯人も逃げ出したいところだろうが、そんなことは許されない。何しろ、王族を傷つけようとしたのだ。故こ意いなのは明らかだったが、ここで逃げれば、弁べん明めいの機会すら失う。王女暗殺未遂で処分されるのが確定だ。

　よほど焦あせったんだろう。犯人は、たいしたことのない距離を、走りながら二回も転んだ。

　そして、死し刑けい宣告を受けた罪ざい人にんのように、アレクシス殿下の前に立つ。

「え、エレイル・バーンであります！　そ、その剣は、わ、わたしのものです。て、手が滑すべり──！」

　アレクシス殿下よりも先に、オクタヴィア殿下が反応を示した。

「まあ……。では、事故だったのですね？」

　鍛錬場の空気がざわつく。

　オクタヴィア殿下が、顔の前で開いていた扇おうぎを、ぱちりと閉じた。

「それならば、仕方がないわ。アレク、失敗は誰にでもあるものよ。そう目くじらを立てるのはおよしなさい」

「しかし──姉上にもしものことがあったら……！　看かん過かしていいものではありません。処しよ罰ばつを！」

「処罰……。それは、この兵士のうっかりした不注意に見合った処罰なのでしょうね？」

　当然、違うだろうなあ……。

「処罰するなとは言わないわ。でも、見合ったものにすべきでなくて？」

「ほ、本当ですか？」

　犯人の奴が、図ずう々ずうしくも問いかけた。

「ええ。わたくしはそう思うわ。それとも、あなた、重い処罰が欲しかった？」

　逆に問いかけられ、犯人は即座に首を振った。

「恩おん情じようのお言葉添ぞえ、あ、有あり難がたく──」

「いいのよ」

　にこりとオクタヴィア殿下が微笑む。

「あなた、バーン子し爵しやく家けの人間でしょう？」

　犯人が、王女殿下への感謝以外の戸と惑まどいの色を、表情にのせた。

「は……。父は、現在バーン子爵位についておりますが……」

「それから──兄君もいらっしゃる」

「！」

　犯人の顔に浮うかんでいた戸惑いが、驚きよう愕がくと警けい戒かいへと変わる。

　オクタヴィア殿下が、犯人を手招きした。躊躇ためらっていたが、オクタヴィア殿下に早く、というように頷かれ、近くに寄る。

　アレクシス殿下は止めたそうだったが、邪じや魔ますることはなかった。

　扇が広げられ──犯人にだけ聞こえるように、オクタヴィア殿下が何事かを話しているようだ。それに対し、犯人も返答している。

　やり取りが続く。

　やがて、二人が、離れた。

「宜よろしくお願いするわね」

　告げられた言葉に、神しん妙みような顔つきで犯人が頷く。

「はい……」

「姉上……」

　眉まゆをひそめたアレクシス殿下が、姉君を呼んだ。

「彼にわたくしへの害意などなかったわ。ただの事故よ。それだけ。でも、お詫わびをしてくれるというから、少しお願いごとをしてみたの」

「お願い事……この者に、ですか？　どのような……」

「……秘密」

　オクタヴィア殿下が、人差し指を唇くちびるの前にあてた。

「心配してくれるのは嬉しいわ。だけど──重い処罰など、どうか与あたえたりしないでちょうだい、アレク。これはあなたへのお願いよ」

　不ふ承しよう不ぶ承しようといった体ていながら、アレクシス殿下が首を縦に振った。

「──わかりました。みなにも言いい含ふくめます」

　これで、裁さい定ていは下された。

「そうだわ、アルダートン」

　最後に、オクタヴィア殿下は『オンガルヌの使者』である護衛の騎士に声をかけた。

「守ってくれてありがとう。助かったわ」

「──は」

　そうして、王女殿下は去っていった。

　犯人──今回ので覚えてしまった、エレイル・バーンという兵士には、素す振ぶり五百回をはじめとした鍛錬が科かされることに決まった。

　オクタヴィア殿下がアレクシス殿下にああ言っていたし、アレクシス殿下は、「みなにも」と言げん及きゆうした。

　だからこその、甘あまい処罰だ。

　よって、エレイル・バーンが闇やみ討うちされて半殺しの目に遭あうようなことはない。そんなことをしたら、した奴らのほうが罰ばつせられる。







　鍛錬が終わったあと、俺は貴族出身の新人兵士仲間を捉つかまえ、ちょっと尋たずねてみた。

「なあ、バーン子爵って有名なのか？」

　貴族関係には、どうしてもうとくなる。本職に訊くのが早い。

「エレイルか……。命拾いしたよなあいつ。──いや、バーン子爵は、別に有名じゃない。所しよ領りようも小さいしな。王都からも遠い。うまみも何もない田舎いなかだ」

「あいつの兄については？」

「さあ……。そこまでは。殿下がああ言っていたし、いるんじゃないか」

「その兄が、貴族の間では有名だとか」

「ないな。知らん」

　謎なぞが深まっただけだった。




　──後日、俺と同僚は、アレクシス殿下のもとに配はい属ぞくとなる。




　ちなみに、貴族の恋愛観には、染まってはいない。

　今後もその予定はない。











５






　エスフィアの暦こよみは、現代日本と同じ。

　一日は二十四時間。月火水木金土日で一週間。一カ月は約三十日。一年は十二カ月。

　文明は、ざっくりとした近世ヨーロッパ風。

　電気は通っていないけど、衣食住のレベルは高く、城の窓から見える城下は清せい潔けつ。食べ物も豊富だ。ここは現代日本か！　て思うような代しろ物ものまである。いや、それらしい名前に変へん更こうにはなっているものの、これ、ただの抹まつ茶ちや白しら玉たまアイス!?　みたいなのとか。

　日本みたいな国はこの世界に存在しないまでも、日本で出版された『高こう潔けつの王おう』が元なだけあって、ところどころ、融ゆう通ずうがきいている。

　……それならいっそ、男も妊にん娠しん出産できる薬だってあることにしてくれれば良かったのに！

　とは、何度でも！　何度でも、思ってしまうけど。

　ファンタジーなんだから、いいじゃない。

　──私は、鍛たん錬れん場じようから慣れ親しんだ城の自室に戻り、くつろいでいた。

　というのも、私は好きなときにいつでも城内をうろつけるわけではない。まず、十八時までには、必ず自室に戻らなければならない。

　夕食は、できる限り、家族全員で十九時から。

　二十一時には入浴。就しゆう寝しんは二十二時。起き床しようは六時──。

　王女のタイムスケジュールはきっちり決まっている。兄やアレク、父上なんかもそう。それぞれタイムスケジュールは違うけど。

「……とりあえず、一人。目め処どがついたと思っていいのかな」

　お気に入りの椅い子すに腰こし掛かけて、呟つぶやいた。

　鍛錬場では、アクシデントのおかげで、ちょっとした収しゆう穫かくがあった。

　こうして自室で心こころ穏おだやかにしていられるのもそのおかげ。

　アクシデント──まず、どっかから私目がけて飛んできた剣けんを、アルダートンが早はや業わざで叩たたき落おとした。私は怪け我がをしなかったけど、その場の空気が凍こおった。

　──王女暗殺か？　てね。

　実際のところは……ドジっ子兵士が剣を抜こうとして、あらぬ方向へすっ飛ばしたという顚てん末まつでした！

　アレクに名乗り出ろと言われて、数メートル走っただけなのに、二回も転ぶなんて、あれは明らかにドジっ子としか思えない。

　仮にそうでなかったとしても──事故にしろ故こ意いにしろ、とりあえず、暗殺未み遂すい扱あつかいは行き過ぎな感じ。もちろん自分が怪け我がをしなかったからいえるんだけどね！

　でも、そんな彼が、バーン子し爵しやく家けの人間だというのは、ラッキーだった。

　もう名前を聞いたとき、ピカーンと閃ひらめいたもの。

　そのとき、思い出した。

『高潔の王』に登場する、バーン子爵家の、ルスト・バーン。二十六歳のことを。

　彼は、偽ぎ装そうの恋人を頼たのむ相手として、とてもいい人材だと！

　恋人役を誰に頼むか──もとい、誰に頼めば快こころよく、禍か根こんなく！　引き受けてもらえそうか。

　いろいろ、私も考えてみた。

　兄たちには信者……仲間がたくさんいる。

　シル様と兄を応援する会。奴やつらのために一ひと肌はだ脱ぬいでやるぜ？　な感じの人たちが。

　大たい抵ていの物語がそうだけど、『高潔の王』でも主人公側が善ぜんなわけで、その勢力に与くみする面々。男同士のカップルは当然、シル様に密ひそかに思いを寄せる当て馬やら、シル様と兄の間に争いの種を蒔まく嫉しつ妬と要よう員いんやら。いずれもイケメン多た彩さいです！

　そして私は軽く絶望した次し第だいです。──女の入り込める隙すきが、な・い！

　シル様たち側の殿との方がたは……無理だわ。

　──となると、原作で敵として描えがかれていたほう。狙ねらい目めはそこ！

　彼らに取引として恋人偽装を持ちかける。これしかない。

　兄の敵として立ちはだかってくる貴族──は、年ねん齢れいが四十代の域を越こえている人が大半だから、その息子むすことか！　その息子の派は閥ばつ周辺とか！

　では、どんな人たちが、兄に批ひ判はん的てきか？

　これは、上流階級に男同士の恋愛が蔓まん延えんしているのに、どうやって貴族は血ち筋すじを繫つないでいるのか？　という問題とも関連している。

　貴族もエスフィア王家に倣ならっているのか？

　……ちょっと違う。

　まあ、倣っているところもあるんだけど、みんながみんな、養子縁えん組ぐみという名の同どう性せい婚こんをするわけじゃないのだ。

　たとえば、やっぱり貴族の長男が男と結ばれると、冷静になれ、と諭さとす人もいる。

　でも、別れろ！　じゃないあたり、やはりここはＢＬの世界なのです……！

　じゃあ、どう諭すか。具体的な内容は？

　恋愛は愛する男性と、結婚は女性としなさい！　となる。

　一応、妻をないがしろにしてはいけない、という暗あん黙もくの了りよう解かいもある。

　でも、夫の意識としては、正妻は男のほうだから、家庭環かん境きようめったくそなところが多いんだよね、実際。

　だ・か・ら！

　ふっつーの、男女カップルが恋愛して結婚した夫婦なんて見掛けた日には、もう……私の好感度が急きゆう上じよう昇しよう。もしまだ想い合っている段階なら、それこそ王女権力でどんどん応援しちゃう！

　一回、やりすぎちゃったこともあったなあ……。

　──それはともかく、子どもを作るために、結婚は女性としている貴族も多い。

　なので、ここに貴族の二大派は閥ばつが発生する。

　愛する男性との愛を貫つらぬいて、子どもは養子を（親しん戚せきや姉し妹まいからが一番多いケース。他人からの場合もある。これは、才能ある血統から、とかね）もらい、血筋を繫いだ純愛貴族派。

　愛しているのは男性だけれど、結婚は女性とし、対外的に恋人の男性は愛人として囲っている、不ふ倫りん貴族派。

　冗じよう談だんみたいだけど、本当。これが理由で、本当に派閥ができている。

　繰くり返かえしたいから繰り返そうかな。

　他の理由でも派閥はあるけど、この問題で、マジで貴族たちは二に分ぶんされています！

　ちなみに、数では負けるけど、勢いがあるのは純愛貴族派。制度上、一いつ夫ぷ多た妻さいは公こう的てきに許されていないし、現国王の父上も、愛する男性と結婚した人だしね。

　前世だったら、私も断だん然ぜん純愛貴族派だった。

　今世では、オクタヴィアの観かん点てんからすると──愛する男性とは苦く渋じゆうの決断をして別れ、女性と結婚し、結婚からその女性との愛をゆっくりと育はぐくんだよ派です！

　なんと、そんなナイスミドル貴族が実在するのだ！　その名も、ナイトフェロー公こう爵しやく。惜おしいかな、その息子は、純愛貴族派っぽいんだけどね……。兄の友人なんだよね……。公爵の思想は、子に受うけ継つがれなかった。

　えーっと、まとめると、エスフィアでは純愛貴族派と、不倫貴族派と、その他（ナイトフェロー公爵や、最初から女性が好きで結婚した殿方ね）がいる。

　原作でも、純愛貴族派がメインで、彼らがシル様たちの味方。不倫貴族派は、全員が敵とまではいかないものの、あまり良く思われていない描き方だったし、実際のエスフィアの風ふう潮ちようとしてもそう。女としても、実質こっちが愛人かよ！　ともやもやはする。

　──しかし、王女として私は言いたい。

　彼らには良いところもあるのだ！

　王族の同性婚に批判的であること！　そりゃあね、自分たちは義務のために女性と結婚した人たちだからね。兄とシル様がラブラブなのは目を瞑つぶるとしても、女とやることはやれよ！　てチクチク言うんだよね。

　それが今後の跡あと継つぎ問題に発展してゆくんだけどね！

　なので──兄の陣じん営えいに属ぞくさず、かつ不倫貴族派。正解はここでしょ。

　本当は、ナイトフェロー公爵のようなその他と言いたいところだけど、既き婚こん者しやとして心から奥さんを大事にしている姿を見たからそうだとわかるわけであって、残念ながら、未み婚こんの男性貴族では誰がその他に属すのかが不明！　女性だけが好きな貴族って、結婚するまでそのことをおおっぴらにしないし。不倫貴族派との区別不可能！

　結論。不倫貴族派の中の、年齢が釣つり合あう誰かに恋人役を頼たのもう！　そうしよう！

　……なんて、考えたまでは、良かった。

　すぐ、私は壁かべに突き当たった。

　……適てき齢れい期きの、不倫貴族派の殿方は、あらかた売れてしまっているという事実に！

　そりゃそうだよね……。女性と結婚するという選せん択たくをする人たちなのだから。

　あるいは、いても、気軽に会えるような親しさの人はいない。こっそり会って、恋人偽装宜よろしくね！　なんて頼めそうな人なんて……。むしろ一人も……。

　でも、ドジっ子兵士が、縁えんを運んできてくれた！

　ルスト・バーン。彼は、不倫貴族派でありながら、二十六歳にしていまだ独どく身しんであり、かつ私の兄とものちに敵対関係になり、かつ、故ゆえあっていまは身を隠かくしているというサブキャラクター。物語を通して要よう所しよで出てくる。

　バーン子爵家では、ルストの存在は腫はれ物もの扱あつかい。でも、小説によれば、彼の弟のエレイルはルストと連れん絡らくを取り合っている。

　そんなわけで、私は渡りに船と、鍛錬場でエレイルにルストへの繫ぎを頼んだ。

　が、直後にアレクから、どんなお願いをしたのかって追及されたときは、焦あせった。

　言えるわけがない。

　名案が思おもい浮うかばなくて、結局、「秘密」でうやむやに誤ご魔ま化かしてしまった。

　あとから思ったんだけど、「秘密」、とか言うと、余計に意味深だよね……。

　返答のチョイスを間違えた気がする。大だい丈じよう夫ぶかな……。

　……ともかく、エレイルは了りよう承しようしてくれたので、近いうちに、ルスト・バーンに関しての手紙が私の元へ届くはず。直じかに対面して、交こう渉しようへと進めるつもり。

　でも──。

　私は気を引きしめた。

　まったく、なんっにも当てがない状じよう況きようで、ルストという希望の光が見えたわけだけど、安心しちゃ駄だ目めだと思う。……ルストとの交渉が上う手まくいくかは別問題。

　なので、次の手は打つ！

　他でも、偽装の恋人を引き受けてくれそうな候補を探さがして、精せい力りよく的てきに動き回らないと……。不倫貴族派が多く出ている内うち輪わの集会や、招待状が来ても断っていた、貴族主しゆ催さいの準じゆん舞ぶ踏とう会かいにも出席、と。忙いそがしくなるぞ──！

「動く……？」

　あれ？

　奮ふん起きするも、ここで、私は重要なことに気づいてしまった。

　護ご衛えいの騎き士しがまた代わりでもしたら、私、身動きが取れなくなるのでは……？

　そこから正式な後任が決まるまでの日数は、最短で一週間。平均二週間。最長三カ月。

　候補の選出もそうだし、決定しても、人によっては就しゆう任にんまで日があくこともある。

　交こう代たい人じん事じは時間がかかる。

　その間、私が王城の外に行くことは絶対無理。王城内の移動も制限される。

　というのも、正式な護衛の騎士が不在の間は、他から代理騎士がやってきて、兼けん任にんで私の護衛を務めることになるから。いわばパートタイマー護衛。彼らが複数交替で私の護衛任務に就つく。

　が、安全面から、新たな護衛の騎士が決まるまで、私は行動の自じ粛しゆくが求められる。

　──そして、私の護衛の騎士は、ある日突とつ然ぜんに代わる。

　いままではそんなものだと慣れっこだった。──いまばかりは、交代されたら困る。

　何度も何度も何度も、身動きが取れない期間を体験してきたから、わかる。

　いま、アルダートンに（今日初めて名前を知ったけど）辞やめられたら──交代人事期間に突とつ入にゆうし、出会いを求めて動くなんて到とう底てい無理になってしまう。

「…………」

　アルダートンの顔を脳のう裏りに思い浮かべてみる。誰が見ても超優良物件ですね！

　うう。どう考えてもまだ誰ともくっついていないのが奇き跡せき！　明日にでもいなくなっているんじゃ？　男の恋人を伴ともなったアルダートンから異動の挨あい拶さつを受ける自分の姿が驚おどろくほど簡単に想像できてしまう……！

　ぷるぷると私は首を振った。

　今度は、護衛の騎士に就任してからの彼の様子を思い返してみた。

　私から見た、これまでの仕事ぶりからは、辞めそうな気配、もとい、アルダートンが誰かと運命の恋に落ちているような感じはしないけど……護衛の騎士の交代は彼らが恋に落ちた時点で決まったようなもの。

　それとなく──探さぐりを入れてみる？

　ううん。こうなったら恥はじも外がい聞ぶんもかなぐり捨てなくては……！

　辞める予定は？　て訊きこう。

　もしそんな予定があったら、最低でも一カ月はどんなことがあっても辞めないでって直じか談だん判ぱんしよう。そうしよう。

　そうと決まれば善は急げ。

　私は呼よび鈴りんを鳴らした。
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　すぐさま、私付の侍じ女じよが部屋までやってきた。

「お呼びですか、殿でん下か」

　私付になって半年のサーシャは、金きん髪ぱつをひとまとめにして、グラマラスな体を侍女用の制服兼けんドレスで包んでいる。年齢は十八歳。清せい楚そにしているからこそ、香かおる色気というものが漂ただよう。美少女というよりは美女ね。私が男だったら、確実に口く説どいてる。

「急なのだけれど──」

　言い、サーシャの顔を見た私は、言葉を切った。

　いやあああああ！

　悲鳴をあげるところだった。

　いつにもまして、サーシャが死んだ魚のような目をしているわ！　そこからさらに、放置され腐くさった魚の目に進化してしまっている！

　サーシャ、もとい、王城の洗せん礼れいを受けた侍女たちがこんな目になる理由といえば、ただ一つ。

「…………サーシャ。ごめんなさいね。わたくしが急に呼んだせいで、いらぬものを目にしてしまったのかしら」

「とんでもございません。殿下のせいではないのです。……ただ、本日は、遭そう遇ぐう率りつが高かったものですから」

　ぺたぺたとサーシャが自分の顔を叩たたいた。顔の筋きん肉にくをほぐしているようだ。

「そうだったの……」

「はい……」

　──王城に出しゆつ仕ししはじめた侍女の目というのは、最初、一いち様ようにキラキラしている。試験での登とう用ようなので、身分は様々。お給料もいいし、いろいろなルートとコネも作れる。ここは女性にとって最良の就職先。

　もちろん、恋の予感にも胸を震ふるわせている！

　城は、平ひらの兵士まで、容姿に優すぐれた男性が多いものね。そして恋をする。なまじ、奴やつらジェントルマンだから、期待しちゃうんだよね……。

　彼、わたしに優しいわ、もしかして……脈みやくあり？　頻ひん繁ぱんに話し、休きゆう憩けい時間を見計らい、職務の傍かたわら、たまに差し入れなんかして……洗礼を受けていない侍女同士で、キャッキャッと盛り上がる。

　洗礼をとっくに受けた侍女たちが何も言わないのは、優しさと、自分自身の経験によるもの。人から聞いたところで信じられない。人は、信じたくないものは、信じない。それに、夢をみていられるなら、そのほうが……。

　ところが、夢が終わる日は突然やってくる。

　あるとき、想い人のラブシーンやら、濡ぬれ場ばやら、修しゆ羅ら場ばやらに遭そう遇ぐうしてしまう……。

　男と男のね……。

　私のように、恋愛面においての、厳しい現実を知るのだ……。

　ライバルは女ではない！　男だと！

　──やがて、大半（特に、良りよう縁えんを探しに来ている子）が、死んだ魚のような目をするようになる。結婚相手を探すなら、王城より、実は地方のほうが正解なんだよね……。

　恋人たちの逢おう瀬せを目もく撃げきするたびに、侍女たちの目に宿る闇やみは深くなる。

　そして、死んだ魚のような目をしながらも、働き続けた侍女は超有能になる。現在の女によ官かん長ちようなんかはその口だ。

　サーシャも、発覚の日は大泣きしてたなあ……。

「──殿下。ご用よう命めいを」

　もうこれ以上、この話をしてくれるなというサーシャの固い意志を私は感じた。

「女官長のところへ行って、わたくしの護ご衛えいの騎き士し……アルダートンに関する選考書類を持ってきて欲しいの。できるだけ早く」

「かしこまりました」

　一礼し、サーシャが退室した。

　すぐに彼女は戻ってきて、私はお目当てのものを入手した。

　それでは、読んでみるとしましょうか。







　クリフォード・アルダートン。

　二十五歳。約一年前、武門の名家、そして本人も武ぶ勇ゆうを誇ほこったアルダートン伯はく爵しやくのたっての希望により、アルダートン伯爵家の養よう子しに入る。元はターヘン出身の平民。護衛の騎士候補になったのは、アルダートン伯爵による推すい薦せんと実力の保証によるもの。ところが、候補最終選出の際の実技試験は最下位。

　アルダートンに関する書類を改めて読んだ内容をまとめると、こうなる。

　なるほど。こんなことが書いてあったのか……。

　アレクがアルダートンに対して「貴様」呼びしたのは、この経歴を知っていたからなのかもしれない。

　とくに、ターヘン出身の平民ってところ。

　ターヘンは隣りん国ごくカンギナと国境を接する土地で、百年ほど前まではカンギナの領土だった。エスフィアの一部になったのは、戦争があったせい。結構、えげつないことをエスフィア側はしたとかなんとか。

　そのせいで、ターヘンの人々の間では反エスフィア意識が根強い、といわれている。

　私も王女教育の際に習った。「あれはもはやエスフィア人ではなく、ターヘン人と呼んだほうがいいかもしれません」なんて、先生もこっそり口にしていた。

　ターヘンかあ……。

『高こう潔けつの王おう』、ちょうどこのターヘン編に入ったところまで読んで──新刊の発売日を心待ちにしていた最中に、前世の私って死んだんだよね。

　ターヘン編で起こる事件を巡めぐり、『オンガルヌ』っていう手がかりのキーワードが出てきて、これからどう展開するのか、ほんっとに楽しみにしてたんだよなあ……。

　そうそう、ちなみに、この『オンガルヌ』、オクタヴィアになってみて、一応意味が判はん明めいしたんだよね。ある宗教での地じ獄ごくの一種？　その名めい称しようだった。

　そして私は思った次第です。

　──で？

　て。結局、原作小説での『オンガルヌ』がなんだったのかいまもって不明。他にも何か意味があるんだと思う。地獄の名称の一つといっても、そこ、死なないと行けないしね！　てか、私一回死んだけどね！

　……なんだかため息が出た。

　うーん。にしても、困ったな。

　アルダートンとの個人面談に臨のぞむ前に、少しでも彼の情報が欲しいと思ったんだけど。

　むしろ、悪い情報を見つけてしまった、ような。

　ターヘン出身ってこともそうだし。

　……実技試験最下位のところ。

　アルダートンが最下位っていうのは、ないように思うんだよね。アルダートン伯爵が保証してるっていうんだから、能力は相当なはず。義ぎ理りの息子についての触ふれ込こみが噓うそだったりしたら、伯爵自身の地位や家名にも傷がつくってことだから。

　候補は、もちろん全員強つわ者ものではあったんだろうけど。でも、だからってアルダートンが最下位？

　三カ月護衛された身としても、考えにくいなあ。

　上位に食い込んでいるほうが自然だと思う。

　ということは。

「わざと、最下位になった……」

　これが一番しっくりくる。

　つまり、アルダートン、やる気がなかった！

　護衛の騎士になんて選ばれたくなかったから手を抜いたと。

　なのに選ばれた、と。

　……こういうこと？

　──コンコン、とノックの音が響ひびいた。

「クリフォード・アルダートンです。侍女殿どのから、オクタヴィア殿下のご命令と伺うかがい参上いたしました」

　来たー！

　衝しよう撃げきの事実？　が判明してしまったせいで、まるでラスボスと対たい峙じするかのごとき心持ちだわ……。

　私はごくりと唾つばを吞のみ込んだ。机の書類を裏返し、扇おうぎを摑つかむ。

　この扇──持っていると手に馴な染じんで安心するんだよね。

　相手の視線もシャットアウトできるし。自分の表情も隠せるし。

「入室を許可するわ。どうぞ入ってちょうだい」







　アルダートンが入室する。私への非ひ礼れいにならない程度に、ざっと室内に視線を巡めぐらせ、彼はちょっと眉まゆ根ねを寄せた。そんな仕し草ぐさも極ごく上じよう級きゆうなもんだから、もう明日にでも誰か（男）と結ばれてもおかしくない。

　入り口付近に立ったまま、アルダートンは口を開いた。

「──殿下。失礼ですが、お付きの侍女殿はいらっしゃらないのでしょうか。私と殿下だけですか」

　そうだけど。

「…………？」

　最初、アルダートンが何を言いたいのか、私は本気でわからなかった。

　お付きの侍女殿？　サーシャのことかな？　私と殿下だけ……。

　はて？

　──ああ！　わかった！

　私は思わず微笑ほほえんだ。

「問題ないわ。アルダートン」

　力強く頷うなずいてみせる。

　なりたくなかった疑ぎ惑わくが濃のう厚こうとはいえ、アルダートン、さすが仕事はきっちりこなす、護衛の騎士。

　王女の私室に二人きりっていうのが、護衛の騎士としては引っ掛かったんだろうなあ。

　私はサーシャに用意してもらっておいた茶器を使って、二人分の紅茶をいれた。卓たく上じように陶とう器きのカップを並べる。扇はそのときだけは手放して、一通りのおもてなし態勢が整ったところで、再度手に持った。アルダートンは、無表情で私の動きを観察している。

「問題ない、とは？」

「あなたを信用しているからよ」

　緊きん急きゆう時じでもないのに、未婚の男女が、王女とその護衛の騎士とはいえ──王女の私室に、二人きり。

　普ふ通つうだったら、断じてありえないこと。

　王女にとって不ふ名めい誉よなことが起きないよう、常つねに目を光らせるお付きの侍女が室内に控ひかえているもの。

　でもね──我がエスフィアの歴史が物語っている。

　王女に対しては、安心と信用がおけるのが護衛の騎士！

　仮に、夜、一いつ緒しよの寝しん台だいに入って眠っても何もないんじゃないかなって思うよ！

　いままで、王女とどうこうなった護衛の騎士は、いない！

　私が調べた限り、一人もね！　過去、護衛の騎士に恋をしていたとき、王女と騎士がくっついたケースってないの？　って血ち眼まなこになって文ぶん献けんに答えを求め、城の書庫に数日こもったからね！

　私が発見したのは、先せん祖ぞの女性たちが受け継いできたであろう、赤せき裸ら々ら日記。

　出るわ出るわ、自分からアプローチして振られたという、ご先祖様の失恋話。なんと、裸はだかで護衛の騎士に抱きついたという人もいた。結果？　すげなく拒きよ否ひされたんだって。そのページ、涙なみだの跡あとがありました……。ご先祖様……！

　護衛の騎士は、難なん攻こう不ふ落らく。王女には鉄の理性。

　王女は、安全。

　……でも王子──兄はシル様がいるからないだろうけど、アレクは危ない。王子と護衛の騎士が密室に二人きりになったら、どうこうなる確率はある。それも書かれていた。本当に、私よりアレクのほうが危険。十倍ぐらい。……もっとかも。

「私を信用……ですか」

　ん？　顔は無表情ながら、皮肉っぽい感じがアルダートンの声に出てる。

「ええ」

「殿下は実に面おも白しろいことをおっしゃいますね」

　微かすかな口元の歪ゆがみ。鍛たん錬れん場じようで私が目撃したと思った、あの笑い。

「そうかしら？」

　本気ですけど！

「…………」

「…………」

　ち、沈ちん黙もくが辛つらいです！

　こんなときは──扇おうぎの出番。私は扇をパシリと開いた。実は、私は扇にはこだわっている。一発でサッ！　と開かないと。

　最初は、原作小説でのオクタヴィアが扇をいつも持っていたので、自分もそうしようかなー、と思ったのがきっかけだった。小説の描びよう写しやでは、高級品の真っ白い羽根の扇。

　でもそれは、ものすごーく、使い辛かった。重いし、ちょっと匂においがきついし！

　なので、私の愛用の扇は特注品。換かん羽う期きで羽根が大量に生はえ替かわる鳥。その羽根を使用したもの。品種としてはそこいらに飛んでる大きめの鳥なんだけど、この羽根がね、真っ黒で軽くてふわっふわなんだよね。触さわり心地ごこちも抜ばつ群ぐん。なんで、商人にこれを使って特とく注ちゆうで作って欲しいって頼んだら、「色も黒ですし……この鳥の羽根でですか？　失礼ですが、本気で？」なんて、変な顔をされた苦い過去があるんだけど、気にしない！

　開閉は一発ですぐ！　それでいて、広がったらふわあ。たまに顔にくっつけて扇にスリスリしていたりする。

「座ってちょうだい。アルダートン」

　扇を開いて気持ちも落ち着いたので、私はアルダートンに向かい側の椅子を勧すすめてみた。紅茶だってちゃんとスタンバイしてあるのだ。私がいれたけど、別に下手ではない……と思う。王女育ちでも、これぐらいできる。お茶会やなんかがあるから。

「──は」

　アルダートンが、ようやく入り口付近から動いてくれた。でも勧めた椅子には座らず、その真後ろに立つ。

「これでご容よう赦しやを」

　礼れい儀ぎ正ただしく、一礼。

　私の、親しげにして雰ふん囲い気きを柔やわらかくしてみよう作戦、失敗！

　やっぱり、直球で切り出すしか、ないか……。

　緊きん張ちようするなあ……。

　とりあえず、扇を左手に持ち替えて、視線を感じながら、右手で自分の分の紅茶を一口、と。

　喉のども潤うるおったところで、私は顔に扇を寄せた。アルダートンを見上げる。

「──あなた、辞める予定はあるのかしら」

　好きな人、いたりする？
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「と、おっしゃいますと？」

　顔色一つ変えなかったアルダートンに、質問で返された。

　……うん、丁てい寧ねい。あくまでも丁寧なんだけど、私の被ひ害がい妄もう想そうかもしれないんだけど、「何言ってんだ？　こいつ」的な空気をアルダートンからビシバシ感じる。辞やめたくないからこういう空気なんだったら嬉しいけど、そんな感じでもないような……。

　しかし！　ここで私も怯ひるんではならない！　私の王女魂だましいを見よ！

　扇おうぎで顔をあおぐ。羽根のふわふわ最高。

「言葉の通りよ。ふと不安に思ったの。あなたが辞めてしまうのではないかって。……あなた、わたくしの護ご衛えいの任、乗り気ではなかったのでしょう？」

「まさか。そのようなことは」

　アルダートンが首を振った。まあ、こんなこと普通は認めないかー。

「では、最終候補選出の際の実技試験については？」

　少し沈黙が落ちた。すぐに返答がないってことは、やっぱり私の予想通り？　無言でアルダートンは私を見つめている。無言なのに迫はく力りよくがあるっていうか……。

「……言ってくれなくてはわからないわ」

　ようやく、アルダートンが口を開いた。

「──殿でん下かこそ」

　青い瞳ひとみが、鋭するどく私を射い貫ぬいた。

「殿下こそ、何な故ぜ私をお選びになったのですか？」

　そりゃあ前世の秘ひ技ぎ『どれにしようかな』です！　なんて口走りそうになって、言葉を吞み込んだ。

　代わりに口にしたのは、

「空からのお告つげよ」

　だった。

　うん。間違いじゃない。

「…………」

　一いつ瞬しゆん、アルダートンから一いつ切さいの表情が抜けた。

　……何？　禁きん句くだった？　空からのお告げって、エスフィアではよく言うんだよ？　常じよう套とう句く！　エスフィアにはいろんな宗教があるけど、あがめている大本の神様は、名前は違っていても実は同一。天てん空くう神しんっていうの？　それを『空』とかけて、雑ざつ談だんでもよく使うんだって！　ターヘンでも通じるよ？

「よりにもよって、空からのお告げ、ですか」

　私が内心焦あせりまくっていると、アルダートンはくっと喉のどを震ふるわせた。男くさい笑みがその整った容よう貌ぼうに浮かんだ。あ、ようやくアルダートンが平民出身ってのが納なつ得とくできた。これまで生まれながらの貴族が騎き士しになりましたっていう振ふる舞まいしか見たことがなかったから。獰どう猛もうっていうの？　野生の獣けものみたいな感じ。生きつ粋すいの貴族には簡単には出せない雰ふん囲い気き。

「なるほど。殿下は答えてくださらないのですね」

　──次に口を開いたときには、もう騎士然としたものに戻っていたけど。

「あなたに辞める予定を尋たずねた理由は答えるわ。──わたくしの護衛の騎士が頻ひん繁ぱんに代わることは知っている？　アルダートン」

「は。承知しています」

　アルダートンが律りち儀ぎに頷いたのを見て、私も顎あごを引いた。

「この三カ月のあなたの働きぶりを見て、思ったの。護衛の騎士が代わるのはね……わたくし、あなたで最後にしたいわ」

　決定事じ項こうよ？　とばかりに言ってみせた。

　アルダートンが微かすかに目を見開いた。

　前世、漫まん画がで読んだんだよね。交渉事は、最初は自分の希望を大きく！　値段五百円の商品を売りたいなら、客には千円と提てい示じせよ！　そこからもったいぶって値段を下げる！　最終的には六百円で着地！　これぞテクニック！

　私の場合、最低一カ月、アルダートンに護衛の騎士を続けてもらえればいいんだけど、アルダートンが内心はこの仕事を嫌いやがっていることを想定し、最初に生しよう涯がいずーっと、と提示！　するとアルダートンは、「一生？　冗談じゃない！」という気持ちになり、そこへ、「なら一カ月でいいよ？　でもその間、恋人ができても絶対辞めちゃダメだからね」と私が囁ささやくという寸すん法ぽうよ。こうすれば、アルダートンも「一カ月なんて安いもんだ！」と思うようになるはず！

　さて、向こうの反応やいかに！

　向こう……アルダートンは、一転、何故か面白そうにしていた。唇くちびるの角度からしてきっとそう。

　面白そう……。ん？　変じゃない？

　でも、とりあえず好こう感かん触しよくってことかな？　予想と反応が違うけど、好感触ならＯＫＯＫ。

「最後、ですか。無期限で殿下にお仕つかえしろと？　……私が」

「そうよ」

　アルダートン本人が、無期限でいいんなら大だい歓かん迎げい。のっかろうっと。

「恐おそれながら……殿下は、おそらく、そのお言葉の重さをご理解していないように思えますが」

「……そうかしら？」

　それって心外。してるしてる。

「あなたを一生重ちよう用ようする、ということでしょう？　辞めないのならそれでいいわ」

　私の返答を受けて、「それならば」とアルダートンが頭こうべを垂たれた。

「──殿下のご命令、しかと受け取りました」

　私はパシンっと扇を閉じた。

「わたくしに仕え続けるということね？」

「殿下の望む限り」

　よーし、言げん質ちは取った！

　前世だったら、紙に一筆書いてもらうんだけどなあ。前世の私は、両親と姉と私の四人家族で賃ちん貸たいマンション住まい。更こう新しん時期になると契けい約やく書しよが送られてきていた。そう、あれ、契約書！　ああいうの。王女と護衛の騎士の間に契約書って別にないしなあ……。

　契約書の代わり……。

　私は、アルダートンがエスフィアの風ふう習しゆうに則のつとって、アレクに名前を教えなかったことを思い出した。伝統を重んじるってことだよね。

「嬉しいわ。──では、誓ちかいの儀ぎ式しきを行いましょう？」

　言ったそばから、私は扇を置いて、立ち上がっていた。

　格かつ好こう良よく『誓いの儀式』なんて言ったけど、要はプレゼント！

　主しゆ君くんと臣しん下かの間で約束事を交かわすとき、主君は臣下に持ち物を与あたえ、臣下はそれを受け取る。プレゼントしたんだから、約束守れよ？　ていう脅おどし？

　というのは冗談で、昔の臣下っていうのは、貧びん乏ぼうな人も多かったから、そういう儀式にかこつけて、主君が「これ、足しにしなさい」って宝石とか装そう備び品ひんとかあげてたんだって。臣下も、そういう心こころ遣づかいは嬉しいじゃない？　一いつ生しよう懸けん命めい仕えます！　ていう気分になるじゃない？　私はなる。物は偉い大だい。

　んー。でも、アルダートンの欲しいものがわからないなあ。

「アルダートン。あなたの欲しいものは？」

　私は機き嫌げん良く問いかけた。

「……殿下の御み手てに触ふれることをお許しくださいますか？」

「ええ、もちろん」

　私はアルダートンに向き合うと、右手を差し出した。握あく手しゆかなー、なんて構えていた私は、凍こおりついた。

　アルダートンが、私の目の前までやってきて、片かた膝ひざをつく。

　あれ……？

　跪ひざまずいたアルダートンは恭うやうやしく私の手を取った。

「何を……」

　これって──。

「殿下に『徴しるし』を」

　その唇が、右手の甲こうに触れる。チリッと痛みが走った。それと、体温にしては熱すぎる熱が。
















「っ！」

　アルダートンは、なんて言った？

『殿下に徴を』

　──『徴』？　『徴』ってまさか。

　右手の甲に、複雑な文もん様ようが浮かんで一瞬光り、消えた。その文様は、以前王女教育の際に、書物で目にしたもの。

　唇は離れたものの、跪いたまま、まだ、アルダートンは私の手を支えていた。

　私の言葉を待っている。

「アルダートン……あなた、『従じゆう』だったの？」

　あっさりとアルダートンは答えた。

「は。殿下はご存じかと」

「──いいえ」

　否定したけど、一回言っただけじゃ足りない。

「いいえ。知らなかったわ」

「左さ様ようですか。──護衛の騎士として生しよう涯がい仕えよ。私は、殿下が私を『従』と知り、忠ちゆう誠せいを捧ささげよ、とおっしゃっているのかと。殿下には不要でしたでしょうか」

　不要とかそういうことじゃなくて！

「わたくしではなく、あなたの問題よ。これは……この『徴』は、あなたたち『従』にとって、大切なものでしょう？」

「ご安心を。私は『従』の中でも特とく殊しゆです」

「……特殊ですって？」

「はい。殿下で、私の『主しゆ』は二人目となります」

「──そんなことが、可能なのね」

『従』というのは、己おのれだけの『主』を頂くことを使命とする戦せん闘とう民族のこと。『主』は、別に国王とか、王族である必要はない。ただ、彼らが『主』にと望んだ人間が、そうなる資格を得る。農民でも、商人でも、彼らの心に適かなうか。それが重要。

　互たがいの合意のもとに、『従』は『主』に『徴』をつける。そうすることで、両者の間に確かつ固こたる、特別な繫つながりができる。もう、私には見えなくなったし、常人に『徴』は見えない。だけど、『従』には『徴』が見える。『徴』を通して、『主』の危機は、『従』にも必ず伝わる。そうして、『従』は陰かげに日向ひなたに『主』を助ける。

『高こう潔けつの王おう』の世界──少なくともエスフィアには、魔ま法ほうとか、そういう要素はない。

　ただし、その中で、唯ゆい一いつの不可思議な力を持つ存在が、この『従』だ。謎なぞの多い存在でもある。

　そして、『主』を定めた『従』は、『主』がどういう人間かによって、強くなるとも、弱くなるともいわれている。そんな『従』が多く住んでいたのが、ターヘン。戦争でも、活かつ躍やくしていた。ただ、現在では、数はものすごく少ない。

　人間に対してたとえるのもどうかと思うけど、絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆ並み。

　時の権力者の間で、『従』を配下にするのがステータスだった時代もあったりした。でも、『従』は『主』を自分の意思で決める。不興を買った『従』がどうなるかっていうと……。

　ついでにいえば、私が王女教育で学んだ知識では、『従』は、生涯に一人しか『主』を定めない、というものだったんだけど。

　──本物の『従』が身近にいて、既すでに出会っていたなんて。

　しかも、私が『主』ときた。もう何も浮かんでいない手の甲を凝ぎよう視ししてしまう。

　ていうか、私、『徴』に合意したっけ？

「あなたが変わり者の『従』だということは理解したわ。でも、わたくし、『徴』に合意したかしら？」

　アルダートンを思わず睨にらんだ。不意打ちってのがちょっと引っ掛かる。私がアルダートンが『従』だと知っていると思ってっていうの、噓うそじゃないの？

「殿下は、欲しいものを私に下さろうとなさっていたのでしょう。私は殿下を『主』に定め、『徴』をつけることを欲ほつしました」

　いけませんか？

　いけしゃあしゃあとアルダートンは言ってのけた。

　いけないよ！

　事前に訊かれていたら、私もストップかけたって！　いや、結局了りよう承しようしたかもしれないけど、心構えってものがね？

　だけど。

「そう……」

　ため息が出た。怒おこる気も失うせてしまった。

　まあ、実際、別に私にデメリットなんてないからなあ……。むしろ、『徴』で繫がっているから、私の危機は即そく座ざにアルダートンに伝わって駆かけつけてくれるってことだし。『主』を見捨てるってことは、『従』にはない。私が望む限り護衛の騎士でいるって約束も、きちんと効力を持ったってことで。

　むしろアルダートンにメリットあるの？　私が自分に対して胸を張って誇れる長ちよう所しよは、王女様だってことだけだよ！　地位だけだよ！　あ、あと見た目も一応自信ある！

　……『主』がへなちょこだと、『従』にも影えい響きようするんだよね？

　早まってない？　アルダートン。あとで文もん句く言われても私知らないよ！

「あなたが『従』だということは、他に誰が？」

　アルダートンが私を見上げる。

「その質問には、死者も含まれますか？」

　物ぶつ騒そう！　物騒だよアルダートン！

「生きている人間だけにしてちょうだい」

「殿下お一人だけです」

「父上……陛へい下かも知らないのね？」

　うーん。ちょっと面めん倒どうな雰囲気？

「はい。そもそも『従』とは、何か特とく徴ちようを持っているわけではありませんので。自らが明かさねば、他者に悟さとられることはありません」

　突然『徴』をつけられたりとかね！

「『主』になったわたくしが、言いふらすとは思わなかったの？」

　ここで、アルダートンが笑った。あの、口元がちょっと歪む笑い。

「殿下の思いのままに」

「──言いふらすつもりはないわ」

　当然でしょう！　黙だまってればバレないなら、私は断固として黙っていよう派。

「アルダートン。あなたもわたくし以外には悟られないようになさい」

「は」

　アレクなら、別にバレてもいいんだけど……。アレク、アルダートンを警けい戒かいしてたし、さらに『従』だなんて知ったら、余計な心配かけそうだからなあ……。

「──殿下」

　アルダートンに呼ばれた。

　再度、今度は普通に、彼が私の右手の甲に、口づけた。

「！」

　ちょっと、これってお姫様と騎士みたいじゃない？　いや、実際そうなんだけど！

　少し赤くなっているに違いない私に、唇を離したアルダートンが話しかけた。

「『従』は『主』を守ります。ただ、一つご注意を」

　──注意？

「私は特殊な『従』です。私を扱あつかうなら、ご覚かく悟ごを。どうぞ上う手まくお使いください」

「……ええ。わかったわ」

　アルダートン、と続けようとして。

　もう、名みよう字じ呼びにこだわる必要、ないんじゃない？　てことに気づいた。

　護衛の騎士の名前を覚えなかったのって、どうせすぐ辞めると思っていたからだし。

　アルダートンの名前は、クリフォード。今日聞いたばかりで、書類にも目を通したから、私もまだ忘れていない。

「クリフォード。……そうね。あなたを信じて、これからはクリフォードと呼ぶわ」

　姓せいだけじゃなく、ちゃんと名前を記き憶おくに刻む。

　これからも付き合いが長くなることを信じて！

「光栄です。我が『主』」

　アルダートン──もとい、クリフォードは、私が目撃した中で、一番の友ゆう好こう的てきな笑みを見せた。
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　クリフォードとの、いわば終しゆう身しん雇こ用よう？　契約みたいなものを終えた私は、時間も迫せまっていたので本日の夕食会に赴おもむくことにした。

　場所は城の晩ばん餐さん室しつ。

　内装こそ凝こっているものの、結構こぢんまりした部屋の中央に、レース布がかかった長方形のテーブルが一つ。併せて家族全員分の椅子が用意され、座る場所も決まっている。

　上座に父上。父上から見て右側に、私、アレク。左側に、育ての母（男）、兄。

　もうしばらくしたら、ここにシル様も加わるんだよね。私とアレクの並びは変わらず、上座に父上、育ての母（男）。左側に兄、シル様って感じになるとみた。

　メニューは全員同じもの。大まかに三段階。前菜やスープ、メイン、最後にデザート、で順々に料理が運ばれてくる。食べる手段はナイフ、フォーク、スプーン。

　季節の野菜を使っていたり、肉料理や魚料理、デザートだって味も見た目も凝ったものばかり。あとは、必ずパンが出る。パンはパンでも、前世であまり馴な染じみがなかった、丸くて硬かたいシンプルなパン。フランスパンより硬い。これが香こうばしくて私はお気に入り。たまにお代わりもしています！

　さすが城の料理人が腕うでを揮ふるっているだけあって、毎日美お味いしい食事を頂いている。

　──ただし、大皿料理を幾いくつか出してもらって、そこから好き勝手に取り分けて食べたいなあ、なんて思うこともある。

　メニューも、もうちょっとこう、チープな感じの？　大たい衆しゆう食しよく堂どう的な？

　贅ぜい沢たくだってことはわかってる。

　でも、王女生活を送ること十六年。私は知った。

　人間は贅ぜい沢たくに慣れてしまうということを……！　逆に、日本円でいう三百五十円──エスフィアの通貨では十セルぐらいの、屋台売りの軽食とかに憧あこがれるようになるんだよね。高級ステーキも大好きだけど、たこ焼きも大好きっていう。

　Ａ級グルメに囲まれていると、Ｂ級グルメも欲しくなる。

　人間の欲って底なしなんだね！

　私が晩餐室に入ると、そこには既すでにみんなが揃そろっていた。家族全員が席に、壁かべ際ぎわには給きゆう仕じの使用人や兵士。クリフォードは、護衛の騎士たちの待たい機き位置についた。

　エスフィアの王族は、こうして大勢の視線に曝さらされながら、食事をとることになる。だから私も、美しく、お上品に料理を食す。……たまには阿あ呆ほう面づらして食べたいなあ……。

　私は持参の扇おうぎを給仕に預けた。使用人が引いた椅子に座る。

　隣となりのアレクと視線が合い、にこりと微笑ほほえみ合う。

　正面を向くと、今度は兄と視線が合ったけど、お互いに昼間のことはなかったかのように振る舞う。兄を避さけて、（偽ぎ装そうの）恋人に会わせるまでの時間を引ひき延のばす──といっても、実のところ、この時間は結局毎日兄に会うことになるんだよね。

　でも、話題が話題だし、我わが王家の夕食会の性質からして、ここで兄がこの件に関して追及してくることはないと私は踏ふんでいる。夕食会への行きと帰りに兄に捉つかまらなければ勝しよう機きはある！

「全員、揃ったようだな。では──」

　──天てん空くう神しんへの感謝を告げ、父上の合図で食事開始だ。そして、家族団らんの開始。

　エスフィアでは、食事はお喋しやべりしながら楽しむもの、として考えられている。ところが、我が家族、父上も兄も、私もアレクも、下へ手たすれば無言で食べ続ける。

　父上と兄はもともと寡か黙もく。私とアレクはプライベートでは仲良しだけど、基本的に自分から話題を振ったりしない。理由はある。

　私は──麻ま紀きのときからの癖くせで、単に食事では食に専せん念ねんしたいから！　会話？　そんなものいらぬ！　作っていただいた料理に舌の全神経を注そそぐのみ！

　アレクは──父上に気を使っているんだよね。

　そんなことアレクが気にしなくていいんだよって何回も言ったんだけど、私じゃなくて、父上本人がフォローしないとたぶんダメなんだろうなあ……。

　というわけで、全員、自分から何か話題を振るということはない。振られたら交ざる。

　話題を振る人といったら、残るは一人。

　大抵、第一声は──私の育ての母、もとい、父上の伴はん侶りよである男性。

　名前はエドガー。私はエドガー様、と呼んでいる。元商人。

　人ひと柄がらで集客してしまう──国王までも惹ひきつける──脅きよう威いの才能の持ち主。実年齢より若く見える、焦こげ茶ちや色いろの癖くせ毛げと同色の瞳。トレードマークは眼鏡めがね。

「そういえば、セリウス。今日はシル君と喧けん嘩かしたんだって？」

　本日の夕食会の会話も、エドガー様から始まった。

　私は給仕からついでもらった炭たん酸さん水すいを飲んでいた。エスフィアでは水よりも、炭酸水が食事の際には一いつ般ぱん的てき。果か汁じゆうを使ったフレーバーも人気。定番はレモン！

「ご存じでしたか」

　兄は苦笑いだ。そりゃあね、廊ろう下かでラブシーン演じていたら目立ちますって。……自分ではそんなことしたいとは思わないけど、正直、ちょっと羨うらやましい部分はある。周りの目を忘れるぐらい好きな人がいて、両想いってことに対して。……そんな恋をしてみたい！

「仲直りはしましたが、オクタヴィアに叱しかられました」

　兄が言うと、私以外の全員の視線がこちらに向いた。

「誰も言わないでしょうから、わたくしが言ったまでです」

　ここはきっぱりと主張！

「そうだな。俺が軽けい率そつだった。それから……」

　ん？　兄が言いにくそうにしている。珍めずらしいな。

「オクタヴィア。すまなかった」

　不思議に思っていたら、突然、兄に謝罪された。

「兄上……どうなさったのです？」

「お前に叱られたあとのことだ」

　兄はやけに思おもい詰つめたような顔をしている。

「あと……？」

　呟つぶやく。

　もしかすると、私がカッチーンときたときのことですか。

　あれ？　この流れって……。嫌いやな予感がするんですが。ちょっと兄上？

「お前に、好いた相手がいるとは、知らなかった。俺の無む神しん経けいな物言いに、お前が怒るのは当然だった。シルにも言われた。……お前は、ずっと隠していたんだな」

　──ぶっ。

　飲んでいた炭酸水を思わず噴ふき出だすところだった。王女の面子メンツにかけてかろうじて踏みとどまったけど！

「姉上に、好いた者……？」

　アレクが勢いよく私のほうを向いた。私はただ、愕がく然ぜんとして兄を見ていた。

　なんですか、この展開は……！

「だから、せめて俺も、お前に協力したいと思ってな。父上にも言えないでいたのだろう？　ならば、俺がお前に代わり、一刻も早く──この場でと決めた」

　シル様効果で、兄上、反省しすぎ！

　家族全員が揃っている夕食会で切り出してくるとは……！

　これは、まごう事なき輝かがやく善ぜん意い！　ネックは、私に相そう思し相そう愛あいの恋人なんて実際はいないこと！

「俺とシルのせいで、お前は遠えん慮りよしていたのではないか？」

「…………」

　人間って、驚くと言葉を失うってほんとだよ……。

「──どういうことだ？　セリウス。オクタヴィア」

　父上が、鶴つるの一ひと声こえを放つ。

　父上──アレクと酷こく似じした色しき彩さいを持つ、エスフィア国国王、イーノック。国王としての能力を高く評価されている。幾いくつか短所をあげるとすれば、たぶん、アレク関連。

　言い訳を考えている私に代わって、兄がよどみなく答えた。

「オクタヴィアには、恋人がいるのです。今日、故ゆえあって聞きました。しかし──おそらく、俺──いえ、私のせいで、公おおやけにはできなかったのでしょう。もしくは、他にも、身分か、何がしかの障しよう害がいがあるのかもしれませんが。……陛へい下か、王家として、オクタヴィアの恋人を認めていただけませんか？　私は認めたい」

　ぎゃああああ。兄が、「俺」から「私」になってるうううう！　「父上」のこと「陛下」呼びしてるうううう！　息子としてお父さんにお願い、じゃなくて、第一王子として、陛下に直じき訴そします、の形になってるうううう！

「あ、兄上！」

　焦って止めようとした私に、しかし兄はさすが即そく断だん即そつ決けつの人。決めたら迷わない。迷わないったら迷わない！

「オクタヴィアに愛する者がいるのなら、その者と結ばれる権利があります」

　父上は、もちろん賛同しない。

「──相手が誰かわからない状態ではな」

　でも、兄が食い下がった。

「では、まず披ひ露ろ目めの場を設もうけては？　我われ々われだけでです」

　ちょ……ちょっと。

　私がついていけないうちに、とんとん拍びよう子しに話が進んでゆく。

　胃が……胃が痛い。

　私の張った見み栄えが！　独り歩きをしてしまっている！

（偽装の）恋人が決まったら、兄だけに、こっそりその人と対面してもらって、「どうよ！　私にも相思相愛の人がいるんだから！　愛する人がいるんだから！」ってことを、いっとき証明できればそれで良かったのに……！

　披露目の場なんて、逃げ場がなくなる！　黙っているわけにはいかない！

「──必要ありませんわ」

「何な故ぜだ？　オクタヴィア」

　兄は理解できない、という風にかぶりを振った。

「相手の方に、迷めい惑わくをかけたくないからです」

　相手の方──いまのところ、影かげも形もないけどね！　しいてあげるとすれば……勝手にこっちで候補にしてしまったルストぐらい？

「なればこそ、その者の名を、申してみよ。オクタヴィア」

　父上も気にしちゃってるよ……。言えたら私も名前を出しているんですよ父上！
















「この場では言えません」

　言えないんで、こうなる！

「名を出せば、王女として陛下にご紹介することになってしまうでしょう。繰り返しますが、わたくしの愛する人に、迷惑をかけることになってしまうかもしれませんわ。──兄上。わたくしが兄上にああ言ったのは、一人の娘むすめとして、妹として、知っておいて欲しかっただけなのです」

　なんか我ながら良いこと言った気がする。

　だからこの話はとりあえず終わりにしようよ！　ね？

「……お前がそう言うのだ。それほど、難しい相手なのだな」

　や、違うよ兄上！　ただ存在しないだけだよ！

　一体どんな人間を想像したんだろう。私の（偽装の）恋人何者？

「相手の者と話す時間が欲しい。披露目をするにしても、日を要する、ということだな？　そうだな……二人のことだからな。明日にも、と思っていたのだが──では十日……いや二週間ほどあればいいか？」

　兄が頷うなずきつつ、提案してくる。

　最初は明日にもとか思っていたって、恐おそろしや。

　次に口にした十日よりは長いとはいえ、二週間って、十四日？　兄、基本的に出来る人だから、これでも充じゆう分ぶん時間を取ったつもりなんだと思うけど……。私基準だと短！

　兄にだけ紹介するのにも一カ月ぐらいは欲しいって思っていた私だったのに、十四日？

　悪あく意いなんてないことはわかってる。むしろその逆だ。でも、何短たん縮しゆくしてんですか……！

「セリウス」

　諫いさめるように、父上が兄を呼んだ。

「お前が決めることではないぞ」

「しかし、こうでもしないと……」

　深く息を吐はいた父上が、私に告げた。

「オクタヴィア。食事が終わったら、執しつ務む室しつに来なさい。二人だけで話がしたい」

「はい……父上」

　うう。気が重い。
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　──かくして、本日の夕食会、終しゆう了りよう。

　せっかく料理人が腕を揮ふるってくれた料理だったのに、途と中ちゆうから味がわからなくなってた。

　完食したけどね！

　預けていた扇おうぎを給きゆう仕じに返してもらい、私は早々に晩ばん餐さん室しつを出た。歩きながら、さっそく開いて、現実逃とう避ひ。

　羽根のふわふわ、良いよね……。はあ。

「殿でん下か。このまま陛下のもとへおいでになりますか？」

　でも、その問いで現実に戻った。低めの美声だ。

　私は立ち止まり、クリフォードを振り返った。

　これが『主しゆ』効果なのか、クリフォードは私に対して自発的な発言をするようになっている。夕食会へ行くときから、もうそうだった。会話は人間関係の第一歩だもんね！

「そうね……」

　当たり前だけど、夕食会でのあのやり取り、ばっちりクリフォードにも聞かれていたんだよね……。本音をいえば、一いつ旦たん部屋に戻って小休止したい。ついでにそのまま忘れてしまいたい……！

　今日したくないことは明日に延のばしてもいいと思う！

　──でも父上のご命令には逆らえない。

　クリフォードの言う通り、父上のところに直行かなあ。

「姉上」

　その呼びかけに、私の顔が自然と綻ほころんだ。私を姉と呼ぶのはたった一人だし、この声は聞き間違えようがない。

「アレク」

　同じく、晩餐室を出たアレクは、私を追ってきてくれたらしい。距離を置いて、アレクの護ご衛えいの騎き士しが廊ろう下かの隅すみに立っている。

「姉上にお訊ききしたいことが」

　私の前に立ったアレクが、言葉を紡つむいだ。

「姉上の好きな者というのは……誰ですか？」

「…………」

　──困った。

　アレクには本当のこと言ってもいいんだよね。というか言いたい！　ものすごく言いたい！　鍛たん錬れん場じようでは誤ご魔ま化かしたけど、あのときと比べると、明らかに状況が悪化している。

　もういっそ相談に乗って欲しい！

　でも……。

　ちらりとクリフォードに視線を走らせる。すると目が合った。私を見返している。

　やっぱり『従じゆう』として、なのかな。自発的に話すようになったのに加えて、護衛する距離が前より近いんだよね、クリフォード。

　これじゃ、たとえアレクに小声で話しても、クリフォードに聞かれてしまう可能性がある。そして私の打ち明け話──『兄の発言にカッチーンと来て、いもしない恋人がいる宣言をしました！』をアレク以外の人に聞かれるのは不ま味ずい。

　いや、クリフォードを信用していないとかじゃなくて、私の見み栄えを曝さらせるかどうかという、そういう問題であって……そうなると、弟のアレクしかいないんだよね。

　もちろんできれば……できれば！　アレクにも隠しておきたいんだけど、そうも言っていられないこの事態。

　ちょっと空気読んで、どこかに行ってくれない？　クリフォード。

　目は合っているわけだし！

　通じよ！　『主』と『従』の以い心しん伝でん心しん！

「…………」

「…………」

　延えん々えんと見つめ合う。こ、これって、視線を逸そらしたほうが負け？

　つ、通じない……。

「姉上」

　私が膠こう着ちやく状態に陥おちいっていると、アレクがやや冷たい声を発した。う。そりゃ怒るよね。質問にも答えず、クリフォードと以心伝心を試みた結果がこの体ていたらく。

　アレクに向き直る。

「ごめんなさい。アレクを無視したわけではないのよ。ただ……」

「……ただ？」

　そうだなあ……。考える。思いついた！

「ただ……ここで話すことではないの。後日、機会を設けましょう。アレクの部屋を訪ねるわ。たまにはいいでしょう？」

「……何か、理由があるということですね？」

　さっすがアレク！

「ええ。そうよ」

　アレクが息を吐いた。

「では、そのように。ただ」

　今度はアレクが、ただ、と条件をつけた。

「そのときは、そこの……姉上の護衛の騎士には席を外させてください」

　家族間であっても、互いが互いの部屋を訪問するとき、護衛の騎士も入室するのは珍しくない。さすがに、室内側の扉とびらの脇わきにひっそりと控ひかえている程度だけれども。

　兄だって、用事があって私の部屋を訪ねる際は、毎回護衛の騎士を伴ともなっている。

　王家の歴史的に、いろいろあったらしい名残なごりっていうのかな。家か臣しんよりも兄きよう弟だいのほうが信用できないこともある、みたいなね。

　だけど、私とアレクが互いの部屋で話す場合は、護衛の騎士には部屋の外で待機していてもらうことが多かった。相手がアレクなんだから、室内に一人でいるのと一緒。護衛される必要なんかなかった。

　今回も、いつも通りになるといえばそう。

　私としても話したい内容が内容だし、アレクのつけた条件に否いなやはない。

　──とはいえ、これまでアレクがこんなことをわざわざ言ってきたことはなかった。クリフォードを警けい戒かいしてるなあ……。やっぱりターヘン出身ってところがネックなのかな。

　ちょうどいいや。その辺の理由も、今度直接訊いてみよう。

「わかったわ、アレク」







　父上の執務室には、実はそんなに足を運んだことはない。出入り口である扉の両りよう脇わきには、この執務室の扉を守るためだけの兵士が二人配置されている。話は通っていたようで、私の姿を見るなり、彼らによって扉が開けられた。

　私は強い味方の扇を力いっぱい握にぎりしめ、室内へ足を踏ふみ入いれた。

　内部は、質しつ実じつ剛ごう健けんっていう感じの部屋になっている。謁えつ見けんの間まが金や銀で豪ごう華かに飾かざり立たてられているのと比べると、正反対の趣おもむき。父上の前の代の国王──私の祖父だけど──が宝石コレクターで浪ろう費ひ家かだったから、その反はん動どうかな。

　父上は、執務机に向かっていた。書状を手に、目を通している。

　そして父上以外には、人がいない。………これからする話の内容はたぶん、私の恋人について、だろうから人ひと払ばらいをしたのかもしれない。普ふ段だんは国王付の護衛が何人もいる。

「よく来た、オクタヴィア」

　書状を置き、父上が私のほうを見た。

　私は返事の代わりに、軽くお辞じ儀ぎをした。次に、扇を開いて装備！

　……ところで、後ろで扉が閉じた気配がない。ドレスのスカート部分に風が入ってきてスースーするんだよね。兵士の二人は何をやっているんだろう？

「──いい機会だ。お前も入るが良い」

　父上が私の背後に呼びかけた。依い然ぜんとして扉は開いたまま。

　私の後ろにいる人間は三人。

　クリフォードと兵士の二人。

　父上が呼びかけたと思われる人物は──この場合、クリフォードだ。でも、クリフォードの足音がしない。動く気配皆かい無む！　扉が閉まる気配も皆無！

　これはあれか。アレクに名前を尋ねられたときと同じ。

　私が『主』であり、私の護衛だから、私の命令しか聞かないっていうクリフォードのポリシー？　がこんなところでも！

　だけど、クリフォードに呼びかけたのは父上。国王だ。さすがに従わないのはダメでしょう！　『従』らしいっていえばそうなんだけど！

　私は開かれた扉を顧かえりみ、命めいじた。

「入りなさい、クリフォード」

「──は」

　ようやくクリフォードが動いた。執務室へ。

　兵士たちの手で完全に扉が閉じられ、クリフォードがその側──こういう場合の、護衛の騎士の定位置に立つ。

　私は開いた扇で顔の半分を隠し、父上の動向をドキドキしながら窺うかがった。

　父上が口を開く。

「お前の護衛は──よくやっているようだな」

　これは……セーフ！　セーフだね！　クリフォードのことは、護衛対象に忠実と捉とらえてくれたみたい。素す直なおにそう受け取るよ父上！

「クリフォードですか？　はい」

「……名前を呼ぶほど親しいのか？」

「彼がわたくしの護衛の騎士に就ついてから、三カ月経たちます、父上。名前ぐらい、呼ぶでしょう」

　知ったのも、呼びだしたのも、まさに今日からですけど！

「長く──続いているようでもあるな」

　言われてみれば。

　三カ月で長いと思われるなんて、異常なことなんだけどね！

　だからクリフォードをこうして執務室についでに呼んだのかも？　激げき励れいのためとか？

「そうですわね。とても嬉しいことです」

　これには本当の笑顔がつい出た。

　だって、クリフォードが辞やめる心配をする必要がなくなっているから！

　父上は、娘の輝くような無む邪じや気きな笑顔を目にしたというのに、何な故ぜか渋しぶい表情でトントンと左手の人差し指で執務机を叩たたいた。

　父上、その反応ひどくない？

「そうか──」

　右手で顎あごをさすり、父上はある質問を私に放った。

「ならば、オクタヴィアよ。クリフォード・アルダートンを引き抜きたいと言ったら？」

　な！　激励じゃなくて引き抜きのためにクリフォードを呼んだの？

　口をぽかんと開けてしまった。

　でも私の表情はこの扇が隠してくれたはず！

「──父上。ご冗談を。父上には、親友で腹ふく心しんともいえる護衛が幾人もいらっしゃるではありませんか。それでもクリフォードをわたくしから取り上げるつもりなのですか？」

　いまは父上の護衛のみなさん、部屋にいないけど。

　ちなみに、侍じ女じよを率いる女によ官かん長ちようネットワークから小耳に挟はさんだところによると、父上の護衛の騎士の中には父上に片思いしていた人もいるみたいなんだよね。肉体関係はなくて、友情以上恋愛未満？　プラトニックな愛？　ブロマンスっていうんだっけ。

　結束も固い。父上のところに、人手は充じゆう分ぶん。

「クリフォードは渡しませんわ。彼はわたくしの騎士ですもの」

　いま交代されるのは勘かん弁べん！　せっかく約束を取り付けたのに。

　絶対手放しません！

　──なんだけど。

　私は付け加えた。

「もちろん、父上が、国王としてわたくしにご命令なさるなら別です。従いましょう」

　今度は微笑ほほえんで言った。広げた扇で口元を隠した、王女風。

　父上、国王だからねー。エスフィアの最高権力者だもの。父親には私も逆らえるけど、国王には逆らえない。

「国王として命令せねば、お前はその騎士を手放す気はないのだな？」

「はい、父上」

　当たり前じゃないですか。

「──オクタヴィアはこう言っているが、本人はどうなのだ？」

　話の矛ほこ先さきが、クリフォードに転じた。

「オクタヴィアのためにも答えよ。アルダートン」

　私はクリフォードを振り返り、父上の質問に答えるよう、アイコンタクトを必死に送った。

　お、さっきは失敗したけど今度は通じたっぽい！

　クリフォードが私に向かって頷うなずいたよ！

「──陛へい下かのお言葉は有あり難がたく存じますが、私はオクタヴィア殿下にお仕つかえすると決めております」

　回答も百点じゃない？

　これで父上にさっさと鞍くら替がえされたら私もショックだし。うーん。でも、普通は国王に仕えるほうが魅み力りよくだよね？　やっぱり『主』と『従』になったからかな。

「当初は、オクタヴィア次第だと、お前は言っていたが？」

　……んん？　父上とクリフォードって、話したことあるの？

　そういえば、父上、クリフォードのフルネームを口にしていたっけ。娘の護衛の騎士のことぐらい、把は握あくしていてもおかしくはない、んだけど……気になるなあ。

「陛下もご存じのように、私はターヘン出身の平民です。アルダートン伯はく爵しやくと縁があり、かの方を義ち父ちと呼ぶ立場を得ましたが、生せい来らいの素そ地じは偽いつわれません。それが殿下の不ふ興きようを買うこともあるかと危き惧ぐしておりました」

　父上が、緩ゆるく首を振った。

「──もう良い。オクタヴィア、アルダートン。お前たちの心づもりは理解した。命令はしない。安心せよ」

　ところで、父上。

　クリフォードの引き抜きについて、区切りがついたのはわかる。

　でも、そもそも私が執務室に呼ばれた理由って、違ったような？
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　スルーできるなら、そうしたいのはやまやまなんだけど……そうするわけにもいかないよね……。はあ。

「──お話は、クリフォードのことだったのですか？　わたくしは、もっと別のお話かと」

「いや──そうだな。お前を呼んだのは、セリウスが述べていた件で、話す必要があると判断したからだ」

　ここで、父上は再びクリフォードに命じた。

「アルダートン。お前は退出せよ」

　クリフォードが問うかのような視線を私に向けたので、私は頷うなずいてみせた。

「御ぎよ意いに」

　頭こうべを垂たれてから、クリフォードが執しつ務む室しつをあとにする。

　退出を見送った父上が、大きな息を吐いた。

　──自分で蒸むし返かえすのもなんだけど。

「何な故ぜ、クリフォードを欲しがったのですか？」

　父上が私を皮ひ肉にくげに見返す。

「見当のつかぬお前ではあるまい？」

「……優ゆう秀しゆう、だからでしょうか？」

　それと……『従じゆう』だから、とか？　父上も知っている？　まさかね。クリフォードは、私しか知らないって言ってたし……。だよね？

　父上は、肯こう定ていも否定もしなかった。

「優秀、か。オクタヴィア。どのようなものであるにせよ、お前にはお前の考えがあるのだろう。わたしがそうであるようにだ。しかし、父親として忠告だ。クリフォード・アルダートンには気を許すな。……あれは毒だ」

「…………」

　ちょっとちょっと父上。突っ込みどころ満まん載さいなんですけど！　毒とはなんですかって以前に、そういう毒を騎き士しにするってどうなの？

「では、何故その毒をわたくしの騎士候補に？」

　それとも言葉の綾あやなの？

「あの中から、クリフォード・アルダートンを選んだのはお前だろう？」

　そうでした……！　それを言われてしまうと……。

　どれにしようかな、で選んだのは、私だった……！

「毒も、使いどころを誤らなければ薬になる。お前に任まかせよう。……この話は、これで終わりだ。良いなオクタヴィア」

「……はい」

　渋々と私は頷いた。こう宣言されてしまったからには、クリフォードの話題は、言葉通り、本当に終わり。訊きいてももう答えない、ということ。

「セリウスの言っていた、お前の恋人の話をしよう。……事実か？」

　一瞬、迷った。正直に本当のことを言うべきか……。でもこれは、私の結婚問題について父上がどう考えているかを知るチャンスでもある。

「ええ。いますわ」

　まあ、いないんですけどね！　いつでも募ぼ集しゆう中ちゆうです！

　心の中でため息をついた。

　前世はともかく、今世の私、見た目はいいと思うんだけどなあ……。オクタヴィアの生まれ持った容姿、体形を損そこなわないよう、暴ぼう飲いん暴ぼう食しよくには走らず、適度な運動だって欠かさない。自じ慢まんだけど、美少女だと思うのよ。

　ロマンスの一つや二つ、何故転がってこないのか！

　やっぱり、男と男の恋愛が正義、だからか……！

　いわば、シル様と兄のための世界だからなあ……。

「兄上は、わたくしのためを思い、披ひ露ろ目めの場を設もうけたいようですけれど……」

「お前はあれが善意だと本当に思っているのか？」

「違うのですか？」

　父上が、何故か苦く笑しようした。

「このことに関してわたし相手にとぼける必要はない。セリウスが夕食会でわざわざ話を持ち出したのは、お前の出方を見るためだろう」

　……なんですと？

「もっとも、仮に善意であっても、どちらにせよ、わたしの意見は変わらないが」

　私の混乱をよそに、父上は話を続けた。

「お前の行動を、制限するつもりはない」

　……はい？

「……はい」

　意外な父上の言葉に耳を疑ったものの、心の中とは裏うら腹はらに、真しん剣けんな顔つきで私は頷いた。

「お前に好いた者がいて、想い合っているならば、別れさせるようなことはしたくないと思っている」

「……そう、ですか」

　ごめんなさい父上。私、父上のことを勘かん違ちがいしていたのかも。

　何がなんでも都合の好よい人間と政せい略りやく結婚させる気なんだとばっかり……。

　国王としては、それで正しいし。

　なら、兄の恋愛結婚に甘あますぎるんじゃない？　とは思うけど、贔ひい屓きってあるよね。幾いくら公平にしようと心がけていても、好き嫌いで判断が軽くなったり重くなったり。

　人間だもの！

　あと懐なついてくる子のほうが可か愛わいいよね。私、可愛くない子どもだった自覚も自信もある！　だから父上が私に冷たくてもそこはある程度納得できる！　アレクへの接し方に関しては擁よう護ごできないけど！

「──相手は誰なのだ？」

「それは」

　誰でもいいから、名前……！

　ルストの名前をここであげちゃう？　でもそれは、さすがに……。

「いまは、教えられませんわ」

　く、苦しいな、この返答。いい加減、これで突っぱねるのにも限界が。

「──わたしが信用できないか」

「父上は、ウス王の再さい来らいと謳うたわれている方。信用しておりますわ」

　よいしょしておく。

　ウス王っていうのは、エスフィアを発展させた超有名な昔の王様。頭が良くて、武ぶ勇ゆうに優すぐれ、容よう姿しも整っていたんだとか。いい匂においもしたらしい！

「ウス王か。そのウス王の前に、ウス王の姉が、ひと月だけ女王として立っていたことは知っているか？　オクタヴィア」

　……いいえ、初耳です。

　おっかしいなー。

　私は心の中で首をひねった。

　前世でＢＬ小説が好きだった私は、オクタヴィアとして生まれ変わっても、活かつ字じを求めた。だって意識が前世そのまんまなんだから、嗜し好こうが変わるはずもなく。

　つまり、ＢＬ小説を求めた！　でも、さすがになかった。

　何故、周りに生ＢＬが溢あふれているのに、ＢＬ小説を求めるのか？

　理り屈くつじゃないと言いたいところだけど、一応理屈もある。

　だって、二次元と三次元は違うから！　三次元だけじゃ、二次元における私の腐ふ女じよ子し魂だましいは満たされないからね！

　いっそ自分で書こうと奮ふん闘とうした日々もあったけど……ダメだった。

　自家発電したいんじゃない！　そうじゃない！

　私は誰か他の人が書いたＢＬ小説を読みたい！

　で、エスフィアの古典に手を出し、男同士の熱すぎる友情話を読むことで妄もう想そう力りよくを高めることにした。──ところが、すぐに読よみ尽つくしてしまった。物語自体が少ないんだよね。

　それから、オクタヴィアとしての立ち位置的に、王家の過去を知るために、エスフィアの歴史書を読よみ漁あさった。

　そして登場したのがウス王！

　ウス王の場合、ウス王物語っていう伝記まで出ている。ちなみにこの伝記！　男の信しん頼らい関係と裏切りと友情が描かれていて、腐女子的にもとてもイイ！　妄もう想そうと萌もえが[image: ほとばし]ほとばしります。いい匂い情報も、伝記からです！　部下が書き残しています！

　だけど……。

　記憶を探ってみる。

　ウス王の姉についての記き述じゆつなんて、どこにもなかったはず。伝記にももちろん一切登場していない。

「さすがのお前でも知らぬか。無理もない。……抹まつ消しようされた、最後の女王だからな。名すら残っていない」

「ウス王が、弑しいしたのですか？」

　それしか考えられないよね。

　──あのウス王が？　挿さし絵えなんかないけど、伝記で素す晴ばらしく格かつ好こう良よく描かれていたから、脳内イメージで最萌えキャラ化していたお方だったのに……！

「そうだ」

　残念ながら、父上は肯こう定ていしてしまった。

　扇おうぎを口元に押し当てる。私はがっかりして息を吐いた。深刻そうな顔つきになってしまっているかもしれない。

「──だが、ウス王は心から姉を敬けい愛あいし、女王即そく位いを喜んでいた。女王も、聡そう明めいだった。これで、忌いまわしき過去の実例を打だ破はできると信じていた」

　……忌まわしき過去の実例？

「過去、わかっているだけでも、女王が即位した例は、ウス王の姉を含め、四度ある。いずれも在位期間は短い。全員が、非ひ業ごうの死しを遂とげている。国も荒あれに荒れた。その過去は、ウス王の姉により、覆くつがえせるはずだった」

　女王が、四度も即位していたの？

　国王しかエスフィアでは認められないんだとばかり……。

「ウス王の姉君は、悪あく政せいを行い、弟に討うたれた。そういうことでしょうか？」

「聡明だったウス王の姉の治ち政せいは、天てん空くう神しんの怒いかりを買った。故ゆえに、弑しい逆ぎやくされた。王のみが閲えつ覧らんできる記録には、そう記されている」

　──天空神。この世界の神様に対しては、いままで何かを思うことはなかった。

　でも、神、か。

『運が悪かったよね』

　脳のう裏りに、浮かんだのは、田た澤ざわ麻ま紀きとしての私が死んだときに、言われた言葉。

「天空神が正しいとは、限りませんわ」

　普段は封ふう印いんしているクソ忌いま々いましい記憶が甦よみがえりそうになり、私はそんなことを口走っていた。

「神を侮ぶ辱じよくするか、オクタヴィア」

「──失しつ言げんでした。お忘れください、父上」

　すぐに頭を下げる。うん。クソ忌々しい記憶は、精神衛生上悪いから、封印、封印。

「いや、オクタヴィア。わたしはお前が羨うらやましい」

　顔を上げた。

　父上は、自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑みを口元に刻んでいた。

「……父上？」

「わたしは屈くつしたからな」

　ため息をつくかのように言って、次に、父上は私を見み据すえた。真剣な眼まな差ざしだ。

　問いかけられる。

「──女王になりたいか？　オクタヴィア」

「いいえ」

　即そく答とうした。本心だもの！

　能力的には、兄で問題ないし、『高こう潔けつの王おう』の原作を鑑かんがみても、兄が次期国王なんだと思う。個人的希望としては、アレクになって欲しいなーとは思っているけど。

　私は女王なんて器うつわじゃない。無理！　王女でもいっぱいいっぱい！

　父上が苦笑する。

「そう答えるしかなかろうな。わたしも失言だった。愚おろかな問いをしたな。忘れよ」

「……忘れます」

「だが、お前が女王即位を狙ねらっていると囁ささやく声は多いぞ」

　──なんですと？　だからあんな質問したの？

　もう、この執務室に入ってからというもの、驚きの事態が連発すぎて……！

「そのせいで、セリウスも必要以上に過か敏びんになっている。シルに害が及およぶのではないかとな。お前に後ろ暗いところがないのなら、恋人を披露目の場で紹介するのが良いだろう」

　やっぱり、披露目は避けられない……？　でも、父上のこの口ぶり……。

「父上は、先ほど、別れさせるようなことはしたくないとおっしゃいましたが──それは本気ですか？　わたくしは、わたくしの望む殿方と添そい遂とげることが可能なのですか？」

　恋愛結婚可能なんですかね、父上！

　そこのところをはっきりとお願いします！

「相手を知らねば、判断もできぬがな。頭ごなしに否定はせぬ」

　よっしゃああああ！

　むしろこれは好こう機き！　恋人がいます路線は続行！　ここで恋人がいないとなったら、私はフリー！　やっぱお前政略結婚ねコース一直線！　こっちこそを回かい避ひ！

「例外は、あるが」

　私が恋人でーす！　て連れてきて即そく却きやつ下かされる人物っていうと……王家と折り合いが極きよく端たんに悪い貴族とか、重じゆう犯はん罪ざい者しやとか？　身分はどのくらいまでなら許きよ容よう範はん囲い？　ここのところ、詳くわしく探っておかないと！　却下ポイントはどこですか！

「例外とは、どのような者でしょう？」

「お前がここで相手を明かしてくれるなら、説明しよう」

　言わないってわかってての、この返しとみた！

　私と父上は微笑み合った。父上が笑みを消す。

「──いま、相手の名を言う気はないのだな？」

「はい。お許しください。父上。その代わり、兄上が提案してくださった通り、二週間後に披露目の場を設けましょう」

　一カ月欲しいけど、譲じよう歩ほして兄の言った通り二週間にしておく。

　二週間！　二週間で（偽装の）恋人をゲットして披露目。

　たぶん婚こん約やく期間へ移る。一年ぐらいはもらえるんじゃないかな？

　その間に、本命の恋人をゲット！

　私の心変わりか何かを理由に（偽装の）恋人と円満に別れ、本命と恋愛結婚コース！

　これだ！

　ピンチはチャンス！




　こうして、二週間後、私は（偽装の）恋人を、家族に紹介することになった。







「──待て、オクタヴィア。レディントンからお前宛あての招待状が届いている」

　そのまま、すっきりとした気分で辞じ去きよしようとしていた私を、父上が呼び止めた。

「レディントン伯はく爵しやくが？」

「二日後の、準舞踏会に招待したいそうだ」

　国王が主しゆ催さいするのは、舞踏会。貴族が主催するのは、準舞踏会。エスフィアではこういう明確な区別がつく。舞踏会が開かれるのはもちろん王城。準舞踏会には一切出席していなくても、こちらに出ていれば社交上は問題ない。ただ、どちらも出席者を二日前に新たにねじ込むのは、あまり普通じゃない。

「ずいぶん、急ですこと」

「あちらも事情があるようだ。お前を出席させることで、目玉にしたいのだろう。お前は滅めつ多たにこういった催もよおしに出ないからな」

　ローザ・レディントン。エスフィアでは、女性ながら数少ない当とう主しゆ権けんを持つ貴族の一人。三十五歳の女伯爵だ。公式の場では、私もよく話をする。親しいほう、かな？

　準舞踏会か……。

　こういう催しは、長らくサボっていた私です！

　だって、エスフィアの準舞踏会はひと味違う！

　食べて踊おどる、社交の場。男女で踊る。ここまでは普通。

　……男同士でも踊る！　──男と男の出会いの場。

　これはエスフィアならでは！

　最初は腐女子魂で、楽しくウォッチングしていた。でも、私、乙女おとめ心ごころもあるから！

　自分には恋愛の気配がないのに、周りの男たちのカップル成立を見続けるのって、年頃の少女としては辛つらい！

　侍じ女じよたちのように、死んだ魚のような目になっていく自分がはっきりとわかるから！

　──というわけで、貴族からの招待状が来ても、どうしても断れないものを除のぞいて、欠席しまくっていた。

　それも、今日が最後。

　恋人探しのために、どんどん出席しようって決めたばかり。

「どのような方々が出席なさるのでしょう」

　とはいえ、兄派の貴族たちばっかりだと、望みが薄うすいからやめておかなきゃ。

　父上が腕を伸ばし、無言で書状を私に差し出した。受け取って、見てみる。

　丁てい寧ねいな私宛ての挨あい拶さつと共に、そこには出席者の名前がずらりと書き連ねてあった。

　ふーむ。エスフィアの二大派は閥ばつの筆ひつ頭とうの名前はなし。有力貴族の名前も少ない。

　あ！　でもおじ様が！　燦さん然ぜんと輝くナイトフェロー公こう爵しやくという文字が！

　……どうも、親子で出席するみたい。長男のデレク・ナイトフェローの名も公爵のあとに綴つづられていた。この長男は、兄の友人だから、（偽装の）恋人を頼むのなんてはなから無理として──おじ様に会える！

　これだけで私の心はぐぐぐっと出席に傾かたむいた。

　それから──見み逃のがしてしまいそうだった、とある名前で、視線を留とどめる。

　ルスト・バーン。

　エレイルからの手紙を待つまでもないみたいだ。

　これで心は完全に決まった。

「父上。わたくし、レディントン伯爵からのご招待をお受けいたします」











セリウスとデレクの密談






　深夜、秘密通路を通って訪ねてきた友人の顔を見、俺は嘆たん息そくした。

　知りたかった結果は、その表情だけでわかった。

　また、なのだろう。

　椅い子すに深く腰こしをおろす。

「犯人が吐はいたのは、またオクタヴィアの名前か？」

「……残念ながら」

　席についた友人、デレク・ナイトフェローが不満げに顎あごを引いた。

「逆に、わざとらしすぎて怪あやしい。シルの命を狙ねらった実行犯が、一いち様ように首しゆ謀ぼう者しやとしてオクタヴィア様の名前を吐く。明らかな作さく為いだ」

　デレクが頭を搔かきながら、小さく首を振った。

「──ただの真実だとしたら？」

「おい、セリウス」

「糸口は、何であっても欲しいさ。少しでも疑いがあるなら、妹でも除じよ外がいすべきじゃない。オクタヴィア本人ではなくとも──たとえば、オクタヴィアの言う『恋人』はどうだ？　『恋人』なのかも定さだかではないが」

「そこからか？　話としては聞いたが、別にオクタヴィア様に恋人がいてもおかしくはない。お前だってシルと相そう思し相そう愛あいだろうが」

「王女に恋人がいるのに、これまで一いつ切さい噂うわさにのぼらなかったほうが妙みようではないのか？　誰も知らないだなどと。相手の男の顔も、名前も、何一つ、だ。この、王城で」

「そこは、オクタヴィア様だからこそ、じゃないか？　完かん璧ぺきに隠かくし通していたんだろう」

　あの妹のことだ。確かに隠し通したとしても、不思議ではない。

　だが──。

「相手はいるが、『恋人』ではなく、何らかの協力者だという可能性もある」

「だとしたら、何な故ぜわざわざお前に愛する者がいるなんて教えるんだ？　ずっと黙だまっていればいい」

「オクタヴィア流の宣せん戦せん布ふ告こくかもしれない」

　やれやれ、とデレクが天てん井じようを仰あおいだ。

「──疑いの念を残しておく程度なら賛成だが、おれはお前の考えすぎだと思うね。噂にかこつけて、勝手に名を利用されている。そんなところだろう。オクタヴィア様の名前は、出すだけでいい隠かくれ蓑みのになるからな」

　現に、俺も惑まどわされている、とでも言いたいのか。

　俺の周りにいる人間は、どちらかといえば、オクタヴィアを警けい戒かいしている。

　それらの中で、例外が、俺の恋人であるシルと、このデレクだった。

「……お前がオクタヴィアを庇かばうのは、ナイトフェロー公こう爵しやくのせいか？」

　表だって権力を行使しないが、裏では絶大な影えい響きよう力りよくを持つナイトフェロー公爵。……オクタヴィアは何故か、かの公爵に懐なついた。公爵自身も、娘のようにオクタヴィアを可か愛わいがっている。デレクは、そんな公爵の長男だ。茶色の髪と瞳ひとみは、公爵夫人とよく似ている。顔立ちや性格は公爵似だ。

「父とオクタヴィア様は親しいが、おれはここ数年、オクタヴィア様とほとんど話したこともない。むしろ、おれには厳しい父が、オクタヴィア様には甘あまかったからな。憎にくたらしく思ってあの方をいじめていたのがおれだぞ」

「……そうだったか？」

　デレクが一いつ瞬しゆん、妙な顔をした。

「ああ。いじめていたのがバレて、父とお前に大目玉を食らってから、こりた。むしろそのときの恐きよう怖ふの記き憶おくのせいで、おれは長年、間接的にオクタヴィア様恐きよう怖ふ症しよう……」

　半なかばで、デレクが言葉を切った。

「セリウス。お前、オクタヴィア様をどう思っている？　言ってみろ」

　俺が、オクタヴィアをどう思っているか？　決まっている。

「……昔から、嫌きらいだよ」

　妹もそうだろう。俺を嫌っているはずだ。

　そう。昔から、俺は妹が嫌いだった。

　好意には好意。敵てき意いには敵意。そんな単純な世界に身を置いてきたわけではない。

　オクタヴィアが俺を嫌っているからといって、それを流せないようでは、王の器うつわではない。だが、オクタヴィアに対してだけは、上う手まくいかなかった。

「……昔から？」

　デレクが戸と惑まどったような声をあげた。

「どうした？」

「お前、忘れてるのか？　昔は、あんなに……」

　あんなに？

「何だ」

「逆だ。お前は冷たい態度のオクタヴィア様と、何とか仲良くなろうとしていた。……妹が可愛くて仕方がないって、嫌いやがられても、構ってただろ。好きだったんだよ」

「──俺が、オクタヴィアを、好き？」

　自分で口にしてみても、信じられない。

「おいおい。本当に、忘れてるのか？　おれが子どもの頃にオクタヴィア様をいじめたのは、何も父だけが理由じゃない。お前への態度も気に入らなかったからだ。おれがオクタヴィア様をわざと転ばせたとき、お前、自分が何をしたか──」

「……何を、した？」

「激げつ昂こうして、おれと殴なぐり合あい取っ組み合いの大おお喧げん嘩かだ。オクタヴィア様が、父を呼びにいって、やめさせられた。おれは大目玉を食らった」

「……冗じよう談だんだろう？」

　もし、その光景を目もく撃げきしたとしたら、俺はデレクを咎とがめただろう。しかし、妹のために俺が激昂する？　──ありえない。

「それはおれの台詞せりふだぞセリウス。疑うなら父にも訊きいてみろ。忘れたのはいつからだ？　きっかけは？　何か、覚えていないのか？」

「きっかけも、何も……」

　ない、と答えようとしたとき。

　何かが、誰かの姿が、脳のう裏りに浮うかんだ。

『××××──』

　だが、霞かすみのように、浮かんだ情景は、すぐに消えた。

「…………？」

「セリウス？」

「あ、ああ」

　頭を振る。

「──子どもの頃のことだ。記憶が曖あい昧まいになることもあるだろう。たとえ、昔はオクタヴィアと仲の良い兄妹きようだいになろうとしていたのだとしても、いまは違う。それだけだ。……そんなことよりも、俺はシルの身の安全をはかりたい。再開しだしたのは、ちょうど三カ月前だ」

　シルは、命を狙われていた。だがその脅きよう威いは、首しゆ謀ぼう者しやの死によって去ったはずだった。

　ところが、三カ月前から、再びシルは命を狙われはじめた。

　理由は、わからない。敵の正体も、いまだ摑つかめていない。俺は後ご手てに回っている。

　そんなとき、ようやく捕つかまえることのできた──捨すて駒ごまだろう実行犯が、雇やとい主ぬしとして口にしたのが、オクタヴィアの名前だった。

　数日前に取り押さえた二人目も。

　ただし、額がく面めん通どおりに信じることはできない。頭では、理解している。犯人が噓うそを言ったのかもしれない。あるいは、噓を教えられていたのかもしれない。

　だからといって、オクタヴィアは潔けつ白ぱくなのか？

「三カ月前──まさかお前、オクタヴィア様の護ご衛えいの騎き士しと関連づけたいのか？」

「クリフォード・アルダートンだ。あの男が城に来てから、シルが狙われ始めた」

「あの騎士に不ふ審しんな動きはないぞ。常にオクタヴィア様を守っているのが不審だ、なんて言うのはやめてくれよ？　それにシルが言っていたぞ？　四年前、シルを助けた男に似ているって。もし同一人物だとしたら、むしろ味方かもしれない」

「……楽らつ観かん的てきすぎる」

　味方だと？

　──オンガルヌの使し者しやがか？

　そう言い返すのは、堪こらえた。これは、たとえデレクが相手でも口にするようなことではない。

　父上も、ご存じのはず。しかし、父上は俺にあの男の素す性じようを伝えなかった。

　俺が知ったのは、まったく別の方面からだ。

　俺も知っているという事実は、伏ふせておかなければならない。そして、アルダートン自身への接せつ触しよくもまた、オクタヴィアの護衛の騎士とあっては、難しい。

　オンガルヌの使者。

　サザ神しん教きようの頂点に君くん臨りんしていた、我わが王家への反逆者、ナタニエルを屠ほふった男。

　このナタニエルこそ、シルを付け狙っていた首謀者だった。

　何故ナタニエルがシルの命を狙っていたのか、理由を問とい質ただすことはもはや叶かなわない。

　──ナタニエルは死に、シルが狙われることは、なくなったはずだ。

　だが、まだ何者かが、シルを亡なきものにしようとしている。

　それが、オクタヴィアでないといえるか？

　三カ月どころか、もっと前から、オクタヴィアがクリフォード・アルダートン──オンガルヌの使者と繫つながりを持っていたのだとしたら？　ナタニエル殺害の事実にも、別の意味が見えてくるのではないか？

　オクタヴィアが女王即そく位いを目もく論ろんでいる、との噂もある。俺の対たい抗こう馬ばとして名が出るのは、本来なら弟のアレクシスのほうだろう。しかし、アレクシスが国王即位を、と噂されるよりも、よほど信しん憑ぴよう性せいが高く聞こえるのが現状だった。

　オクタヴィアならあるいは──そう思わせるだけの素そ地じを、本人が持っていることに加え、父上の態度が関係している。父上はアレクシスの王位継けい承しよう権けんを剝はく奪だつしようとしていた。思いとどまったのは、当時貴族たちから反対の声が多くあがり、無理に押さえつければ争いに発展しかねない事態に陥おちいったからだ。父上が意を撤てつ回かいしたことで、内々に収しゆう束そくした。

　しかし、その事実は、父上がアレクシスを王位に即つけるつもりはないのだと、貴族の間に知らしめることになった。

　アレクシスの誕生の経けい緯いが気に障さわったからこその、国王イーノックのらしくもない浅せん慮りよだった、とも。

　──果たして、そうだろうか。

　一夜の過あやまちで生まれた子だから、父上はアレクシスを疎うとんじている。本当にそれだけか？

　何にせよこれが、アレクシスが国王になるよりも、オクタヴィアが女王となる可能性のほうがあると盛大に囁ささやかれる理由だろう。

　次期国王は、現国王である父上が指名し、決定する。

　継承権はあっても、アレクシスにその芽はない。それを知る貴族の囁きが伝でん播ぱし、オクタヴィア自身の評判と混ざり合い、現在の噂になった。

　もちろん、アレクシスが即位する方法はある。

　自ら兵を率ひきいて、父上に反はん旗きを翻ひるがえすのなら別だ。しかし、そこまでの意志がアレクシスにあるのかどうか？

　では、オクタヴィアならどうか。

　父上は、オクタヴィアに関しては、継承権について言げん及きゆうしたことは一度もない。少なくとも、剝はく奪だつすると言ったことはない。指名される可能性は残っている。いや、残している。

　俺が死亡すれば、アレクシスではなく、おそらくオクタヴィアが女王として即位するだろう。

　オクタヴィア自身が、噂のように、わかりやすくそんなそぶりを見せてくれたならいっそ楽だった。

　現実には、オクタヴィアの行動は、王女としての範はん疇ちゆうを越こえたことはない。

　だが妹が野や心しんを持ち、俺を即位のための障しよう害がい、敵と見なしているなら──弱点を狙うだろう。

　俺の弱点は、シルだ。

　そして、シルを喪うしなえば、俺もまた、死んだも同然だ。俺自身を殺すまでもない。狙いは、正しい。

　沈ちん黙もくする俺に対し、デレクが言葉を重ねた。

「オクタヴィア様のおかげで、シルが助かったことが何度かあったのはどう考えている？　これも忘れたと言うんじゃないだろうな？」

「──忘れては、いない」

　俺とオクタヴィアの仲は、良くはない。そしてオクタヴィアは、俺とシルの関係を、快こころよく思っていない。にもかかわらず、シルの危機に繫がることでオクタヴィアから助じよ言げんを受けたことがあった。

　その多くは、ナタニエルの脅威が消えてからのことだ。命を狙ったものではなかったが、シルに敵意を持っていた内部の人間をあぶり出すことができた。

　──情報は、恐おそろしいほど。まるであらかじめ物語が出来上がっているかのように、正せい鵠こくを得ていた。

「オクタヴィアは、詳くわしすぎた。どうやって知った？」

「腕の良い間かん諜ちようでも飼っているんじゃないのか」

「三カ月前を境さかいに、助言がなくなったのは、どう考える？」

　デレクが大おお袈げ裟さにため息をついた。

「どうあっても、オクタヴィア様を黒幕にしたいみたいだな、セリウス」

　むしろ、何故オクタヴィアが無関係だといえる？　符ふ合ごうしすぎる。

「夕食会で、オクタヴィアがかたくなに『恋人』の名前を告つげようとしなかったことも、引っ掛かる」

「だから披ひ露ろ目めの場なんて名めい目もくで、相手を引きずり出そうとしたのか。あの場にいた使用人たちがさえずったせいで、もう城中に知しれ渡わたっているぞ」

「好都合だ」

「それで、ただの恋人が出てきたらどうする？」

「──祝福するさ」

　当然のことだ。

「そして、オクタヴィア様の結婚を後押しし、オクタヴィア様が産んだ子は、取り上げるつもりか？」

　揶や揄ゆするかのような口調だった。

「お前も、世よ継つぎについて小言か？　──そんなことは、考えていないが」

　そうだ。考えては、いない。

「が？」

「それができるなら……」

　呟つぶやきは、喉のどの奥に消えた。

　ややあって、デレクが口を開いた。

「肯こう定ていするとは、思わなかった」

　友人は、こう続けた。




　──セリウス。お前、本当に、忘れているんだな。




　翌朝、オクタヴィアが十三日後に、恋人の披露目の場を設もうけることになった、と知らされた。











『オンガルヌの使者』が見る世界・１






　王城は昼と夜で姿を変える。

「それでは。アルダートン様」

　頭を下げ、女によ官かん長ちようが扉とびらに手をかけた。日の終わり。定刻を迎むかえると、第一王女の私室には外側から鍵かぎがかけられる。護ご衛えいの騎き士しであるクリフォードもみだりに近づくことは叶かなわず、オクタヴィア本人も朝になるまで出ることは不可能となる。私室ばかりではない。王女一人を内部に残し、城の周辺区画が完全に閉ざされる。徹てつ底ていしているのだ。

　第一王女オクタヴィアの安全のためといえば聞こえはいいが。

　──人を通さぬ華か美びな牢ろう獄ごく。そう形けい容ようするのが妥だ当とうだろう。

　オクタヴィアは、とかく行動に制限を受ける。日中は護衛の騎士が必ず付き、自室にいるとき以外は常に周囲に人がいる。夜はこうして閉じ込められる。

　天てん空くう神しんの祝福を受けた──クリフォードにいわせれば、呪のろわれているに等しいが──エスフィアの王族は、男系でありながら、その血ち筋すじが王女たちによって繫つながれているからだ。

　過去、己おのれの運命を儚はかなみ、逃とう亡ぼうした王女が存在した。その当時のエスフィア国王の姉だ。血ち眼まなこになって捜そう索さくがなされ、王女は城に戻された。だからこそ、エスフィアは王族の血筋が途と絶だえることなく、いまだ歴史ある大国として存続している。

　なんとも歪いびつな国だ。王や王子は同性を伴はん侶りよとし、己自身の血は残さない。

　だが、直後に、クリフォードは思い直した。

　──いや、残せなかったのか。自身の息子むすこであるアレクシスを誕たん生じようさせてしまった現国王のイーノックが例外なだけだ。

　故ゆえに、どの時代でも、世よ継つぎを儲もうける王女は欠かせないものだった。

　エスフィアにとって、王女とは守るべき宝。

　反対の見方もある。逆に、王女が存在しているからこそ、王族の男子が──王が同性の伴侶のみを選ぶ逃げ道となってしまっているのではないか？　同どう性せい婚こんが繰くり返かえされても、王族の血が受うけ継つがれる仕組みが崩ほう壊かいすれば、歪ゆがみは正されるのではないか？

　──夜の王城ではことさらに音が響ひびく。

　女官長の手によって、扉に鍵がかけられる。金属のこすれる様が不快な音を発生させた。

「……アルダートン様」

　呼びかけられ、クリフォードは扉に定めていた視線を女官長に向けた。鍵かぎ束たばを手に、王女の私室を背にし、立った女官長が苦く渋じゆうの顔つきで口を開く。

「これは、いつまで続くのでしょうか？　オクタヴィア殿でん下かは不満を漏もらしたことはございませんが、いくら殿下を守るためとはいえ──」

「事態が落ち着くまで、と陛へい下かからは伺うかがっております」

　淡たん々たんとクリフォードは返した。

　王女に対し、歴代の王は守しゆ護ごと監かん視しをかねてその行動を制限してきた。

　しかし、イーノックが、オクタヴィアを夜の間、この華美な牢獄に閉じ込めるようになったのは、三カ月前からだ。監視の意図も少なからずあるだろうが、娘の身の安全を重んじるための措そ置ちだった。その意味合いのほうが強い。

　唯ゆい一いつの王女を殺し、体制を破は壊かいしようとする勢力に対して。

　オクタヴィアを害する恐おそれのある者から守るためには、本人を隔かく離りしてしまうのが手っ取り早い。──護衛の騎士となった、クリフォードからも。

『宝を壊こわすつもりではあるまいな？　──オンガルヌ』

　オクタヴィアが、よりにもよって自分を護衛の騎士として選んですぐ、国王イーノック自らによって投げかけられた問いが脳のう裏りに甦よみがえった。

『おっしゃる意味がわかりかねますが』

『宝が壊れれば、この閉へい塞そくした我わが王家の状じよう況きように変化が訪おとずれるやもしれぬ。だがわたしは、宝が壊されることは望まぬ。命令だ。聞け』

『命令も何も、私は恐れ多くもオクタヴィア殿下の護衛の騎士に就任したばかりです』

『……笑わせるな、オンガルヌ。選ばれはしたが──護衛の騎士としてオクタヴィアに仕つかえるというのか？　望んでいたわけではなかろう』

『どうでしょうか。オクタヴィア殿下次し第だいだと申し上げます』

「──アルダートン様」

　クリフォードの返答に黙もくしていた女官長が呟つぶやいた。

「わたしなどがいまさら言うことではありませんが、どうぞオクタヴィア殿下をお守りくださいますよう、お願い申し上げます」







　最低限の明かりが灯ともされた城内を歩く。一日の任務を終え、オクタヴィアの私室から、護衛の騎士であるクリフォードに宛あてがわれている部屋へ戻る際には、大だい回かい廊ろうを通らなければならない。──これは、護衛の騎士に許された誉ほまれだそうだ。

　常つねのように、大回廊の扉を守る兵士と目もく礼れいを交かわし、所しよ定ていの手続きを経へて大回廊へ入る。

　だが、その瞬しゆん間かんに、普ふ段だんとは異なる空気に気づく。──人がいる。

　先客は、その中央で、大回廊を飾かざる天てん井じよう画がを見上げていた。

　天空神の慈じ悲ひと怒いかりを描えがいた創そう世せい神しん話わを。

　冷めた目線でクリフォードもほんの一いつ瞬しゆん、その場から荘そう厳ごんな天井画を見やった。ここはふんだんに明かりが灯ともされているため、夜にこそ、より大回廊の創世神話は神しん秘ぴ的てきな輝かがやきを放つ。しかし血ち塗ぬられた歴史を持つ王城の中で、クリフォードが最も不快だと思う空間が、この清せい浄じようなる大回廊だった。

　──天空神を讃たたえる間など。

　無言で歩あゆみを進める。

　クリフォードを待ち受けていたのだろう。石いし床ゆかに描かれた、天空神が眺ながめる、地上で起こる醜みにくい争い。その中心図を踏ふみ、エスフィア国第二王子アレクシスは一声を放った。

「アルダートン。貴様は何者だ？」

「既すでにご存じのはずです。クリフォード・アルダートンと申します」

　エスフィア国の第二王子は、姉姫と仲が良い。誰もが知る周しゆう知ちの事実だ。だが……。

「では、姉上の何だ」

「護衛の騎士であると答える他ありませんが」

　そう口にしながら、無む防ぼう備びに王女の私室に招かれたときのことが思い出された。

　──オクタヴィアに『徴しるし』をつけたときのことも。

　クリフォード、と呼ばれたとき、感情が震ふるえた。

　我が『主しゆ』。

　その皮ひ肉にくさに嘲あざ笑わらいたくなる。よもや、あれほど疎うとんじていた『主』を再び得ることになろうとは。それも今度は、自分の意思で。

「私は貴様が信用できない」
















　アレクシスの言葉を聞き、思う。

　そうだ。それが正しい。

　その逆を臆おく面めんもなく言ってのけたオクタヴィアこそがおかしい。そして『主』たり得うる。

「姉上の護衛の騎士を降りろ」

「──これまでのオクタヴィア殿下の護衛の騎士にも、同じ命令を？」

　アレクシスが眉まゆ根ねを寄せた。

「オクタヴィア殿下を守る護衛の騎士が、これまで頻ひん繁ぱんに交こう代たいしていたのは、アレクシス殿下が関かん与よされているからでしょうか？」

「くだらない質問だ。答える必要性を感じない」

　かぶりを振ったアレクシスが吐はき捨すてた。

「──貴様は姉上の側にいるべきではない。それは、わかる」

　その通りだ。しかし。

「だから何だと？」

　オクタヴィアには決して向けたことのないだろう、アレクシスの凍こごえ切った視線をクリフォードは受け流した。

「私に命令できるのはオクタヴィア殿下のみということをお忘れなきよう。私を護衛の騎士に望んだのはオクタヴィア殿下です。あの方が私に職を辞じせ、と命令されたのならば、私も従いましょう」

「姉上が、望んだ……」

　忌いま々いましげに呟き、一度顔を伏ふせたアレクシスは、すぐに視線を上げた。

　第二王子の瞳ひとみに、揶や揄ゆするような色が宿る。

「貴様が、姉上の信しん頼らいに報むくえるとでも？」

「オクタヴィア殿下が私を望む限り」

　二ふた心ごころはなかった。『主』となったオクタヴィアの敵は屠ほふり、忠実なる『従じゆう』として守ってみせよう。この言葉に偽いつわりはない。




　──いまはまだ。そのときまで。




「姉上を裏切ったら、貴様の息の根を止めてやる」

「できるものなら」

「──っ！」

　なおもアレクシスが何事かを言いかけたとき、大回廊の扉の一つが開いた。

「アレクシス殿下！　いくら向かう先が大回廊といえ、夜に単独で行動されるのはおやめください！」

　第二王子付の護衛の騎士の一人だった。クリフォードの姿を認めると、目を見開く。新顔だ。オクタヴィアのことばかりが有名だが、アレクシスの護衛の騎士も長期で勤め上げている者は少ない。アレクシスがため息をついた。

「騒さわぐな。──たまに、ここに来たくなる。もういい。気はすんだ。部屋に戻る」

「お送りします」

「……わかった」

　護衛の騎士を伴ともない、踵きびすを返したアレクシスの背中に、クリフォードは声をかけた。

「アレクシス殿下は、大回廊がお好きですか？」

　訝いぶかしげに、アレクシスがこちらを見た。

「……だとしたら？」

「実にらしい、と」

「…………」

　それをどう受け取ったのか。表情を殺したアレクシスが大回廊をあとにする。護衛の騎士が目礼し、クリフォードもそれに応おうじる。

　やがて、静せい寂じやくの戻った大回廊で、クリフォードは実に久しぶりに、不快感を催もよおす天井画を、視界の全体に映した。
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　準じゆん舞ぶ踏とう会かいに行くとなったら、準備が必要！

　会場は、準舞踏会の定番となっているところ。

　王都には、催もよおし用のお高い貸出ホールが幾いくつかあって、お金のある貴族は大たい抵ていそこを利用する。

　もちろん、自分の館を会場にするのも良し。その代わり、提供する食事や、招待客への接客指示、楽団や演奏曲の選定やら、何から何まで自分で采さい配はいを振ふらなければならない。準舞踏会を開いたものの、大失敗、なんてこともある。

　成功すれば評判も上がって上々なんだけど、主しゆ催さい者しやとしては手間がかかるのが難なん。時間も取られる。どっちかっていうと、爵しやく位いはあってもお金がなかったり、問題を抱かかえた貴族が一いつ発ぱつ逆ぎやく転てんを狙ねらって、とかじゃない限り選ばない方法かな。

　──そこをですよ、貸出ホールを利用すれば、利用代金はお高いけれども、ぜんぶセットでついてくる。可か愛わいらしい会場にしたいときは、そう注文すれば、リボンたっぷりで装そう飾しよくしてくれるし、変わった料理を提供したいと注文すれば、他国の料理が出てくる。アイディアと資金があれば、少ない手間で思い通りの準舞踏会を開けるというわけ。

　レディントン伯はく爵しやくの準舞踏会が開かれるのも、そんな貸出ホールの一つ。

『天てん空くうの楽らく園えん』と呼ばれ、貴族の間でも一番人気の会場。

　天空はもちろん天てん空くう神しんから。それぐらい特上品ばかり揃そろえているってこと。

　楽園という名めい称しようは、見事な庭園がついていることから。一休みに庭へ出て、花々を眺ながめるのも良し。手と手を取り合って、カップルで密みつ会かいしに行くのも良し。

『天空の楽園』への移動時間は、王城から馬車で一時間ぐらい。

　だから、行くだけで一日かかるってことはない。

　当日城を出れば充じゆう分ぶん間に合う。

　問題は──ドレス！

　準舞踏会用に何を着ていくか。

　正確には、ドレス、靴くつ、装そう飾しよく品ひん！　三さん種しゆの神じん器ぎと称しても過か言ごんではない、女の戦せん闘とう装そう備び！　これ！

　王女たるもの、公おおやけの場ではきちんと着き飾かざらないと！

　普ふ段だん、一人でも着ちやく脱だつできるくらい、らっくーなドレス着てるからなあ、私。いや、政せい務むもこの姿で臨のぞんでいるし、王城を闊かつ歩ぽしても見苦しくないデザインにはしているけど、準舞踏会だとそうもいかない。

　気合を入れて正せい装そうしないとね。

　そういうわけで、朝から女によ官かん長ちよう自らがやってきて、衣い装しよう部屋に移動。ドレスを含ふくむ、戦闘装備一式を選ぶことになった次し第だい。決まっていたタイムスケジュールも全面変へん更こう。

「殿でん下かが準舞踏会に出席なんて、腕が鳴りますわ。流行は把は握あくしておりますので、このマチルダにお任まかせを」

　女官長の名前はマチルダ。死んだ魚のような目をしつつ、着々と出しゆつ世せし女官長にまで上のぼり詰つめた男だん爵しやく令れい嬢じよう。私がはじめて顔を合わせたときは、まだ一いつ介かいの侍じ女じよだった。独身の三十六歳。だけど二十代に見える、黒目黒髪の美人。左目の下にほくろがある。

　実はマチルダ、三十歳を過ぎてから、結婚話が幾つか持ち上がっていたらしい。ところが彼女は全部蹴けった。

「もうこの年ですし……。王城に骨を埋うめたいと考えております。わたしは女官長の職と結婚いたしました」

　と。惚ほれる。

　実際、女官長ともなると、老後の不安はないに等しい。辞やめるときも、退たい職しよく金きんと、望めば土地ももらえると思う。培つちかったコネもたくさんあるし。夫に養ってもらわずとも、生活ができてしまう。

　王都は上流階級の間で同性愛が広がっているから、純じゆん粋すいな男女の恋愛結婚は厳しい。だけど、案外女性が結婚しなくても暮らしていける道は開かれているんだよね。皮肉な話。

　地方のほうが男がライバルになる確率が低い分、結婚はしやすいものの、逆に女性が職業で身を立てて暮らすのは難しい。一いつ長ちよう一いつ短たん。

「お待たせいたしました。殿下」

　マチルダが、衣装部屋の巨きよ大だいなクローゼットにかかっていたドレスを何着か手に持ってきた。

　一応、毎年正装用のドレスは新調している。採さい寸すんもされる。それに合わせ、気がつくと増ぞう殖しよくしているっていうか……。

　必要なとき、着るものがない！　なんて仕立屋を呼ぶ事態に陥おちいらないようにっていう措そ置ちなのだ。瞬しゆん時じにあらゆるニーズに対応する、それが衣装部屋の役割。物が揃っていれば、簡単なお直しも侍女が行えるようになっている。

　一回だけしか着ないドレスもあるし、一見無む駄だなようにも見える。だけど王女がいつも同じドレスを着ていたり、見るからに安物を着ていては、やっぱりダメなんだよね。

「流行はこちらです。肌はだを見せるのが最近の主しゆ流りゆうとなっております。色は赤、緑。変わりどころで黒色も注目されています」

　私は手に持っていた扇おうぎを小机に置いた。自分でも、マチルダが見立ててくれたドレスを一着一着、じっくり見てみる。生き地じにも触さわってみた。

　どれも胸元が大きく開いているデザインだった。肩を隠すものがない。色も濃こい赤、緑。原色系。う。形も色も抵てい抗こうあるなあ……。これがいまの流行……！

「マチルダ様。殿下は流行を追う方ではありません。殿下の好みを優先されては？」

　一いつ緒しよにドレス選びをしてくれている、私付の侍女のサーシャが、私の好みバッチリのドレスを三着ほど持ってきてくれた。

　こちらは正装用のドレスながら、どれも着やすさ、動きやすさ重視のデザイン。袖そでありで肩や胸元の露ろ出しゆつは控ひかえめに。色もクリーム色で、パステルカラー。さすがは私付！

「確かに……流行は、殿下の好みとは正反対ね……」

　マチルダが頰ほおに手を当て呟つぶやく。

　いつもの私なら、サーシャ案に飛びつく。だけど……。

「二人の選んでくれたドレスの、中間はないのかしら？　二つの良いところを併あわせ持ったものがいいわ」

　流行も追い、自分の好みも忘れない。二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ず、じゃなくて二兎を得る作戦で！

　マチルダとサーシャが目を丸くした。口を開いたのはマチルダのほうだ。

「準舞踏会に出席なさるということ自体、珍めずらしいこととは思っておりましたが……。そのようなご提案を殿下自ら……。殿下も乗り気ですのね？」

　そりゃあね！

「特別な準舞踏会になりそうなの。わたくしに似合う、最高のドレスで勝負に出たいのよ」

　実はマチルダが来る前、朝食後に、エレイルからの手紙が届いたのだ。本来は貴族とはいえ、一介の兵士からの手紙が私の元まで上がってくることはないんだけど、あらかじめ届くとわかっていれば、裏うら技わざがある。

　エレイルからの手紙には、ルストにすぐ連絡を取り、返事が来たこと。ルストがレディントン伯爵主催の準舞踏会に出席する旨むねが書いてあった。エレイルは丁てい寧ねいに言葉を選んで文章を綴つづっていたけど、要するに、会いたいならそこでルストと会ってくれ。こういうことでしょ！

　原作のルストらしいっていえば、らしい方法かもしれない。

　身を隠しているはずのルストが、どうやってレディントン伯爵の準舞踏会に正規の招待客として潜もぐり込こんだのかは謎なぞ。レディントン伯爵が急に私の出席を打だ診しんしてきたのと関係があるのかどうか……。

　とにかく、ルストと直接対面できることは確定した。向こうも私が会いたがっていることは知っている。

　少しでもルストに好印象を与あたえないと！　第一印象って大事だしね！

　私の意を受けて、マチルダとサーシャがドレスを厳選してくれた。

　マチルダが選んだのは、深い緑色で、アクアマリンが装飾として散る、だけど上品なデザインのドレス。露ろ出しゆつは全体的に控えめ。ちょっと大人っぽいかな。

　サーシャが選んだのは、薄うすい水色のドレス。私の瞳ひとみと同じ色だ。スカート部分が二に層そうになっていて、レースとリボンが合わさっている。清せい楚そな感じだけど、胸元と背中を大だい胆たんに強調したデザイン。こっちも露出度は大人っぽい。

　どちらも流行と私の好みを満たしている。さすがはマチルダとサーシャ……！

「二人とも、素す晴ばらしいわ。ありがとう」

「とんでもございません。殿下」

「殿下はどちらを……？」

　マチルダが一礼し、サーシャが期待に満ちた目で私に問いかけてきた。

　うーん。甲こう乙おつ付けがたいんだよね……。ルストの好みなんて、知らないしなあ……。

　せめて、異い性せいの意見を訊ききたいところ。

　アレク……はいまの時間だと勉学に励はげんでいる頃だから、邪じや魔ましちゃ悪いよね……。

　わかってた。わかってたよ。私って、こんなときに頼たよれるのが弟しかいない……！　確かにアレクは異性だけど、異性だけど、弟だけなんて……！

　異性……。

　はっとした。

　いるじゃない！　私の護ご衛えいの騎き士しが！　クリフォードが！

　衣い装しよう合あわせなので、いまは部屋の外で待たい機きしてもらっている。

　昨夜、父上には意味深なことを言われたけど、心の中に留とどめておくことにして、基本的には私は気にしないことにした。毒も薬になるらしいし！

『従じゆう』なんだし、私がクリフォードを頼たよらずして誰を頼るというのか！

　私は、貴重な、異性の意見を求む！

「サーシャ。クリフォードを中へ呼んでくれるかしら？」

「えっ……。アルダートン様をですか？」

「まだ着替えてはいないのだし、構わないでしょう？　ドレスを決定するのに、殿との方がたの意見も訊きたいのよ。クリフォードなら最さい適てきだわ」

「ですが……」

　サーシャが、マチルダの顔を見た。それを受け、マチルダが私に確認してきた。

「殿下は、アルダートン様を、この場に招いても構わないのですね？」

「──駄だ目めかしら？」

　衣装部屋は二部屋構成。私たちがいる場所とは別に、さらに試着室がある造り。着替え自体はそっちで行う。試着室へ呼ぶんじゃないんだし、特に支し障しようはないと思うんだけど。それとも、衣装部屋ってだけで、護衛の騎士でも入室は難しいのかな。男子禁きん制せい？

「いいえ。このマチルダ。殿下がようやく、そこまで信用なさる護衛の騎士を得られたのだと、安心いたしました。この事実だけで充じゆう分ぶんでございます」

　そ、そこまで大おお袈げ裟さに言わなくてもいいんじゃないかなあ……。

　マチルダが笑顔で頷うなずいた。

「わたしたちもおりますし、他ならぬ殿下自身が望まれたこと。問題ありません。サーシャ」

「はい。お呼びして参ります」

　サーシャは持っていたドレスをマチルダに丁寧に手渡すと、クリフォードの待機する廊ろう下かへ向かった。







　ほどなくして、サーシャはクリフォードを連れて戻ってきた。

　衣装部屋に足を踏み入れたクリフォードは、私の自室に入室したときのように、まず内部を確認した。騎士の習しゆう性せいみたいなもの？　危険なものはないか、とか。間取りとか？

　そうして、視線が最終的に、私へと向けられた。

　何な故ぜ呼ばれたのか疑問に思っているみたい。

「クリフォード。あなたに頼たのみたいことがあるのよ」

「私にできることならば、喜んで」

「マチルダ。サーシャ。お願い」

　クリフォードから少し離れた場所にマチルダとサーシャが立った。それぞれのドレスを、全体像がはっきりわかるようにして持ってくれている。

「アルダートン様。この緑色のドレスは流行色で……」

「殿下は柔やわらかな色合いを好む方なので、色の部分では流行を追わずに……」

　マチルダたちは、自分が選んだドレスに自信があるからか、それぞれのアピールをすることにしたようだ。女官長と侍女という立場を越こえて、二人の間に火花が散っている。そうしながらも、現在のドレスの流行と、私のドレスの好みについて、クリフォード向けの解説にもなっていた。女の闘たたかいすごい。

　二人のアピールタイムが終わった頃を見計らって、私は言葉を添そえた。

「わたくし、明日の準舞踏会に出席するのよ。ドレスを、この二つのうちのどちらかにしようと思っているのだけれど、女ばかりでしょう。殿方の意見も訊きたいの」

　クリフォードが二着の異なったドレスを観察するかのようにしばらく見つめた。ついで、クローゼットを一いち瞥べつしてから、私に視線を戻す。

　……青い瞳にじっと見られております！　やがて、ようやくクリフォードが視線を外した。

「──殿下は、普段お持ちになっている扇を、準舞踏会でもお使いになりますか？」

　扇？　いまは小机に置いてあるけど……。

「もちろんよ」

　あれ、一点ものだから！　準舞踏会どころか、舞踏会に持っていっても恥はじない一品に仕上がっていると自じ負ふしております！　顔の前で振って微笑ほほえんでいれば良いように解かい釈しやくしてもらえるし、社交の場でこその必ひつ需じゆ品ひん！　まあ、その社交の場ではまだ一度もあの扇を使ったことはないんだけれども。最後に出たのは……去年の舞踏会で、あのときは白い扇を使っていたんだよね。

　そうですか、とクリフォードが頷く。

「女官長殿どのと侍女殿が持つドレスはどちらも素晴らしいと思います。殿下にお似合いになるでしょう」

　言葉とは裏うら腹はらに、クリフォードがどちらかを選ぶ気配はない。

「しかし──僭せん越えつながら、私が三着目をお選びすることをお許しくださいますか？　殿下」

「まあ」

「あら」

　サーシャとマチルダに続き、私も声をあげた。

「クリフォードが？」

　瞬まばたきする。

「はい」

「──いいわ」

　意外な申し出だったけど、クリフォードがどんなドレスを選ぶのか、興味あるし。物は試ためしってね！
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　一礼し、クリフォードがクローゼットへ向かった。

　クローゼットは、だいたい色ごとにドレスが分けられている。原色系のドレスが揃そろう一角に向かったクリフォードは、そこから一着のドレスを持ってきた。

「アルダートン様。わたしにお渡しください」

　ドレスを受け取ったマチルダが、私に近寄り、よく見えるようにしてくれる。

　赤と黒の二色を使ったドレス。身体の中央部分は赤で、他は黒。ドレープの入ったデザイン。所々に散ったパールの飾かざりが明るさを添える。ワンショルダータイプ。そしてここがちょっと変わっている。取り外しできる黒地の長い布付き。ワンショルダーになっている左側の肩にかけられる仕し様よう。

　色はマチルダの言っていた流行の二色だし、ワンショルダーで、露ろ出しゆつもそこそこある。ポイントは取り外し可能な布だね！

　ただ、クリフォードが重視した点は、違ったみたいだ。

「そのドレスなら、殿でん下かの扇おうぎとも調ちよう和わするかと」

　私は、小机の扇に手を伸ばし、開いた。黒い羽根が広がる。

　確かに、マチルダとサーシャが選んでくれたドレスは、ドレス自体の自じ己こ主しゆ張ちようも強い──それだけ単体で完成されている──から個性がぶつかり合って、この扇とはちょっと合わないかもしれない。たぶん、扇が浮うく。

　いま着ているものも含め、普段着用のドレスはどれもそれなりに、何にでも合わせやすい色とデザインを重じゆう視しに仕立てたから、特に扇を意識したことはなかったんだけど。

　クリフォードの選んだ二色のドレスに、扇を近づけてみる。この三着目も、個性は強いものの、扇とぴったりマッチしている。

「あなたは、わたくしの扇に合わせて、ドレスを選んだということ？」

「殿下は、『黒こく扇せんの姫ひめ』として有名です。そちらの扇を当日もお持ちになるなら、扇が映はえるドレスが宜よろしいでしょう」

「黒扇の、姫？」

　私は眉まゆをひそめた。

　聞き捨てならない造語が、クリフォードの口から飛び出したんですけど？

　対するクリフォードは、涼すずしい顔。

「殿下の扇に用いられている羽根は、レヴ鳥ちようのもの。違いますか？」

　レヴ鳥。扇の材料提供をしてくれた、そこらを飛んでる大きめの黒い鳥。王城の敷しき地ち内からでもよく見掛けるし、たまに羽根も落ちている。

「違わないわ」

　認めると、種明かしをしてくれた。

「レヴ鳥は不ふ吉きつの鳥として忌いみ嫌きらわれております。貴族階級以上の女性が持つ扇も、白が一いつ般ぱん的てきです。ところが、殿下がその扇を作り、使うことで、そのどちらも打だ破はされました。黒い扇が流は行やり、レヴ鳥に餌えさを与える者も出てきているとか。──故ゆえに、殿下を『黒扇の姫』、と」

　そ、そんな中ちゆう二に病びようなあだ名が、ついていたなんて……！

　いやあああああああ！　小こっ恥ぱずかしい……！

　でも、でも、この扇のふわふわ感は、レヴ鳥の羽根じゃないと……！

「もっとも、レヴ鳥の羽根を用いた扇を使うのは殿下のみのようですが。少なくとも、私は見たことがありません」

　な、何なに故ゆえに？

　そんな風に言われて、俄が然ぜん、私はレヴ鳥の肩を持ちたくなった。不吉の鳥って、レヴ鳥の何が悪いっていうの？　換かん羽う期きでもないのに、レヴ鳥の羽根をむしり取ってもっとたくさん扇を作れってわけじゃないけど、良さは知って欲しい！　説明しないと！

「レヴ鳥の羽根は素晴らしいのよ？　わたくしでなくとも、使えば良さがわかるはずよ」

　返されたのは、淡たん々たんとした一言。

「恐おそろしいのでしょう」

「恐ろしい？」

　鳥が？

「レヴ鳥は、死を運ぶ鳥。そういわれています。サザ神しん教きようにおける、地じ獄ごくを司つかさどる死の女め神がみ。女神の使し役えきする架か空くうの使つかい魔まと、姿が似ていることが発ほつ端たんだとか」

　サザ神教の、地獄……。

「地獄……オンガルヌかしら？」

　地獄って聞くと、どうしてもターヘン編のキーワードが浮かぶ。オンガルヌの名称って、サザ神教が発はつ祥しようだったっけ。

　クリフォードが、口元だけで、ちょっと笑った。楽しそう、かも？

「そうですね。地獄の最果て、オンガルヌより来きたる鳥。レヴ鳥は、オンガルヌの使い魔、と言いい換かえることができるかもしれません」

　つまり、ただ黒い扇なら、ファッションとして受け入れられるけど、レヴ鳥ってなると、無理ってことだよね。もしかして、感覚としては、お葬そう式しき用品を日常的に使ってるのと同じ？　あるいは呪のろいグッズを好き好んで持ち歩いている？

　だからかー！

　扇をこれこれこんな風に作ってねって、特とく注ちゆうしたとき、商人があんなに渋しぶりまくってたのは……。色にも、鳥にも、どん引き？

　教えてくれれば良かったのに！　商人さん！　いや、もしかして、教えるまでもない一般常識？　知っててやってると思われてた？　馬ば鹿かな……！　だって王女教育では出てこなかったよ！　みんなどうやって知ったの？

　──でも、すでに私は、この扇に愛あい着ちやくを持ちすぎている。レヴ鳥だって、このふわふわ羽根を持っているという一点だけで、私の中では偉い大だいな鳥！　オンガルヌの使い魔っていうのも、迷めい信しんだし！　私生きてるし！　うん！

「殿下」

　マチルダが、一歩前へ進み出た。

「その『黒扇』なのですが……ご一考を」

　発覚。女によ官かん長ちようであるマチルダの中でも、『黒扇』で定着しちゃってた、私の扇！

「王城の者は、殿下が『黒扇』をお持ちになる姿に慣れておりますし、ただの黒い扇なら、身分問わず、いまでは使われていてもおかしくはありません。ですが殿下のそれは、レヴ鳥の『黒扇』です。久しぶりの準舞踏会ですし、口さがないことを言う輩やからがいないとも限りません。今回は、『黒扇』をお持ちになるのは、控ひかえられては」

　私を心配してくれたからこその、進しん言げんだった。

「ありがとう、マチルダ」

　まずは、お礼。

　でもね……。もはや、この扇は、私の身体からだの一部に等しいんだよ……！　ふわふわという癒いやしがないと、準舞踏会という魔ま窟くつから生せい還かんできる気がしない！

　この扇を持っていることで『黒扇の姫』と呼ばれるのなら……！　扇を捨てるのではなく、中二病なあだ名のほうを、私は受け入れてみせる！

「けれど、わたくしは『黒扇の姫』なのでしょう？　『黒扇』を持って登場することこそ、期待されているのではないかしら？」

「……このようなことを申し上げるのは、不ふ敬けいだと存じています。ですが、万が一、『黒扇』が殿下に死を運ぶような事態が訪おとずれないとも……」

　マチルダは信しん心じん深ぶかいほうなのかな。知らなかった。実際問題、レヴ鳥の羽根を使った扇を持っているからって、死に繫つながるようなことはないと思うけど、こういうのは気持ちの問題か。それなら、マチルダに安心してもらうためには……。

「そのような事態を防ぐために、護衛の騎士が王族には付いているのではなくて？」

「護衛の騎士……アルダートン様、ですか？」

「ええ。そうよ」

　マチルダに微笑ほほえみかけて、私はクリフォードを見上げた。濃こい青の瞳が、私を見返す。

「──クリフォード。あなたはたとえわたくしが『黒扇』を持っていようと、いかなる死からも守ってくれるはずね？」

　ここは噓うそでも即そく答とうするところだよクリフォード！　マチルダのためにもお願い！

「はい。『黒扇』を持つ殿下であればこそ、私がお守りするにふさわしいかと」

　あ。クリフォードは、結構この扇を気に入ってくれてるっぽい。同志よ！

　嬉しくなってつい王女風を忘れ、私はクリフォードに笑いかけた。

　良さがわかる人はわかるんだよ！　レヴ鳥の羽根！

「頼たよりにしているわ。そこまで言ってくれるのなら──クリフォード。レヴ鳥の羽根をあなたに下か賜ししようかしら」

　突とつ発ぱつ的てきな思いつきにしては、我ながら妙みよう案あん！　誓ちかいの儀ぎ式しきのプレゼントも、結局クリフォードに渡していないし。あれは、『主しゆ』と『従じゆう』の儀式に成り代わったわけだけど。

『主』として、『従』に何か贈おくっておくっていうの、ありかも。

　男の人に扇はあれだから……。羽根は使っていても、別の何かだよね。

「──私にレヴ鳥の羽根を」

　直後、クリフォードの口こう角かくが上がった。笑いを堪こらえているようにも見える。

「わたくしが『黒扇の姫』なら、その護衛の騎士も、レヴ鳥の羽根を持っていてしかるべきでしょう？　おかしなことではないわ」

　そしてクリフォードもレヴ鳥の羽根好き仲間に！　ふわふわ！　ふわふわ！

「羽根を使った、剣用の飾り房ふさはどう？」

　いまクリフォードが腰こしに帯びた剣、柄つかの先の部分にも、飾り房はついている。一般兵士の剣には見られないもの。騎士や、一定階級以上になった兵士なんかが持っている。一種のステータス。

　戦うときに邪魔じゃないかって思うのは素人しろうとの思考！　飾りでありつつ、熟じゆく練れん者しやになると、房はフェイント攻こう撃げきにも使える……らしい！

　見たところ、クリフォードのものは城からの汎はん用よう支し給きゆう品ひん。貴族の場合、この飾り房一つとっても自じ己こ主しゆ張ちようが激しく、素材、色、長さまで、多た種しゆ多た様よう。支給品で済ませているあたりアルダートン伯爵家は武ぶ勇ゆうの名門なのに、クリフォードはその辺のこだわりがないのかもしれない。

「ただし、無む理り強じいをするつもりはないわ。わたくしの希望にすぎないもの」

　好きなものは、布ふ教きようしたくなるもの！　他の人にも好きになって欲しいもの！　でも、無理矢理は駄だ目め！　絶対！　……前世で失敗したんだよね。『高こう潔けつの王おう』を、少女小説好きの友達に勧すすめていた私。友達はのらりくらりと私の推すい薦せんをかわしていた。ぜひ読んでみて欲しい私は、ますます熱くなり、しつこく勧めた。そして、ある日、友達は私に言い放った。「いくら面おも白しろくても、ＢＬは苦手なんだってば！」って。

　……だよね。その友達には謝あやまって仲直りしたものの。

　それまでは、嵌はまるまではいかずとも、まあ読めなくはないって子がいたぐらいで、結構抵抗なく読んで、そのまま腐ふ女じよ子し道どうに入る友達のほうが多かった。だから、私の感覚は完全に鈍にぶっていた。

　自分が好きでも、それがどうしても受けつけない人もいる。押しつけはいけないってことを……！　幾いくら好きでも、布教は、慎しん重ちように。

　相手の意思を尊重しましょう！

　危ない危ない。レヴ鳥の羽根擁よう護ごに意識がいくあまり、ついついこのことをおろそかにして暴走するところだった。

　心の中でトーンダウン。よし！

「嫌いやなら、断ことわってくれて構わないのよ。固こ辞じしたからといって、咎とがめはしないわ」

　私は返答を待った。

「殿下から贈おくり物ものを頂けるなら、喜んで」

　クリフォードの表情は、笑いを堪えた余よ韻いんを引きずってか、心なしか悪戯いたずらっぽく見えた。

「楽しみにしております。頂いた暁あかつきには、ぜひ──」

　帯びた剣の飾り房を示す。

「レヴ鳥の羽根を、この剣に」

　もらってくれる上につけてくれるみたい。

　これでクリフォードも晴れて、レヴ鳥の羽根仲間！

　よーし！　扇を作ってもらった商人に、今度は飾り房で特注しよう！







　ふふ、と笑い声がした。マチルダだ。柔らかく私たちを見つめている。

「杞き憂ゆうでございましたね。このように、殿下が信用なさっているアルダートン様がいらっしゃるのなら──」

　マチルダが頭こうべを垂たれた。

「余計なことを申し上げました」

「いいえ。感謝しているわ、マチルダ」

「念のために確認いたします、殿下。ドレスは、どちらになさいますか？」

　深い緑色のドレス。薄い水色のドレス。赤と黒の二色のドレス。

　この扇が必ひつ須すアイテムな以上──。

「クリフォードが選んでくれたものにするわ」

　他の二つも単品でなら引けを取らない。

　ただ、『黒扇』と合わせるとなると、やっぱり三着目。

　決定。

「それにしても、アルダートン様は、ドレス選びに長たけていらっしゃるのですね。少し悔くやしい気がいたします。……自信がありましたのに」

　腕の中の、薄い水色のドレスを眺ながめながら、サーシャがそんなことを口にした。

「アルダートン伯爵家は、伯爵とアルダートン様以外は、女性ですものね。そのせいで培つちかわれたのでは？」

　マチルダの問いに、クリフォードは首を振った。

「姉が一人と、妹が二人おりますが……生あい憎にく、私は嫌きらわれておりますので。ドレス選びを頼たのまれたことはありませんし、仮に頼まれたとしても、期待に応こたえられたどうか」

「あら、何な故ぜ？」

　私は首を傾かしげた。クリフォードなら、そつなくこなしそうなものだけど。

「私が殿下のドレスを選べたのは、殿下が『黒扇』をお持ちだったからです」

「わたくしがいつも持ち歩いているから？」

「それもありますが──いわば、『黒扇』は殿下の武器のはずです。ですから、私も、戦場に出るときと同じように考えることができました。装備は、まず武器を選び、それに合わせて他のものも決めます」

　ドレス選びにも適用してみた、と。

「武器こそが、命？」

「はい」

「わたくしにとっての武器は、ドレスより何より、まずはこの扇というわけね」

「ご気分を害がいされましたか？」

「むしろ、着るドレスも決まって、良い気分よ。クリフォード」

　扇を顔の前で広げ、にっこりと私は微笑んだ。

　あとは、実際に着て、サイズの調整。扇以外の装飾品と、靴選び！
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　試着室へ移動する。

　中には、姿見が一つ。十人ぐらいは余よ裕ゆうで入れる広さ。

　サーシャ以外の侍じ女じよもやってきて、着付けが始まった。大きな姿見の前で、侍女の指示通りに、腕を上げたり、下ろしたり。お腹なかを引っ込めたり。

　幸い、ドレスのサイズ直しはほとんど必要がなかった。

　侍女たちが離れる。

　あとは自分で動いて、仕上がりをご確認ください、の合図だ。

　私は鏡を見ながら、その場で回ってみた。肩からかけた布が、なびく。スカートの広がり部分も大おお袈げ裟さすぎず、上々。動きにくいなんてこともなく。こうして着てみると、露ろ出しゆつもそんな多く感じない。うん！　いいんじゃない？　自じ画が自じ賛さん！

「こちらをどうぞ」

　サーシャが扇おうぎを差し出してくれる。

「ありがとう」

　大層な名前のついてしまった『黒こく扇せん』を手に持つ。さっと開いて、胸の前へ。

　私……オクタヴィアの顔立ちは可か愛わいらしい系だと思う。全体的なイメージも、髪と目の色からして、淡たん色しよく系けい。淡あわい……存在感が薄い？　よく言えば、優しそう。悪く言えば王女としての威い厳げんは、少々足りない。きりっとしても、甘あまさが抜けない感じ。意識の中に染しみついている前世の価値観をなんとか矯きよう正せいして、王女らしい口調や仕草が板についても、どうにも偉えらそうな感じがいまひとつなのは、この容姿のせいもあると思う！

　それが、扇とドレスの相そう乗じよう効こう果かってやつ？

　鏡に向かって王女スマイルを浮かべてみる。

　いつもより割り増しで高こう貴きに見える！

「何だか……殿でん下かの新たな一面を開かい拓たくしたように思いますわ。殿下。普段、着用なさっているドレスも、この方向で何着か作られては？」

　普段着用のドレスの数は、充じゆう分ぶん足りている。でも、なかなか心動かされる案だった。機会が来たらそうしてみようかな。

「いいかもしれないわね、サーシャ」

　と、鏡の隅すみに、試着室に入ってきたマチルダの姿が映り込んだ。彼女は着付けの間、途と中ちゆうから席を外していた。

「そのドレス、とてもお似合いです。殿下」

「ありがとう。マチルダ」

「ご所しよ望もうのものをお持ちしました」

　マチルダは手に、宝ほう飾しよく品ひんの載のったトレイを持っていた。マチルダの目配せを受け、遅れて入室した侍女が、私の近くに靴を一足揃そろえて置いた。

　トレイに載っているのは、大きなサファイヤを使ったペンダント。

　置かれた靴は、銀色。繊せん細さいな刺し繡しゆうが施ほどこされたもの。特とく筆ひつすべきは踵かかとが低いところ。

　着替えの最さ中なか、鏡の中で着々と整っていく姿を見ながら、装飾品と靴は何にしようかなー、と私は考えていた。一番悩んでいたのはドレスなので、あとは自分でも決められる。

　それと、装飾品は、王家に代々受うけ継つがれてきた品だったり、目玉の飛び出そうな額の宝石のついた品が多くなるから、管理が厳重で、みんなでこれがいいわねー、なんて和わ気き藹あい々あいと選ぶことができないんだよね。王族以外で保管場所に入れるのも、女によ官かん長ちようであるマチルダぐらい。

　それから靴はデザインじゃなくて、履はきやすさと歩きやすさで選ぶから！　私以外の何者も選ぶことはできない。まったくの新品で準舞踏会にチャレンジするのは痛すぎる！　主おもに足が！

　そして、鏡の中で出来上がってゆく自分のドレス姿と睨にらめっこしながら熟じゆつ考こう。

　決めたものを、マチルダに持ってきてくれるよう頼んだ。

　それが以下の二つ。

　装飾品──じゃらじゃら着けるのもなんだし、かといって、なんにも着けないのも寂さびしいので、ペンダントを一つだけチョイス。楕だ円えん形けいにカットされた大おお粒つぶのサファイヤが台だい座ざにはまり、石の色はちょっと紫むらさきがかっている。代々王女が身に着けていたもので、伝統と格式の一品。

　靴──公おおやけの場用に作ったけど、たまに普段も履いて、慣らしていたもの。王族や貴族の女性が履く靴は、踵が高いのが一般的。背も高くなるし、足も長く見える。

　……が、長ちよう距きよ離りを歩くのには向かない。さて、王城は広い。主な移動手段は徒歩。毎日踵の高い靴で歩き回っていれば、どうなるか？　足に負ふ担たんがかかりまくる！　夜は足のマッサージが欠かせない事態に！　侍女たちはこんな苦く行ぎようで仕事を……？　と思っていたら、こちらはちゃんと踵が低い靴を履いていた。

　階級の高い女性の靴は、見み栄ばえ重視。働く女性の靴は、実用重視で分かれていたのだった。私も後こう者しやを導どう入にゆうさせてもらうことにした。それがこれ。銀色の靴。

　この二つを身に着け、薄めの化け粧しようも少し手直し。髪も一部だけ結ゆって垂たらす形で整えてもらったら、完成だ。

　最後に、履き替えた靴で試着室の中を歩いてみる。靴くつ擦ずれしそうな感じもなく、当日もこれなら心配なし！

　踵の高い靴だと、ダンスでの技量が要求されるもんね。この靴なら、ダンスでステップを踏み、足を酷こく使ししても、のちに痛むことも、疲れを引きずることもなく──。

　…………ダンス？

　私の眉まゆ根ねが寄った。

「殿下。せっかくですから、アルダートン様にその姿をお見せしては？」

「それが宜よろしいかと」

　サーシャが提案し、マチルダも頷うなずいている。

「ええ……」

　そう答えながら、私は気もそぞろだった。

　ダ・ン・ス！　忘れてた！　準舞踏会にはつきもののこれを！

　いや、私も、ちゃんと習った。幼少時からみっちりと仕し込こまれている。あの頃は、大人だと身長差的に私が踊おどりづらいということで、問答無用で兄が練習相手だった。兄のリードは上う手まかった。私が足を踏みそうになっても兄は華か麗れいに回かい避ひ。そのうえ、私のステップを正しく引き出すという高こう難なん度ど技術も有していた。

　すらすら踊れるので、私は調子に乗り、あれ、私、ダンス得意なんじゃない？　なんて鼻息を荒あらくしていた。難しそうだったのに、いざやってみたら簡単簡単！

　ダンスの授業も、もうマスターしたから、なんてサボってすらいた。なんて恐ろしい……！　かつての私……！

　当然、そのしっぺ返しはやってくる。

　悲劇は、十歳のとき。それまでも顔出しぐらいはしていたものの、王女として王家の公式行事デビュー──初舞踏会の日を私は迎えた。

　事件は、そのとき起こった。まず、兄と踊った。それはいい。問題なし。兄は私のダンスの下へ手たさを涼しい顔でカバーしていた。

　次のダンスの相手に、私はやらかした。

「一曲」とダンスを申し込んできたのは、当時勢いに乗りまくっていた、商人の息子むすこ。

　父上の伴はん侶りよであるエドガー様が元商人だし、その時期、かなりの商人が宮きゆう廷ていに出入りしていたんだよね。

　私は喜んで応じた。だって、親に「王女様と踊ってあげなさい」って言われたんだとしても、同年代の男の子からダンスに誘さそわれたんだよ？

　少年同士で仲むつまじげにダンスをしている──その様子を指をくわえて羨うらやましく眺めていた十歳の私に、断る理由なんかなかった。

　私の予想では、見事な呼吸で踊りきる、はずだった……。

　だがしかし。

　ダンスは、悲ひ惨さんな結果に終わった。もうボロボロ。私はダンスが下へ手たくそだった。そして相手のダンスの技量は、たぶん普ふ通つうだった。私は足を踏みまくり、その様は、ダンス？　と疑ぎ問もん符ふがつく始末。

　本来は、もっと踊るはずだったのに、打ちひしがれた私は早々に奥へ引っ込んだ。

　後こう悔かいした私は、のちに商人の息子宛あてに「ごめんなさい」の手紙を書いた。……返事はこなかった。その商人、私が手紙を送った前後に、悪どい販はん路ろを開き、かつヤバい商品を流していたとかで、捕ほ縛ばくされていた。

　このせいか、次の舞踏会では、商人の出席者が大おお幅はばに減っていた……。

　これが、私の初舞踏会の顚てん末まつ……！

　次の日から、私はダンスの猛もう練れん習しゆうを開始した。頑がん張ばった。頑張ったよ。で、下手くそから、並になった……！　でも、こう、ダンスへの苦手意識が深しん層そうに残った感じ。

　誘われれば踊るし、見苦しくない程度にこなせるようにはなっていたんだけどね。

　けれども、ブランクがある。私は貴族主催の準舞踏会を欠席しまくっていた。

　かろうじて、舞踏会にだけは出ていたとはいえ。

　──その舞踏会でも、身内としか踊っていない！

　最後に踊ったのは、去年の舞踏会で、アレクとだけ。そしてアレクは、兄同様、私のダンスが並でも器用に合わせて特上に引き上げてしまう希け有うな才能の持ち主！　私の弟がすごすぎる！　だから、アレクと上う手まく踊れても、それはアレクのおかげ！

「さ、殿下」

「ええ……」

　サーシャに誘ゆう導どうされ、試着室から、衣装部屋へ。

　歩いていても、下を見て俯うつむく私の頭の中は、ダンスのことでいっぱいだった。

　落ち着け……私よ！　身体は覚えているはずだから、慣らせばきっと大だい丈じよう夫ぶ。

　レディントン伯はく爵しやくの準舞踏会の前に、踊って練習しておけば……。

「アルダートン様。殿下のこのお姿を拝見しての、ご感想は？」

　マチルダがクリフォードに問いかけている。

　クリフォード？

　私は顔を上げた。濃い青い瞳と視線がかち合う。あのままクリフォードは衣装部屋の中で待たい機きしていたらしい。マチルダが何か言ったのかも。

　それはいいんだけど……。クリフォードが何か言いかける前に、私は口を開いていた。

「クリフォード。あなた、ダンスはできて？」

　きっと、鬼き気き迫せまる表情をしていたと思う。

「……嗜たしなみ程度ですが」

　合格！

「わたくし、どうしてもダンスの練習をしたいのよ。付き合ってちょうだい」

　これは王女命令です！　拒きよ否ひは不可！







　当日の衣装を着ているし、シミュレーションとしてはバッチリ。さすがのクリフォードも、兄やアレク級のダンスの技術を持っているってことはないと思うし。

　たぶん、アルダートン伯爵家の養子としてダンスも学んだ、程度じゃないかな。

　そんなクリフォードを相手に、たいした失敗もなく踊れれば、私のダンスも劣れつ化かはしていないということ！

　マチルダとサーシャだけを観かん衆しゆうに、私とクリフォードは練習室の中央に、向かい合わせで立っていた。舞踏会のときに会場として使用される広間はさすがに使えないので、ここで。防音も施ほどこされている。

　当初は舐なめくさって、のちに死にものぐるいでダンスの練習をした、苦き思い出の残る場所……！

　ダンスの際に流す音楽は、通常は生身の演奏者がいなければ成り立たないけど、ここは王城。他にはない秘密兵器がある。自動演奏の楽器！　舞ぶ曲きよくのレパートリーも網もう羅ら！

「私は殿下の護ご衛えいなのですが……」

「わたくしもダンスの間は『黒扇』を他の者に預けるのよ？　ダンスに武器は不要よ」

　クリフォードが最後まで難なん色しよくを示したのが、剣を手放すこと。護衛の騎き士しとしては、私の身の安全を守るのが仕事。武器を手放すなんてもってのほか。でも、ダンスをするのには邪魔だから、帯たい剣けんしたままってわけにもいかない。

　練習室には、私とクリフォード。マチルダにサーシャ。この四人だけ。安全という観かん点てんから、人数を極きよく限げんまで減らした。これなら、クリフォードが帯剣していなくても、マチルダたちが間かん諜ちようでもない限りは、私が危険に曝さらされる可能性は少ないと思う。

「むしろ、剣を持っているあなたのほうが、この場では危険といえるのではなくて？」

　やっとクリフォードが同意したのは、こう私が主張してからだった。

「……殿下のおっしゃる通りですね。預けましょう」

　私を見み据すえたあと、息を吐はいて、彼は剣をマチルダに渡した。

　剣を一時的とはいえ手放したクリフォードは、普段と比ひ較かくすると、落ち着かない様子。新しん鮮せん。ほとんど滅めつ多たに表情が動かないからこそ、差さ異いがわかるっていうか。

「武器がないと不安かしら？」

「手放している時間のほうが短いものですから」

「長ちよう剣けん以外の武器も外せと言ったわけではないのに？」

　戦いを生なり業わいにする者なら、予備の武器をどこかに隠し持っているものなんだって。最低一つ。人によっては複数。初恋だった護衛の騎士、グレイが講こう釈しやくしてくれた。

　おかげで一時期、私のブームは、『武器当て』になった。騎士や兵士が、どこに武器を隠し持っているか当てるというもの。懐なつかしいな。グレイに良いところを見せたかったんだよね。失恋してからパッタリやめたけど……。

『武器当て』か……。

　服装をメインに、クリフォードを下から上まで観察してみる。

　護衛の騎士にしか着ることが許されない、濃のう紺こんの制服。王家の紋もん章しよう入り。花形の役職だし、見栄えも加か味みしている。似合わない者は、絶望的なまでに似合わない。イケメンしか着こなすことができない、残ざん酷こくな制服……！

　それはさておき、どこに武器を隠し持っているのか、全然わからない。不自然さゼロ。隙すきがまったくない！

「──そういえば、殿下は『武器当て』が得意だったとか」

「クリフォードも知っているの？　子どもの頃の話よ」

「はい。女官長殿に伺うかがいました」

「マチルダったら……」

　他に恥ずかしいエピソードとか、知れ渡っていないよね？

「なんでも、城に入り込んでいた曲くせ者ものを、『武器当て』で看かん破ぱなさったと」

「曲者……」

　うん。あったあった。そんなこともあった。何しろ、私の初恋エピソードと関連付いている。城でも騒さわぎになったし。

「あれは、明らかだったからよ」

「明らか？」

　恋する乙女おとめは、グレイに褒ほめられたい一いつ心しんで、『武器当て』をしまくったからね！　数をこなせば共きよう通つう項こうも見えてくるし、基本から外れている人っていうのが、嫌いやでもわかるんだよね。たとえば兵士は、予備の武器の隠し場所も、上司に教わったりするからか、ほぼ一いち律りつ。安パイの位置っていうのかな。

「隠し場所が、たぶん違っていたの。それに、あの者は、わたくしに『武器当て』をされるのを嫌がっていたわ」

　私は王女で、かつ子どもだった。だから城のみんなは、『武器当て』という子どもの遊びにも快こころよく付き合ってくれた。それを嫌がる人間は、ものすごーく怪あやしい。しかも、自分から私に声を掛けてきたのに。

　私は怖こわくなって、グレイに助けを求めた。それがたまたま正解だった。正体を現した曲者と剣を交えるグレイはすさまじく格かつ好こう良よく、私は惚ほれ直した。そのすぐあとに、グレイは男と恋を実らせて去っちゃうんだけどね！

　あ、ちなみに、狙ねらいは、アレクだったそう。曲者が私に声を掛けたのは、その一いつ環かん。

　雇やとい主ぬしの命令で、アレクを攫さらおうとしていたんだって。五十歳のおっさんが、まだ十歳にもならないアレクに恋こい焦こがれていたんだってさ……。もうね……。いや、いまも昔もアレクは天使だけどね？　気持ちはわかる──はずあるか！　アレクを守れたと思えば、あの頃の私のブームも捨てたもんじゃない。うん。

「なるほど。せっかくですから、私にも『武器当て』をなさいますか？」

　クリフォードにそんな風に言われ、私はかぶりを振った。

「もう試みてみたわ。降参よ。あなたにはわたくしの『武器当て』の基本が通用しないみたい」

「──私も、違う、と？」

　クリフォードの口元が歪ゆがむ。

　確かに、いままでの護衛の騎士とクリフォードでは、毛色が違う。出しゆつ自じという意味でも、いまだ同性との恋愛に陥おちいっていないという点でも！　だけど、ここで肯こう定ていしてしまうと、話の流れから、クリフォードを曲者と見なしているみたいになりそうだよね。

　うーん、と。

「あなたは『武器当て』を嫌がっているわけではないでしょう？　もしあなたが周りと違っていても、重要なのは、そのあと。そうね……あの曲者は拒否したけれど──あなたの武器の隠し場所をわたくしに教える、というのはどうかしら？」

　曲者だったら、奥の手は絶対に明かさないもんね！　それと、単純に、クリフォードならどこに隠すかの好こう奇き心しんもある。

「構いませんよ」

　そうこなくちゃ。

「──殿下のご期待を裏切ることになるかもしれませんが」

　やっぱり教えないってことかなって思ったら、私の早とちりだった。

「私は袖そで口ぐちと靴に短たん剣けんを仕込んでいます。ごく一般的な場所なのではないかと」

「……あら、そう」

「殿下にとっては、つまらない結果ではありませんか？」

　つまらないというか……隠し場所としては普通だ。そこは予想外。でも、該がい当とうの箇か所しよを見ても、短剣があるなんて全然。首を捻ひねってしまう。

　それに、予備の武器が二つあっても、長剣がないと不安なのか……。難なん儀ぎだなあ。職業病？

　──音楽が、流れ始めた。

　準備ができたみたい。自動で楽器が奏かなでるのは、舞曲。宮きゆう廷てい舞ぶ踏とう曲きよくっていうタイトルで、ワイゼネンっていう作曲家作。ウス王の時代に長生きした人で、舞ぶ曲きよくを何曲も残している。

　宮廷舞踏曲は、定番中の定番。密みつ着ちやく度ども高いやつ。

　人気曲なので、これは絶対に当日もかかる。

「オクタヴィア殿下。一曲、お相手願えますか？」

　形式に乗っ取って、私はクリフォードから丁てい寧ねいな誘いを受けた。

「良くてよ」

　軽く頷く。

「お手をどうぞ」

　言葉と共に差し出された手のひらに、右手を重ねる。握にぎり返かえされ、ぐいっと身体を引き寄せられる。もう片方の手が、私の腰に回った。
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　ステップを、私の身体は忘れていなかった。音楽に合わせて、ちゃんと動く。クリフォードも──兄やアレクほどではないけど技量は並以上。伯はく爵しやく家の養よう子しになってから、付つけ焼やき刃ばで習しゆう得とくしたにしては、充分上う手まい。身体能力の賜たまもの？　安定感がある。

　ただ、基本に忠実って感じではない。たまに我が流りゆうが入る。……面めん倒どうなステップのときとか、音楽に合わせて適当に省しよう略りやくしている。

　競きよう技ぎじゃないんだし、踊り方の採点をされるわけじゃない。形になっていれば良いとはいえ、結構いい度ど胸きよう。でも、おかげで私もがちがちに緊きん張ちようしていた気持ちがほぐれた。ミスをしないことを目指すより、ミスしても、立て直せばいいんだって方ほう針しんでいこう。

　楽しく踊れることが一番！

　そして数分。私は自信を深めていた。

　うん。クリフォードの足を踏むことなく、大きなミスをすることもなく、順調。

　踊れてる！　これなら本番もいけそう！

　安あん堵どの笑みが顔いっぱいに広がっているのが自分でもわかる。すると、踊っている間のパートナーであるクリフォードが、ふっと笑った。口元が歪ゆがむ、何回か見掛けた笑いじゃなくて、それより少し柔らかめの。──すごい破は壊かい力りよくなんですけど！　これだから超優良物件は……って。

「…………」

「…………」

　ダンスに関して一安心した私は、今度は新たな問題に直面してしまっていた。

　きちんと踊れるかに意識の比ひ重じゆうが置かれていたときは、なんとも思っていなかったんだけど。

　クリフォードと、か、顔が近くない？　この接近具合も心臓に悪い。

　しかも相手は、誰かと恋に落ち、とっくに護ご衛えいの騎き士しを辞やめていてもおかしくなかった逸いつ材ざい。それほどの美形。

　これで数分間も平気な顔で踊っていたとか！

　ペアで踊っている以上、当然なんだけどね！　アレクに感じていた安心とは違う、この落ち着かなさ！

　ダンスの間は、可能な限り、相手の顔を見ること。

　そう学んではいるものの、さっきまでは平気だったのに、見つめ合うことに耐たえられず、私はさりげなく視線を逸そらす──。

「殿でん下か？」
















　も、クリフォードの美び声せいが直ちよく撃げき。

　不自然にずっと別方向ばかりを見ていたら、ダンスのマナーとしても変か……。視線をクリフォードの顔に戻す。くっ、やっぱかっこいい！

　頰ほおが勝手に熱くなるのをなんとか抑おさえなければ！

　は、話！　雑談しよう！　それによって気を紛まぎらわす！

　宮きゆう廷てい舞ぶ踏とう曲きよく、長いんだもん……。演奏時間、ゆうに十分。曲調で、だいたいこれで三分だな、とか、ここで難しいステップのパートが来る！　身み構がまえなきゃ！　なんてこともわかる。

　本番だとパートナー交代もある。もちろん、一人と踊り続けたいときはその限りではない。が、ここではクリフォードのみ。

　しかもクリフォード、さっきからずっと私から目を離さないんですけど。

　一いつ挙きよ一いち動どうを見み逃のがすまいとされているような錯さつ覚かく。

　私の顔に何かついてる？　ついてないよね？

　くっ……！

　い、意識するからいけないんだよね。

　経験上、護衛の騎士は、百パーセントの確率で、いずれ他の男のものとなるのよ、オクタヴィア……！　クリフォードも、私に仕つかえると約束してはくれたけど、だからといって男とくっつかないわけじゃない。

　異性として意識したり、ドキドキしてはいけない。護衛の騎士は、対象外。対象外……。恋をしたいからって、失恋確定濃のう厚こうな相手を好きになることほど、愚おろかなことはなし！

「よ、予備の武器は短剣とのことだけれど、やはり、剣が得意なの？」

　踊りだす直前まで武器当ての話をしていたし、ドキドキしないよう、武器トークを続行！　私は己おのれの浮うき立たつ心を殺す！　鼓こ動どうよ鎮しずまれ！

　クリフォードは瞬まばたきした。目を伏ふせる。意外と考え込んでいるようだ。間近からの視線が外れて私はほっとした。味方だからいいけど、クリフォードに敵意を持って睨にらまれると寿じゆ命みようが縮むって言われたら、私信じる。

「ひととおりは、扱あつかえますが……」

　ほうほう。万ばん能のう型がたと。

「得意なのは、剣でしょうか。扱っていて、一番馴な染じむのは槍やりですね」

「槍……」

　くるりと一回転した。動きに合わせてドレスが翻ひるがえった。

　また、クリフォードの腕の中へ戻る。

　このあとは、しばらく曲調がゆっくりになって、踊っているほうも小休止。

「はい。突つく、刺さす、投げるができ、剣と比べ、敵に近づかずして倒せるため、乱戦時にも役立ちます。振り回すのも有効ですね。ただ……普段の装備には向きませんので。殿下をお守りするのにも」

「まあ、そうね」

　槍だと……背中に背負う？　剣よりも長いし、平時だと邪じや魔まそうだなあ。

「しかし戦場では剣の他に、槍も装備しておきたいところです。私の場合は、ですが」

　実体験がこもっていそうだけど、やっぱり戦場での経験があるのかな。そこでアルダートン伯爵の目に留とまった。父上も、クリフォードの存在を知るところとなった？

　考え込んでいると、ステップの関係で、身体が一段と近づいた。

「どうされました？」

　吐と息いきがかかるほどの距離。話し声もお互いにしか聞こえていない。引き込まれるような深く青い瞳に、私の姿が映っている。ということは、私の瞳には、クリフォードが映っているのかな。落ち着いていたはずの鼓動がまた少し速くなってきたのを感じる。

「あなたのことを考えていたのよ」

「……私のことを？」

「父上……陛へい下かがあなたを気にする理由について。昨夜以前にも、陛下と話したことがあるのでしょう？」

　今度は、私がクリフォードの一挙一動を見逃すまいとするほうだった。だけど、クリフォードは特に動どう揺ようすることもなく、私の視線を受け止めた。

「陛下には、殿下の護衛に就しゆう任にんする際に、お声掛けしていただきました。……殿下を、心配なさっていたようです」

「父上が、心配？」

「私のような者を護衛に選ばれたからではありませんか？　陛下は殿下を愛しておられますから」

　たぶん、いま、私は疑うような目付きになっていると思う。

　父上が、私を愛している……？　家族とはいえ、親子として直接血は繫つながっていないうえに、普段もほとんど交流がない私たちの間に親子愛が？　それはどうかなあ。

「気き遣づかいはいらないわ、クリフォード」

　かぶりを振った。嫌われてもいないし、好かれてもいない、のがせいぜいじゃないかな。娘として心配されたり、ましてや愛されているってのはないない。

「気遣い……ですか」

　ちょっと目を見開いたクリフォードが、くっと笑う。おかしそうに喉のどを震ふるわせた。

　小休止が終わる。お互いの技量がないと、様にならないステップが続く宮廷舞踏曲の山場へ。

　練習室のほぼ全面積を使えるから、移動も自由。ここは、上う手まく踊れていると楽しい！

　二人でステップを踏みながら、くるくると回る。

「笑うところかしら？」

「申し訳ありません。気遣いなどと、あまりに私に縁えん遠どおい言葉を殿下がお使いになられたので……」

「自分には相応ふさわしくないというの？」

「少なくとも、私を知る人間なら、耳を疑う程度には」

　クリフォードが薄く笑った。野生の獣けものの面を覗のぞかせて。

「あなたを知る……。『従じゆう』だということを？」

「ええ。私を『従』だと知る、オンガルヌの住人となった者たちも。──殿下、『従』は『主しゆ』に噓をつくことはありません」

　釘くぎを刺さされた。

「……ごめんなさい。わたくしが悪かったわ」

　息を吐く。

　気にしないようにする、とは決めたんだけど、父上とのやり取りや、毒だって聞いたことが影えい響きようしてるみたい。クリフォードが『従』だと知っている生者は私一人だって、本人が言っていたのに、疑うような質問をしてしまった。

「『主』の自覚が足りなかったと思うわ。──ねえ、クリフォード。あなたは私がどんな『主』であることを望むのかしら」

『主』と『従』。

　私とクリフォードを比較すると、『従』のほうが高スペックすぎると思うんだよね！　私も理想の『主』に少しでも近づいて、クリフォードに愛あい想そを尽つかされないようにしないと。

「では、『主』として何か私にご命令くださいますか？」

　命令？

　私への要望はある？　っていうつもりで訊きいたのに、変化球が飛んできた。

　私が反応を返せないでいると、クリフォードの瞳が陰かげった。

「『従』である私に、殿下は何もご命令くださらない？」

　いつもの鋭するどい眼光とは違った眼まな差ざしに、うっかり私の乙女おとめ心ごころが復活しそうになった。ちょっと弱々しい、忠ちゆう犬けんが飼い主をひたむきに見つめるかのような…！　こ、これが前世で言葉だけは聞いたことのある、ギャップ萌もえってやつ？　あ、危なかった……！　すぐにぎゅっと心の手た綱づなを引きしめる。

「──『主』として、何か特別な命令が必要ということ？」

「いえ。ですが、『従』にとって『主』の望みを叶かなえることは喜びですので。可能であるならば」

　そういうことかあ。でも、いきなり命令しろって言われてもなあ……。『主』っぽい命令……。

　あ。こんなのでもいいのかな。

「もし──」

　ぱっと頭に思い浮かんだことがあった。

「もし、わたくしが涙なみだを流すようなことがあれば、周囲に知られないよう、隠して欲しいわ」

　クリフォードと重ね合わせた手に入る力が強くなる。

　何な故ぜなら、今後、悔くやし涙なみだを流す場面がないとも……いや、ある気がする！

　兄絡がらみ。もしくは私の恋人探し方面で！　ハンカチくわえてキィィィ！　ってな感じの。

　そしてそれを目にする可能性が最もあるのは、護衛の騎士として常に付いてくれているクリフォード！　フォロー役に最適。もしものときは、『従』として『主』のために隠いん蔽ぺい工こう作さくをお願いします！

　私、一人で閉じこもって思う存分号ごう泣きゆうしたい派だから！　ついでに、弱っているのは極力誰にも見られたくない派！　だけど、涙るい腺せんが緩ゆるむのが、自室でだけとは限らないし。堪こらえようとしても堪えられないときってあるし。泣かないのが一番とはいえ、こればっかりはなあ。

「…………」

「クリフォード？」

　ダンスの山場は、もう少しで終わり。片手を伸ばし合って一いつ旦たん、離れる。手を引かれ、戻った私に、クリフォードが呟つぶやいた。

「殿下は、予想を裏切る方ですね」

　私ほどわかりやすい人間はいないよ？　常に自分の心に正直に生きてるもんね。多少の腹はら芸げいは王女人生で会え得とくしたけど、基本、裏表のない人間を目指しています！

「あなたが『従』だから、わたくしが無理難題を押しつけるとでも？」

　だとしたら心外だよクリフォード！　王女権力は使えるときは最大限使う……ものの、たまーにだから！　理由なく臣しん下かいびりとかはしないよ！

「そうではなく──『主』が『従』に与えるにしては、ずいぶん可か愛わいらしいご命令でしたので」

「『主』が『従』に与えるにしては？」

　それを聞いて、ピンときた。

　ご命令くださいますか、と言いつつ、これって、私がどんな命令を出すかの『主』チェックだったんじゃ？　瞳が陰った、あのきゅんときてしまった眼差しも、私への巧こう妙みような揺ゆさぶり？

「──クリフォード。あなた、何な故ぜわたくしの命令を望んだの？」

「『主』と『従』の間では、『主』の『従』への命令こそが、互いを理解する最短の道ですから。私と殿下には必要かと。幾いく千せんの言葉よりも、命令一つのほうが重いのです」

　ほらやっぱり！　『主』チェックだった！

「そう……。理解できて？」

　内心では心臓をばくばくさせながら、平気な顔を私は装よそおった。

「先ほども申し上げましたが、予想を裏切る『主』なのだと理解しました。ご命令もしかと」

　命令自体は有ゆう効こうなんだよね？　『主』チェック一応クリア？

「約束してくれるの？　わたくしが泣いているときは──」

　クリフォードが苦く笑しようした。

「約束など不要です。我が『主』。お隠しします。それが私へのご命令なのでしょう」

「命令よ」

　私は頷いた。

　でも、『主』として他に命令することがあるようなときは、気をつけよう。『従』にとって『主』からの命令は、私が想像していたより重いみたいだから。

　それと──『従』は『主』に噓をつかない、か。

　これも新事実。

　父上が私を愛しているっていうのも、クリフォードの私への気遣いではなくて、本心。その見立てが真実かどうかは別にしても、少なくとも、そう思ったってことは、根こん拠きよがあるはずだよね。もしくはクリフォードの愛情に対する価値観が違っているとか？

　尋たずねようとした私は、クリフォードの視線が練習室の外──廊ろう下かへ向けられていることに気づいた。クリフォードが立ち止まる。つられて、私も足を止めた。

「クリフォード？」

　でも、宮廷舞踏曲の演奏が終わったわけじゃない。まだ演奏中。

「殿下。私の後ろに」

　クリフォードが私を背後に庇かばった。袖口に隠してあるといった短剣を、いつでも抜けるようにしている。

　そして、練習室の扉とびらが勢いよく開いた。

「失礼します！」

　若い男の声だった。走ってきたのか、少し息が切れている。私の位置からは、クリフォードの背中しか見えないので、姿はわからない。

「アレクシス殿下より言ことづてを預かって参りました！　こちらにオクタヴィア殿下がいらっしゃると聞き──ひぃっ？　オ！」

　ひぃっ？　お？

　悲鳴をあげる要素なんて、練習室にはないと思うんだけど……。

　クリフォードが短剣を抜くことなく、横にずれた。問題なし。安全ってことかな？　──それにしても、足音なんて一いつ切さい聞こえなかったはずなのに。クリフォードは誰かが来るのを察さつ知ちしたから、念のため護衛として警けい戒かいしたってことだよね。

　私は、練習室への闖ちん入にゆう者しやの姿を目にした。

　その顔に、もちろん私は見覚えがな──くは、なかった。あれ？　ある。

　鍛たん錬れん場じようで、アレクの訓練相手を務め、そのあとは同どう僚りようと談だん笑しようしていた兵士だった。

　兵士はクリフォードを見て青ざめていた。
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　一いつ介かいの兵士が、王女へ言ことづてを伝えに来るっていうのは、普通、ありえないこと。

　私へのあらゆる情報伝達は、主に侍じ女じよが執とり行おこなうことになっている。私が城の誰かに会いたいときや伝えたいことがあるときは、まず侍女を呼ぶし、逆の場合もしかり。誰かが私に用があるときは、侍女から、「誰々からお誘いが」という風に伝えられる。

　例外は、伝でん令れい兵へい。伝えるべき内容によっては、伝令兵が私のもとへやってくる。

　その場合、この伝令兵は固定。四十歳ぐらいで、数年は代わっていない。万が一、偽にせの伝令兵が現れても惑まどわされないようにっていう予よ防ぼう策さくらしい。ていうか、伝令兵が来るときっていうのは、だいたいあんまり良い用件でないことのほうが多いので、来ないに越したことはない。

　私はいまだ青ざめている兵士の顔を見た。日焼けした肌の色が健康そうなのに、青ざめたのがこんなにはっきりわかるってよっぽどだと思う。

　原因はクリフォード？　見て「ひぃっ？」て叫さけんでたし。

　──いや、クリフォード、別にただ立っているだけだよね？　さっきだって、短剣を出せるようにしていたとはいえ、構えてはいなかった。「ひぃっ？」の要よう素そはどこにもない。

　それにこの兵士、若いし、伝令兵、ではないんだよなあ……。

　うーん。でも、クリフォードの態度からして、危険はないと判断したようだし。

　アレクと面めん識しきがある兵士なのは、自分の記き憶おくを信じるなら、確かだし。

　つまり、疑問は残るけど、兵士がアレクからの使いっていうのは、本当のはず。

　じゃあ、何な故ぜアレクは一兵士に私への言づてを頼んだか。

　アレクだって、伝達の際のルールは知ってる。

　それを破ったってことは、内密にしたいっていう意思表示だと思うんだよね。

　──かつ、急ぎ？

　侍女しかり、伝令兵しかり、正規の伝達方法だと、どうしてもいろいろと筒つつ抜ぬけになるからなあ。

　さっと兵士から言づてだけ受け取りたいところだけど……。

　問題は、マチルダだったりする。

　女によ官かん長ちようという役職柄、マチルダはこの辺、厳しい。報告もきっちり上へ上げる。アレクの意思が私の予想通りなら、これは避さけたいところ。

　マチルダがサーシャに手を振ることで、指示を出す。自動演奏の楽器をサーシャが停止した。宮きゆう廷てい舞ぶ踏とう曲きよくが中断される。無音になった練習室で、マチルダの叱しつ責せきが響ひびいた。

「伝令兵ではありませんね？　殿下の御ご前ぜんなのですよ。まずは、何者か。所属と名前を名乗りなさい。わたしは女官長のマチルダです」

　兵士が敬けい礼れいする。

「は！　女官長殿！　自分は新しん兵ぺいのため、所属は未定であります！　新兵訓練終しゆう了りよう後に決まる予定であります！　名前はガイ・ペウツであります！」

「新兵……。それを証明できるものは？」

「証明……でありますか」

　兵士の表情が曇くもった。

「当然でしょう。鑑かん札さつは持っていますか？」

「あ、はい！　もちろんです！　いつも……」

　わたわたと兵士は自分の身体を探さぐった。

「いつも……首から下げて……？」

　が、顔色がどんどん悪くなってゆく。何かを思い出したように、「あ」と言葉を漏もらすと、項うな垂だれ、捜すのを諦あきらめた。

「ほ、本日は、兵舎に置き忘れたようでして……」

「置き忘れた、ですって？」

　マチルダが眦まなじりをつり上げた。

　エスフィア国の兵士には、その証あかしとして必ず鑑札が発行される。曲くせ者もの事件後に父上が導入したんだよね。革かわ製せいで紐ひも付つき。丸い革部分に兵士の名前が記されている。これを持っていればエスフィアの兵士ってこと。売買なんてしたりしたら問答無用で牢ろう獄ごく行き。兵士も常に携けい帯たいしているのが望ましいとされている。

「では、取ってきなさい。そうでなければ我わが国の兵士だとは認められません。こちらでもアレクシス殿下に確認を取ります」

　ぐうの音ねも出ないほど、マチルダの言い分は正しい。

　兵士も、挙きよ動どう不ふ審しんなのが悪いほうへ作用している。青ざめていたり、鑑札の所しよ持じを忘れていたり、怪しさを醸かもし出だしているという悪あく循じゆん環かん。

　でも、鑑札を取りになんて行ったら、大幅な時間のロス。兵士宿舎って城内にあるとはいえ、遠いから！　全速力で走って往復しても、三十分は確実。その間にマチルダもアレクに確認を取るつもりなんだろうけど、これだと、アレクが一介の兵士に言づてを頼んだ意味も無むに帰きする。本ほん末まつ転てん倒とう。

「──待ってちょうだい」

「殿下？」

　マチルダが怪け訝げんそうに私を見た。

「その者は、確かに我がエスフィアの兵士よ。わたくし、覚えているわ」

「ですが、殿下……」

　いや、マチルダも本気でこの兵士を疑っているわけじゃあないと思うんだよね。せいぜい疑ぎ惑わくは二割ぐらい。でも多少でも疑いがあれば看かん過かできない、してはいけない役どころというか。

「クリフォード、あなたも覚えているでしょう。見掛けたことがあるはずよ」

　ここは、数で押して信しん憑ぴよう性せいを高めよう。昨日のことだし、鍛たん錬れん場じようで見掛けたことを、私が覚えているぐらいなんだから、クリフォードもきっと！

「…………」

　クリフォードの視線を受け、首と手を盛さかんにぶんぶん振っていた兵士が、途と端たん、硬こう直ちよくした。

「……そうですね。私もこの兵士を見掛けたことがあります」

　でしょう！

「殿下のおかげで、思い出すことができました」

「役に立てたのなら良かったわ」

「はい。昨日鍛錬場でアレクシス殿下と打ち合いを務つとめていた者のようですが……。改めて記憶を探ったところ、他でも見掛けたことが」

「他でも？」

　そうなんだ？

「戦場です。この者はエスフィア側で戦っていました。あれから、正規の兵になっていたようですね」

　クリフォードが口こう角かくを上げた。興味深そうにしている。

　なるほど。やっぱりクリフォードは戦場経験があり、と。

「まあ……奇き縁えんだこと。ガイ・ペウツといったかしら。では、あなたもクリフォードを以前から知っていたのね。詳くわしく聞きたいわ。どうか、自由に話して？」

　兵士──ガイは、冷ひや汗あせをだらだら流していた。

「い、いえ……！　知っているなどとは、とても！　全然！　戦場でも、せいぜい遠目に目が合ったことがあるのかもしれないという程度でありまして！　自分は戦場でも逃げ回っていただけで！」

　うん。ガイのほうもクリフォードをばっちり覚えているみたい。

　私はマチルダの様子を窺うかがった。ガイへの厳しい目線が大分薄れている模も様よう。クリフォードと戦場仲間だったっていうのが効いたらしい。マチルダのクリフォードへの評価、高いなー。鑑札を取りに行ってもらわなくても、なんとかなりそうかな。

「マチルダ。彼が我がエスフィアの兵士だと納なつ得とくしてくれたかしら？」

「殿下がおっしゃることを疑っているわけではございません。少しでも……」

「わかっているわ。もし問題が起きればわたくしが責任を取りましょう。だから、いまは大目に見て欲しいのよ」

　大きく、マチルダは息を吐いた。しぶしぶ頷うなずく。

「──仕方ありません。ガイ・ペウツ、言づての内容を」

「その、」

　ガイの目が泳いだ。

「アレクシス殿下は、自分に、オクタヴィア殿下へのみ、言づてをお伝えするようにとご命令されまして……」

　マチルダが再び、さっきの比じゃないぐらい眦をつり上げる。

「殿下と二人きりにしろとでも？　ガイ・ペウツ！　さすがにそれは許容できません！」

「しかし自分も、オクタヴィア殿下以外には申し上げることはできません。厳げん命めいされております」

　このままだと振り出しに戻りそう。

　ねえ、と私は呼びかけた。

「──要は、わたくしにだけ、用件が伝わればいいのよね？」







　というわけで。

　宮廷舞踏曲を再度バックミュージックとして流し、クリフォード、マチルダ、サーシャに見守られながら、ガイがぼそぼそと私に耳打ちすることで落ち着いた。

　だけど、それではさっそく、というわけにはいかなかった。

「丸まる腰ごしの状態であること。これも条件です」というマチルダの言で、ガイの了りよう承しようのうえ、彼は身体検査を受けている。マチルダもかなり譲じよう歩ほしてくれたので、私も「必要ない」とは言えなかった。

　ただ、この身体検査。最初はクリフォードにしてもらおうと思っていた。ところが、ガイが震えながら「恐おそれ多おおいので！」と辞じ退たいしたため、マチルダが実行し、サーシャがその補ほ佐さをすることになった。

　検査がすむ間、少し待つ。私は、ある装そう飾しよく台だいへ近寄った。

　練習室に、マチルダが持ち込んだもの。ダンスの練習をする前に、預けておいた私の扇おうぎと、鞘さやに収まったクリフォードの長剣が置いてある。

　そうそう。これも、ちゃんと返さないとね。

　よいしょっと。

　扇──ではなくて、両手で長剣を持ち上げる。持てはするけど、ずしっとくる重さ。

「クリフォード」

　ガイたちに注意を払はらいつつ、私の動きを無言で見守っていたクリフォードを呼ぶ。

「これを。今後は、どのようなことがあってもあなたから剣を取り上げるようなことはしないわ」

　ガイは、アレクからの使いだったけど、もしそうじゃなかったら？　暗殺者とか、間かん者じやとか。

　前世だったら「まっさかあ！」って笑い飛ばせる。ただ、王女の立場だとなあ……。

　幸い、私狙ねらいの相手に遭そう遇ぐうしたことはまだない。とはいえ、さっき私を庇かばってくれたクリフォードを見て、楽らつ観かん的てきすぎたかなって思った。

　万が一のとき、私を守ってくれる護ご衛えいの騎き士しが側にいても、剣を取り上げられていたら実力を発はつ揮きできない。

　ダンスの練習の間ぐらいって軽く考えていたけど。

「不ふ測そくの事態というものは、いつ起きてもおかしくないものね」

　肝きもに銘めいじておかなきゃ。

「殿下自らお渡しくださるとは。感謝いたします」

　私が両手で差し出した長剣を受け取ったクリフォードは、流れるような動作でベルトの通しに装備した。うん、これでこそクリフォード！

　さて。私も扇を──。

　だけど、私より先に、クリフォードが扇を手に取った。

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく、自然に。

「どうぞ、殿下」

「……ありがとう。あなたはレヴ鳥ちようの羽根に触ふれることにも、抵抗がないのね？」

　手渡してもらった扇を、広げてみる。

　この扇が『黒こく扇せん』って呼ばれてるって知ってから気づいたんだけど、ダンスの前、マチルダにこの扇を渡したとき、ちょっと怖がってる雰ふん囲い気きがあったんだよね。

　そう思って振り返ってみると、サーシャも、自分から『黒扇』に触ったことはなかった。

　直じかにレヴ鳥や、その羽根に触れる──。

　これが普通は嫌いやなんじゃないかな。

　他にも、たとえば、毎日の夕食会のとき、扇を預ける給きゆう仕じって、いつも同じ人だった。私が渡すんじゃなくて、向こうから「お預けください」ってジェスチャーをしてくれるんだけど……。白はく扇せんを使っていたときは、たしか預ける顔ぶれはまちまちだったような気がする。なのに『黒扇』になってからは固定！　あの給仕の人、嫌な役割を他から押しつけられていたんじゃ……！　どんな表情で扇を預かっていたかまでは、ちょっと思い出せない……。くっ。ポンコツな私の脳みそ！

　それと比較してみると、クリフォードは、レヴ鳥の羽根の飾り房を受け取ったら、つけてくれるとまで言った。その言葉だけじゃなく、いま『黒扇』を手に取った動作からみても、本当に、レヴ鳥にまつわる話にも、触ることに関しても、何も感じていない？

「申し上げていませんでしたか。私も、レヴ鳥は好ましい鳥だと思っています。ですから抵抗はありません」

　なんてこと。真の同志だったとは！　もっと早く言って欲しかった！

「クリフォードは、レヴ鳥のどこが好ましいと？」

　私はふわふわ羽根に惚ほれたけど！

「生に貪どん欲よくなところが、でしょうか。実際のレヴ鳥は、地獄からは遠く、多少のことでは死にません。繁はん殖しよく力りよくが強く、生存力も高い。群れを作り、単独でも生き残る力に長たけた鳥です」

　納得した。だから、特に大切にされているわけでもないのに、そこら中を飛んでいるわけかレヴ鳥。

「──ただ、それも、生いき汚きたない、とレヴ鳥が嫌われる理由のようですが」

　皮肉げに、クリフォードが付け加えた。

「潔いさぎよく散る美のほうが、我が国では尊とうとばれるものね」

「そのようですね」

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　自分でも、驚おどろくほど冷たい声が出た。

　顔を歪ゆがめ、吐はき捨すてるように呟つぶやいてしまってから、広げた扇で顔の半分を私は隠した。

　しまった。これは王女らしくなかった。自分で振っておいてなんだけど、クソ忌いま々いましい記憶のことがもやっと連想されて、つい！

　もちろん、聞きき逃のがしてはいなかったクリフォードから、訝いぶかしげな視線を感じる。

　それに対し、取とり繕つくろうように微笑ほほえむ。

「──殿下」

　マチルダから声がかかった。助かった！

「身体検査がすみました」







　言づてを聞くまで、十分はかかったけど、ようやく私はその内容を耳にしていた。

　イレギュラーな伝達役だったことを思えば、これでも早いほうだったりする。

「そう。父上が、アレクに密みつ旨しを……」

　アレクが午前中、鍛錬場にいると、父上が『偶然』やってきた。そこで、父上は周囲に悟さとられないよう、アレクに密旨を下した。

　──国王として、第二王子アレクシスへの、秘密の命令。

　ついでに言うと、本来のアレクのスケジュールでは、午前中は座学のはず。鍛錬場にいるはずがないので、スケジュール変更も父上のせいだと思われる。

　急きゆう遽きよ、アレクは少数の供と王都を数日離れることになった。

　アレクの真価をついに父上も認めたのかな。でも、数日はアレクに会えないし、相談もできないなんて……！

「しかし、そのことは伏せられます。アレクシス殿下は、体調を崩くずされ、城内で療りよう養ようされている、ということになるそうです。当然、オクタヴィア殿下ともお会いになることはできません」

　私の眉み間けんに皺しわが寄った。

　なんでまたそんなことを……？

　とはいえ、アレクが病気だって聞いたら、もちろん私はお見み舞まいに行くと思う。

　ただし、今回の場合、アレク本人は城にいない。いない人間に会うことはできないと。お見舞いに行っても門もん前ぜん払ばらいを食らう羽目になったってことか。こうして教えてもらえたから良かったけど、知らなかったら心にものすごいダメージを負うところだった……。

「アレクシス殿下ご自身でお伝えしたかったそうですが、出しゆつ立たつはすぐとのことで、猶ゆう予よはなく。せめて、オクタヴィア殿下が、いらぬ心配をなさらないようにと……」

「ただし、わたくしがこのことを知るのは、父上の意に反する、というわけね」

　アレクが、侍女も伝令兵も通さなかった理由はこれかあ。どちらも、父上へ確実にダダ漏れになる。

「新兵で、アレクの管かん轄かつ下かの兵士でもないのに、あなたは短期間でアレクの信を得たようね」

　感心した！　アレクは天使だけど、誰にでも心を開くタイプじゃないのに。

「信を得た、というより……たまたまそのとき、近くにいたのが自分だったのと、たぶん」

　ガイがふと、どこか遠くを見た。

「自分は、染まっていないので……」

　え？　何、どうしたの？

　ガイの目が、突然、死んだ魚のような目に？　侍女ではお馴な染じみだけど、兵士でははじめて見た！　依い然ぜんとして死んだ魚のような目で、ガイは言葉を紡つむいだ。

「それがきっと、アレクシス殿下にとっては肝かん要ようなことでして……残念ながら、王城の兵の中ではごく少数であり……そのため、末まつ端たんの自分でも、恐れ多くも顔を覚えていただいております……」

「わたくしも覚えたわ。ガイ・ペウツ」

「あ、有あり難がたき……」

「そういえば、不思議なのだけれど、練習室に入ってきたとき、あなた、何故クリフォードを見て青ざめたのかしら」

　本気で純粋に疑問です！

「そりゃ、オ」

　思わず、といった体ていで、ガイが答えかけ、口を噤つぐんだ。

「オ？」

「──オ、オクタヴィア殿下。殺気です。自分は護衛の騎士殿からの殺気を感じ取ったんです。あのような登場でしたので、護衛の騎士殿が俺を疑うのも当然です」

　玄くろ人うとにしかわからない殺気かあ。殺気じゃあ私には全然感じ取れないなあ。

「殺気を感じ取れるなんて、すごいのね。クリフォードといた戦場での経験が物を言うのかしら」

「いえ！」

　ガイの声が上うわ擦ずった。

「自分は、何も知らないので、殿下が気にされるようなことは何一つ……！　護衛の騎士殿との関わりも一切なく……！」

　いやに必死に訴うつたえている。落ち着こう！

「焦あせることはないわ。声量を落としなさい」

「はい……申し訳ありません」

「わたくしはただ感想を口にしただけでしょう？　深い意味はないから、気にしなくていいのよ。聞き流してちょうだい」

「…………はい」

　あ、そうだ。一番重要なことを聞き忘れていた。

「ガイ・ペウツ。アレクはまだ城に？　それとも既すでに出立を？」

「いえ、おそらくはまだ……今頃は、城門に向かわれている頃だと思います」

　じゃ、ギリギリ見送りに間に合うかも！
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　普段着用のドレスへ着替えている時間はなさそうなので、私はせめてもの汚よごれ対策としてマントを身に着けた。

　そして、目指すは、城門。

　もちろん、アレクの見送りに行きます！　なんて言えない。

　今日一日は、明日の準舞踏会の準備にあてることになっているし、せっかくだから、この正装姿で少し城の敷地内を歩き回りたいとマチルダに告げておけば、名めい目もく上じようはオーケー。

　その途中、外の空気が吸いたくなって、うっかり城門付近にまで行って、出立しようとしているアレクに遭遇しても、散歩のせいだもんね！

　もし万が一、あとで父上に知られても、大丈夫。

　たまたま、たまたま。

　偶然会ったんだから、父上だって咎とがめようもない。私のことも、アレクのことも。

　城門は城門でも、出立には王城の正面にある正門ではなく、脇わき門もんを使うらしい。気持ちとしては脇門を目指して一人で飛び出していきたいところだけど、それは無理なので、護ご衛えいの騎き士しであるクリフォードと、ついでにガイにも同行してもらって、会話はそこそこに、黙もく々もくとひたすら早足で歩く。

　やっと脇門が見えてきた！

　この門、正門からはかなり離れた場所にある。正門のほうは、まさに門！　て感じで高さがあり、広く大きく、門の隙すき間まから矢を射るための矢や狭ざ間まなんて物ぶつ騒そうなものまでつき、門兵が一日中人の出入りを監かん視ししている。

　一方、脇門は普段、人が通行できないようになっている。通れないから、門兵も配置されていない。脇門は跳はね橋ばしとセットなんだけど、門を蓋ふたするように上げられている橋を下ろしても、まだ門は鉄の柵さくで閉じられているという二に重じゆう仕し様よう。仕し掛かけは、城内の歯車室からのみ操そう作さできる。ただ脇門の近くまで行っても、橋を動かすことはできないんだよね。

　密みつ旨しには、脇門を使うようにっていう指示も入っていたのかな？　脇門を使うメリットといえば、人目がほとんどないってことだけど──。

　目を凝こらす。

　脇門の跳ね橋が下ろされ、門の柵が、半ばまで上げられていた。馬に騎き乗じようし、柵が上がりきるのを待っている一行がいる。

「アレク！」

　間に合ったー！

　我が慢まんしきれなくなって、ドレスをちょっとだけたくし上げて、私は走りだした。

　うん。このドレス、正装用なのになかなかに走りやすい！　選んだクリフォードに感謝！

「姉上！」

　一行の中、私に気づいたアレクが、馬から下りた。お忍しのび風の軽装だ。こちらに駆かけ寄よって来てくれる。

　一日一回はアレクに会わないとね！

　いつもは夕食会で必ず会えるけど、今日からはそれもナシかあ……。

　辛つらい。

　アレク以外の顔ぶれは、と──中に父上の護衛の騎士がいる。黒目黒髪で、若い頃はさぞやモテただろうということを窺うかがわせる容よう貌ぼうの持ち主。父上と同年代で、髪には幾いくらか白しら髪がが交じっている。騎士団長の地位を蹴って、護衛の騎士に留とどまった人物。でもあんまり城でその姿は見掛けない。彼が父上の用意したお供？　わざわざ自分の護衛をアレクに付けるなんて。

　う。アレク以外の出立一行。そのほとんどが険けわしい顔でこっちを見ている！　歓かん迎げいされていない雰ふん囲い気き！　でもここですごすごと退たい散さんするわけにはいかない。

　私は手に握りしめていた扇おうぎをさっと広げた。

　そして、アレクへ向かってにっこりと笑い、白々しく切り出す。

「偶然ね。どこかへ出掛けるのかしら？」

「はい。遠とお駆がけです。姉上こそ、どうされました？」

「わたくしは気分転てん換かんに城内を歩いていたのよ。そうしたらアレクを見掛けたの」

　あくまでも偶然なんですよアピール！

「アレクシス殿でん下か」

　父上の護衛の騎士が、苛いら立だったように馬上からアレクへ声をかける。

「柵が上がりました。通行できます」

　早く出立するぞって催さい促そくだ。確かに、私がアレクを呼んだときは半分ほどまでしか上がっていなかった鉄の柵は、もう完全に見えなくなっている。

「姉上を無視しろとでも言うのか？」

　振り返ったアレクが挑ちよう発はつ的てきに言い放った。

「私は姉上と少し話したい」

「しかし……オクタヴィア殿下が」

「あら。わたくしが何をするというの？」

　遺い憾かんです！　アレクを引き留めたりしないよ！　したいけど！

　父上の護衛の騎士が、苦虫を嚙かみつぶしたような顔になった。

「アレクはこう言っているのだし、あなたたち、先に行ったらどうかしら？　何しろ、王子の遠駆けだもの。先行して、アレクの安全に気を配るのも臣しん下かの務めだわ」

「いい考えですね、姉上。そうしましょう。──ランダル。お前が私と残れ」

「御ぎよ意いに」

　馬上の一行の中、アレクの言葉に一人の男性が返事をした。あ、この人は、一いつ兵ぺい卒そつからアレクが目をかけて騎士になった期待の星！　新兵になったときから既すでに妻さい帯たい者しやで、遅おそ咲ざきの出世街かい道どうを辿たどったアレクの側近ともいえる人。

「他は先に行け。私はあとから追いつく」

　アレクが有う無むを言わさぬ様子で命令を下した。……これ。これなんだよね！　私に足りないもの。滲にじみ出でる王族の威厳！　圧あつ倒とうのオーラ！

　父上の護衛の騎士は、目を眇すがめた。それから、私を見る。

「──両殿下は、本当に仲が宜よろしいようで」

「ええ。素晴らしいことでしょう？」

　扇で視線をシャットアウトしながら、微笑ほほえむ。

「私には、わかりかねます。──アレクシス殿下、ご命令に従います。我われ々われは先行いたしましょう。できるだけ早く、おいでください。遠駆けのご予定が狂くるいますので。では、失礼」

　馬上から一礼し、父上の護衛の騎士は手た綱づなをさばくと、馬で駆けていった。一騎、二騎……と秩ちつ序じよだった動きでランダル以外がそれに続く。

　残ったのは、私とアレク。脇門のすぐ側で馬に騎乗しているランダル。私の護衛として、少し離れた場所に控ひかえているクリフォード。それから、ガイ。

　ん？　クリフォードとガイは、小声で何か話しているみたい。しかも、どうやら、クリフォードのほうから話しかけているっぽい？　意外。なんの話をしてるんだろう？

　厳しい目付きで一行を見送っていたアレクが息を吐いたのが視界に入って、私は逸それた意識をアレクへ戻した。私に改めて向き直ったアレクは、碧みどり色いろの瞳を瞬まばたかせた。

「姉上。そのドレス……いつもと雰囲気が違いますね」

「似合わない？」

「まさか。見み惚とれました。似合っています」

　自然体で、なんの苦もなくさらっと褒ほめ言こと葉ばを口にできてしまうアレクは絶対いい男になるとみた！

「嬉しいわ。実は、明日の準舞踏会用なのよ。アレクからの言ことづてを受け取ったときに着ていたものだから、そのまま」

「そうでしたか……。すみません、姉上。急に」

　アレクがしゅんと肩を落とす。

「ですが、姉上なら、来てくれると思っていました」

　そう言って、笑顔を浮かべた。

「わたくしも、アレクなら、待っていてくれると思ったわ」

　仲良し姉弟きようだいだもんね！

　密旨でアレクが城を留守にするにしても、私に急ぎで伝える必要はない。でも、そうした。これはおそらく、出立前に会いたいって意味も含んでいると私は踏んだ。

　もちろん、私はアレクが密旨で出立するなんて知らないはずだから、たまたま、アレクと遭そう遇ぐうしなくちゃならない。

　で、実際、遠駆けに行こうとしていたアレクに、散歩中、期きせずして出会ったというストーリー！

「ペウツ！　お前にも礼を言う。よくやった」

　アレクがガイにねぎらいの声を掛けた。

「もったいないお言葉です！」

　クリフォードと何事か話している様子だったガイが、急いでアレクの前まで走ってきた。気のせいかな。クリフォードから離れてほっとしたようにも見える。殺さつ気きを向けられたって言っていたし、そのせいで戦場仲間とはいえ、クリフォードが苦手になったのかも。

「けれど、アレク。新兵に無茶をさせすぎだわ」

　ガイが練習室まで辿り着けたのは、正直、運が良かったからだと思う。練習室の扉の前にこそ兵士は配置されていなかったけど、そこへ行くまで廊下を区切る扉には、区間ごとにきっちり兵士が立っている。絶対何回かは呼び止められたはず。

「姉上ならば、私の意を酌くんでくれると思ったので。問題はあったか？　ペウツ」

「あ、いえ……」

　ガイが一いつ瞬しゆん、言いい淀よどむ。

「何も、問題はありませんでした。オクタヴィア殿下にのみ、言づてもお伝えしました」

「それを聞いて安心した。ご苦労だった」

「は！」

「姉上。言づての内容についてですが──」

　一いつ旦たん言葉を切って、チラリとアレクがクリフォードに視線を走らせた。密旨のことをこの場で知らないのは、クリフォードだけなんだよね。ランダルは、遠駆け一行の中に入っているから当然として、私への使いだったガイも、もちろん。

　アレクは密旨を父上から下された当人だし。

「あの者を、下がらせてくださいませんか？」

　アレクの言うあの者とは、クリフォード。私も他のことだったら、アレクの言い分をほいほい聞くんだけど……。このアレクのクリフォード嫌ぎらいも含め、今度二人で話しましょうって予定だったのに、吹っ飛んじゃったからなあ。

「クリフォード。この場で見聞きしたことは、他た言ごん無む用ようよ」

「承しよう知ちしました」

　クリフォードが表情を変えず、頭こうべを垂たれた。

「これなら、良いでしょう？　下がらせる必要はないわ」

「……良くはありませんが、……姉上を信じます」

　深いため息をついたアレクが、むすっとした口調ながら、そう言ってくれた。

「ありがとう、アレク」

　ついつい、手がアレクの頭とう髪はつに伸びてしまう。でも、やんわりと阻そ止しされてしまった。

「姉上。いいですか。子ども扱あつかいしないでください」

「……ごめんなさい。──アレクは、いつまで城を離れるの？」

「十日ほどです。場合によっては、延びるかもしれません」

　今回のことは、アレクも本当に急に知らされたらしい。密旨を遂すい行こうするにあたって、付き従う人間の人選も、すべて父上があらかじめ決定していた。必要なものも揃そろっていた。だからこそ、迅じん速そくな出立が可能になったともいえるけど……。

　アレクに頼たのまなければならない内容で、かつアレクの不在を城では伏せる……。

　臭におう。怪しい臭いがプンプンする！

　父上がアレクに重大事を任まかせた、のは間違いない。いままでのアレクに対する父上の態度を思えば、喜ばしいこととはいえ──。

「どこへ向かうかは、姉上でもお教えできません。さすがに、密旨の内容を漏らすのは……」

「そう……」

「──姉上が知る必要があるとおっしゃるなら」

「内容なんて、どうでもいいわ」

　密旨を受けたことを私に教えるのも、確かに父上の意には反することで、ささやかな反はん抗こうではある。ところが、密旨の内容まで明かせばささやかどころじゃなくなる。無理矢理アレクに言わせるなんてとんでもない。それに密旨の内容自体より、気になるのは。

「わたくしが知りたいのは、アレクに危険があるか、ないかよ」

「姉上……」

　アレクが小さく笑う。

「私より、姉上のほうが心配です。離れていては、側で姉上をお守りできません」

「その気持ちだけで充分よ」

「気持ちだけでは……」

「なら、無事に、密旨を果たして戻ってきてちょうだい。アレクがいないと寂しいもの」

「十日で、ですか？」

「そうね。きっかり十日でよ。延えん期きは駄だ目め」

「わかりました。姉上。指切りをしましょうか」

「あれを……？　ここで？」

「はい」

　頷うなずいて、アレクが右手の小指を私に示して見せた。指切り。こんな風習はエスフィアにはない。出どころは私。前世の記憶より、日本の風習。

「指切りげんまん噓うそついたら針はり千せん本ぼん飲ます」の呪じゆ文もんと共に小指を合わせて、約束を守る証あかしにする。アレクと私の間でしか通用しないと思う。たぶん端はたから見たら意味不明。呪文も怖いし。でも、アレクはこれ、すごく気に入ってるんだよね。

　私も小指を作る。小指同士を曲げて絡からみ合わせ、呪文を唱える。

「指切った」

　アレクが満足げに小指を離した。

「十日で必ず帰ります。十三日後は、姉上の恋人のお披ひ露ろ目めですしね」

「そうね……」

　偽の恋人のお披露目。もうアレクまで知っているとは！

　そして父上に宣言してから一夜明け、その日まで二週間を切ったという事実！

「その前に、姉上と二人で話したいこともありますから。それは、姉上も、でしょう？」

「ええ。密旨のことがなければ、今日にでも話をする予定だったのに、残念ね」

　父上に最高のタイミングで、わざと邪魔された気さえしてくる。

「いま、話せることは何かあるかしら？」

　私のほうは、偽の恋人相談とクリフォードについてだから、ちょっとできなそうだけど。アレクはどうかな。

「──一つだけ」

　お、あるの？

　アレクが少し躊躇ためらったあと、口を開いた。

「……姉上は、故こキルグレン公にお会いしたことはありますか？」

　キルグレン？

　まったく予想外の質問だった。

「赤子のときに、お会いしたことはあるかもしれないけれど……会っていないのと同じね」

　キルグレン公というのは、故人。父上の叔お父じ。私とアレクからすると、大おお叔お父じ。祖父の弟にあたる人。キルグレン公ルファス。ルファスという名前より、キルグレン公としての呼び名のほうが有名。これは一代だけの特別な称しよう号ごうで、キルグレン公は前々代のナイトフェロー公こう爵しやくでもある。

「私が生まれた日に、キルグレン公は亡なくなったと」

「病死と聞いているわ」

　その死に関して、きな臭くさい話はない……と思う。八十歳を越えていたらしいし、むしろ大だい往おう生じようじゃないかな。老ろう衰すいだよね。

「私が、キルグレン公に似ているということはありえるでしょうか」

「どうかしら」

　祖父の肖しよう像ぞう画がは城に飾ってある。でも、弟であるキルグレン公のものはない。あるとすればナイトフェロー公爵家？　肖像画ほどかちっとしたものではなくても、素そ描びようのようなものなら、探せばどこかに埋もれていそうなものだけど。

「アレク、何な故ぜそんなことを？」

「父上が、キルグレン、と呼んだので。そのとき──」

　呼んだ？　アレクのことを？　今日、密旨を下された、そのときに？　でも、仮に似ているのだとしても、年若いアレクと、老衰で亡くなったキルグレン公を見み間ま違ちがえる、なんてことは、父上に限ってない、よね？

　アレクがかぶりを振った。苦笑いが浮かんでいる。

「たぶん、考えすぎですね。父上のこととなると、どうも、些さ細さいなことでも気になってしまうみたいです」

「アレク……」

「それよりも、密旨を果たすことを、考えることにします。姉上も、こうして見送りに来てくださいましたし。──そろそろ、行かなくては」

　名残なごり惜おしいなあ……。

「……そうだ。念のためですが、私がいない間、今回のことで、もしペウツが何らかの叱しつ責せきを受けるようなことがあれば、姉上にお任せして良いですか？」

「守ればいいのね？」

　なんたって、アレクが青あお田た買がいした兵士だもんね！　万が一のときは、王女権力を全力で発動します！

「はい。お願いします」

　しばらく沈ちん黙もくが落ちて、アレクがそれを破った。

「それでは、姉上。最後に祝福を頂けますか？」

「もちろんよ」

　日本人的な感覚も残る身としては、どうにも恥ずかしいんだけど。

　これは、指切りとは違って、エスフィアの風習。期間は問わず、どこかへ旅立つ者に対して、道中の無事と家への帰き還かんを祈いのって、頰ほおにキスを贈り合う。

　順番は、送り出す者が先で、旅立つ者の右の頰に。旅立つ者は、あとで、送り出す者の左の頰に。

　アレクの右の頰に、唇くちびるを寄せる。

　お返しに、私の左の頰に、アレクの唇が。

「！」

　瞬しゆん間かん、静電気のようなものが、唇が触れた箇か所しよに走った。冬でもないのに……。アレクも痛かったんじゃないかと離れてゆく顔を見ると、アレクのほうは、何も感じなかったみたい。

　あれ？

「……姉上？」

　どうかしましたか？　と視線が問いかけてくる。

　出立するアレクに、徒いたずらに不安にさせるようなことをわさわざ言うことはないよね。

　私は言葉を吞のみ込こんだ。

「いってらっしゃい、アレク」

　それだけを、告げる。

「いってきます、姉上」











『オンガルヌの使者』が見る世界・２






「──気分転てん換かんが必要だわ」

　故こ意いに今日送り出されたのだろう第二王子の出立を見送り、城の建物内へ戻るため、歩いていたオクタヴィアがふいに立ち止まった。アレクシスから言ことづてを頼たのまれ行動を共にしていた兵士、ガイ・ペウツがいた際は気き丈じように振る舞っていたが、弟との別れのせいなのか、顔色は精せい彩さいを欠いている。

「もともとそういう名目だったもの。少しだけ、あの庭を歩きたいのだけれど。護ご衛えいの騎き士しとしては反対かしら？」

　オクタヴィアが扇おうぎで示したのは、王城の敷しき地ち内に数ある庭園の一つだった。王族が楽しむための用よう途とで整えられている表の庭園とは様よう相そうが異なる。剪せん定ていこそされているが、城に従じゆう事じする者たちが休きゆう憩けい時に時折訪おとずれるための、小しよう規き模ぼなものだ。王族や貴族が訪れることは想定していない。

　王女が好むような場所でもない。しかし、この三カ月の間に、むしろオクタヴィアは王女らしからぬものを気に入る性質を持っているとクリフォードも把は握あくしていた。あるはずもないことだが、平民に近い感覚を有しているのではないかと思うことすらある。

「……あそこで宜よろしいのですか？」

「わたくしはあそこが良いのよ」

　クリフォードは軽く頭こうべを垂たれた。

「では、殿でん下かの望むままに」

「マチルダには内ない緒しよよ？　きっと怒おこられるから」

「……そうでしょうか？」

　あの女によ官かん長ちようはどの王族よりオクタヴィアに肩入れしている。怒りはしないだろう。

「クリフォードはまだマチルダの怖こわさを知らないからそんなことを言えるのよ。いずれ思い知る日が来るわ」

「──そんな日が来ないことを願いましょう」

「本当よ？」

　到とう着ちやくした小さな庭園には、白い花が咲さき乱みだれていた。

　目を細める。

　──リーシュランか。

　クリフォードは胸中で呟つぶやいた。オクタヴィアがリーシュランの咲さき誇ほこる庭園を訪れたのは偶然か、意い図と的てきか。

「嫌いやだ」

　他に人の気配がない庭園内を軽い足取りで歩いていたオクタヴィアから声があがる。王女が羽織ったマントの生き地じが枝に搦からめ捕とられていた。顔をしかめたオクタヴィアはマントを脱ぬぎ、枝と格かく闘とうしているが、妙みような引っかかり方をしたのが、苦戦している。

「あ」

　今度はオクタヴィアから小さな悲鳴があがった。マントが裂さけたようだ。

「お任まかせくださいますか？」

　見かねて、手を出した。枝に引っかかったマントを片手で持ち、マントに絡からまっている枝を解く。

「ありがとう」

　ばつが悪そうなオクタヴィアが言い、

「……器用なのね、クリフォードは」

　付け足した。真まっ直すぐにこちらを見上げてくる。

「ですが、これではもう着れませんね。私がお持ちします」

　破れたオクタヴィアのマントを腕にかける。

「ええ。マントに頼たよれないのでは、注意して歩かなくてはね」

　明日の準じゆん舞ぶ踏とう会かい用のドレスに身を包んだままのオクタヴィアは、枝から離れると、その場で慎しん重ちようにゆっくりと回った。赤と黒のドレスが白を背景に翻ひるがえる。

　自分が選んだドレスを着たオクタヴィアの姿には、どこか気分を高こう揚ようさせるものがある。通常、己おのれの『主しゆ』となった瞬しゆん間かんから、ある意味で『従じゆう』は『主』にその心情まで支配されることになる。自分には当てはまらないと思っていたが──二度目は自分で選んだからか、多少の影えい響きようが出ているらしい。ダンスの練習相手を務めていたときもだ。機き嫌げん良さそうに笑顔を浮かべているのを見て、微笑ほほえましい、などと思った。

　──微笑ましい。

　己おのれのそれながら、理解しがたい感情の動きだった。

「……そういえば、あなたの感想を訊きいていなかったわ」

　ドレスに視線を落としていたオクタヴィアが顔を上げると、唐とう突とつに言った。

「感想、ですか？　何のことでしょうか」

「クリフォードが選んだドレスを、わたくしは着こなせているかしら？」

　虚きよを突つかれる。

　命令を自分が望んだ際、オクタヴィアが口にした言葉を耳にしたときのように。

　その表情は、少し不安そうに見える。

「正直に言ってちょうだい」

　基本的に、オクタヴィアは感情が顔に出やすい。だが、単純かと思えば、時に予想外の言葉や反応を返してくる。だから摑つかみにくいのだ。その内心も、考えも。

「──正直に、ですか」

「ええ」

　覚かく悟ごを決めたかのようにオクタヴィアが頷うなずく。

「では、正直なところを申し上げますと」

「何かしら」

「殿下がそのドレスを採用されたことに驚おどろきました」

「……そう？」

　オクタヴィアが首を傾かしげた。

「はい」

「つまり、このドレスにしないほうが良かったということ？」

「いいえ。光栄に思っています。──殿下以外に、そのドレスを着こなせる者はいないでしょう」

　似合う、などという言葉では足りない。

「クリフォード。褒ほめすぎだわ」

　微かすかに頰ほおを染め、オクタヴィアが視線を逸そらす。

「いいえ」

　その周囲で咲く白の色しき彩さいに囲まれた『主』を見つめ、ふと思いついた。

「ですが──そうですね。明日、身に着けることはできないでしょうが」

　庭園に咲き誇っている、白い花か弁べんを持つリーシュラン。幾いくつもの細長い花弁が外向きに大きく反そり返った花だ。その花を一輪、クリフォードは手た折おった。

　そのままクリフォードが近づいても、身体からだを引くことなく、無む防ぼう備びにオクタヴィアは立っている。

『あなたを信用しているからよ』

　昨日、彼女が口にした言葉の通りに。

　薄うすく笑い、クリフォードはオクタヴィアの結ゆわれた銀色の髪に、リーシュランを挿さした。
















「これで、完かん璧ぺきかもしれません」

　瞬まばたきしたオクタヴィアが手を伸ばし、花にそっと触ふれた。

「リーシュランで？」

　その言葉に頷く。

　リーシュラン。美しく白い花弁は無害であり薬になるが、種には中ちゆう毒どく性せいがあり常用した者の精神を破は壊かいする。二面性を持つ花だ。薬のほうも毒のほうも、精せい製せいされれば法外な値段で出回る。ただの観賞用として咲き誇っているのは、王城にあってこそだ。

「地じ獄ごくの最さい果はてであるオンガルヌにも、浄じよう化かされた土地があり、そこにはリーシュランが咲き誇っているそうです。地獄を司つかさどる死の女め神がみだけが足を踏ふみ入いれることができるとか」

　オクタヴィアの透すき通った水色の瞳ひとみがクリフォードを見み据すえた。

「──『黒こく扇せん』を持つわたくしには相応ふさわしい、ということね」

「お気に召めしませんか？」

「……少し複雑だけれど、宝石のついた髪飾りより、こうして生せい花かを飾るほうが、わたくしは好きよ。……から」

　語ご尾びは、オクタヴィアがクリフォードに言うためにではなく、呟かれたものだった。

　何かを懐なつかしむかのように、オクタヴィアが小さく微笑む。

　だが、それを断たち切きるためか、笑みを消すと、『黒扇』を開いた。




　長らく準舞踏会に出席していなかったオクタヴィアが、ローザ・レディントン伯はく爵しやくから急に打だ診しんされた招待に応じる。

　それも、明日は、地獄の女神さながらの衣い装しようを身に纏まとったオクタヴィアが、『オンガルヌの使し者しや』を従え現れることになる。見る者が見ればわかることだ。そのとき人は、どのような反応を示すか。

　そうして、事態も動きだすだろう。

　見せかけの平和に浸つかっていた者たちが。


了













あとがき






　こんにちは！　まめちょろと申します。

『私わたしはご都つ合ごう主しゆ義ぎな解かい決けつ担たん当とうの王おう女じよである』を手にとって下さってありがとうございます。本作は同ペンネームにて小説投稿サイトの「小説家になろう」様で連載中の作品です。

　今回、有り難くも書籍化の打診をいただき出版という運びになりました。

　私は昔から少女小説が好きだったのですが、もっぱら読むほうでした。読むのは好きでも書くのは難しそうだなあ……と長年足踏みしていたところ、思い立って自分への挑戦のつもりで書き始めた作品の一つがこれです。

　女の子主人公で西洋風の異世界ファンタジー！　恋愛も！　そんで基本はコメディにしよう！　あと趣味を詰め込んで好き勝手しよう！　というコンセプトのもと誕生しました。

　内容については本文を読んでいただくのが一番と信じて、ここではペンネームとタイトルについてなど。

　まめちょろは、実家の「まめ」と「ちょろ」という飼い猫の名前をくっつけたものです。

　たぶん、「小説家になろう」様で名前を登録するとき、「あー、実家の猫に触りたいなあ。奴らの腹はら毛げに顔を埋うずめたいなあ……」と頭の片隅で考えていたせいだと思います。

　書籍化にあたって、変えたほうがいいのか？　と一瞬迷いましたが、これはこのままで！　となりました。

　作品タイトルは、書籍版が『私はご都合主義な解決担当の王女である』、なろう様での連載版が『私はご都合主義解決担当の王女である』で、微妙に違っています。『な』があるか否いなかですね。

　連載版のままだと、真ん中で漢字が続いているのでどうにかならないものか、ということで、複数のタイトル案をひねり出した中の、最終的な結果が『な』です！　ひらがな一文字が入るだけで、ちょっと柔らかめになった……と思うのですがどうでしょう。

　なお、自分用にタイトルを書くときは長いので『わたご』と略しています。パソコンのデスクトップにも『わたご』フォルダがドーンと置いてあります。

　そんな『わたご』のイラストは、藤ふじ未み都つ也や先生が描いて下さっています。最初にオクタヴィアのキャララフを拝見したときは、どんぴしゃりな絵におお！　と感動しました。

　また、書籍化の機会、そして内容面でのアドバイスをいただいた編集担当様にこの場をかりてお礼申し上げます。




　いかにも続！　お話はまだまだ序じよ盤ばん！　という感じの一巻ですので、できれば二巻でまたお会いできることを祈りつつ。
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